
■　

は
じ
め
に

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
（
近
江
八
幡
）
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中

央
教
会
、
す
な
わ
ち
現
在
の
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
の
前
身
に
当
た
る
教
会
堂
建
築

に
関
す
る
鮮
明
な
複
写
図
面
五
三
枚
が
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
四
月
に
図
面
の
所
有

者
で
あ
る
一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
広
島
市
公
文
書
館
に
所
与
さ
れ
収
め
ら
れ

て
い
る
。建
築
図
面
の
タ
イ
ト
ル
は “H

IRO
SH

IM
A M

ETH
O

D
IST CH

U
RCH

”

と
あ
り
、

こ
こ
で
は
「
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」
と
記
す
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
ら
は
当
市
に
お
い
て
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
建
て
ら
れ
、
原
爆
に
よ
る
被
災
焼
失
と
い
う
危
機
を
経
て
、
戦
後

数
回
に
わ
た
っ
て
修
復
と
復
興
を
果
た
し
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
ま
で
上
流
川
町
八

番
地
に
所
在
し
た
流
川
教
会
の
建
築
を
伝
え
て
い
る
主
要
図
面
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
古
図
面
原
図
は
、
か
つ
て
近
江
兄
弟
社
（
近
江
八
幡
市
）
に
伝
わ
っ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
昭
和
五
〇（
一
九
七
五
）
年
に
調
査
及
び
史
料
と
し
て
保
管
の
た
め
大
阪
芸
術
大

学
に
移
さ
れ
、
近
年
は
大
阪
芸
術
大
学
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ（W

illiam
 M

errel Vories, 

一
八
八
〇
〜
一
九
六
四
）

は
、
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
レ
ブ
ン
ワ
ー
ス
に
生
ま
れ
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
哲
学
を
学
び
卒
業
後
、

キ
リ
ス
ト
教
の
海
外
伝
道
を
志
し
つ
つ
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
滋
賀
県
立
商
業
学
校

英
語
教
師
と
し
て
来
日
。
そ
の
後
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
建
築
設
計
監
督
事
務
所
、

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
設
立
し
、
米
国
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
連
す
る
建
築
設
計
を
中
心
と
し
た
事
業
を
始
め
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
伝
道

活
動
の
た
め
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
近
江
兄
弟
社
）
を
起
こ
し
、

建
築
と
伝
道
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
近
江
八
幡
を
拠
点
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
伝

道
で
は
琵
琶
湖
を
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
行
く
湖
畔
の
伝
道
が
注
目
さ
れ
る
が
、
建
築
設
計
活

動
は
全
国
へ
と
広
が
り
、大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
を
設
立
し
、

キ
リ
ス
ト
教
会
堂
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
洋
風
住
宅
な
ど
、
多
数
の
設
計
作
品

を
各
地
に
残
し
て
い
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
お
け
る
設
計
件
数
は
約
一
〇
〇
〇
棟
を
数
え
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
建
築
設
計
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
は
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
活
動
の
精
神
的
支

柱
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
活
動
に
関
わ
る
建
築
で
あ
り
、
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
に
は
木
造
に
よ
る
比
較
的
小
規
模
な
建
築
も
少
な
く
な
い
が
、
初

期
に
お
け
る
煉
瓦
造
の
建
築
と
一
九
二
〇
年
代
中
期
以
降
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る

建
築
に
特
色
を
発
揮
し
た
。
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
そ
う
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建

築
に
お
い
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活
用
し
た
初
期
の
作
例
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
も

の
と
い
え
る
。

■　

沿
革

本
教
会
の
年
史
に
は
『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中
央
教
会
五
十
年
略
史
』（
昭
和
十
一
（
一

九
三
六
）
年
、
以
下
『
五
十
年
史
』
と
記
す
）、
お
よ
び
『
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
80

年
の
歩
み
』（
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
、
以
下
『
80
年
史
』
と
記
す
）
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
教
会
堂
建
築
の
沿
革
を
辿
る
こ
と
と
す
る
。

本
教
会
の
創
立
は
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
（
南
美
似
教
会
）
派
遣
の
宣
教
師
ラ
ン
バ
ス

父
子
に
よ
り
、
主
と
し
て
子
息
の
W
．R
．ラ
ン
バ
ス
の
支
援
と
砂
本
貞
吉
の
活
動
に
よ
り
明
治

二
〇（
一
八
八
七
）
年
に
市
内
西
大
工
町
（
現
榎
町
）
の
民
家
に
お
け
る
集
会
に
由
来
す
る
。

こ
の
集
会
は
同
時
に
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
よ
る
広
島
女
学
院
の
創
立
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
な
っ
た
。

本
教
会
は
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
至
り
、
紙
屋
町
一
二
〇
番
地
に
最
初
の
教
会
堂

建
築
を
建
て
て
移
転
し
、
さ
ら
に
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
は
二
代
目
の
教
会
堂
建
築
を

工
事
請
負
工
藤
久
太
郎
に
よ
り
、
初
代
教
会
堂
の
近
在
に
煉
瓦
造
に
よ
る
会
堂
を
新
築
し
移

転
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
更
な
る
教
会
の
建
築
移
転
が
課
題

と
さ
れ
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
新
た
な
土
地
と
し
て
上
流
川
町
八
番
地
（
源
太
堀

角 

現
鉄
砲
町
）
四
〇
七
坪
七
合
八
勺
が
取
得
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）

年
九
月
に
第
三
代
の
教
会
堂
と
な
る
建
築
設
計
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
と
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
状
況
に
つ
い
て
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

九
月
八
日
会
堂
建
築
実
行
委
員
会
を
開
き
建
築
請
負
業
藤
田
組
主
藤
田
一
郎
氏
も

出
席
し
て
、
こ
こ
に
工
事
請
負
に
関
し
協
議
折
衝
の
後
、
藤
田
組
を
し
て
請
け
負
わ

せ
る
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
得
て
契
約
を
領
す
。
翌
九
日
近
江
八
幡
ボ
ー
リ
ス
建
築

会
社
主
監
ボ
ー
リ
ス
及
び
技
師
村
田
幸
一
郎
氏
来
広
し
、
藤
田
組
技
師
と
共
に
実
地

縄
張
り
を
為
し
、
直
ち
に
基
礎
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
記
録
（
設
計
作
品
リ
ス
ト
）
に
よ
る
と
、大
正
十
四
（
一

九
二
五
）
年
九
月
の
日
付
に
て “H

iroshim
a M

eth.Ch. for M
r.Stew

art” 

と
あ
り
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
こ
の
計
画
に
際
し
て
大
正
十
四
年
九
月
よ
り
対
応
し
、
同
年
暮
れ
に
は
現
在

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
基
本
設
計
図
面
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
『
五
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
二
月
二
六
日
に
定
礎
式
、
六
月
十
九
日
に
上
棟
式
、
そ
し
て
十
二
月
三
日
に
工
事
竣
成
し

日
曜
学
校
ホ
ー
ル
に
て
感
謝
会
が
開
催
さ
れ
た
。
年
が
改
ま
り
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一

月
十
五
日
に
新
築
の
教
会
堂
に
お
い
て
献
堂
式
が
挙
行
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

以
来
、当
市
に
お
い
て
は
私
立
広
島
女
学
校
（
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
よ
り
広
島
女
学
院
）

の
発
展
と
共
に
教
会
活
動
も
進
展
し
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
は
本
教
会
及
び
広
島

女
学
院
共
に
盛
大
な
る
創
立
五
十
周
年
記
念
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
や
が
て
戦
時
下
を
歩
み
、

昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
八
月
六
日
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
よ
り
被
災
。
竣
工
よ
り
十
七
年

を
経
た
教
会
堂
は
焼
失
し
、
半
ば
崩
壊
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
体
の
み
が
残
留
す
る

甚
大
な
る
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
翌
年
春
よ
り
、
そ
の
跡
地
に
お
い
て
教
会
堂
の
礼
拝
が

再
開
さ
れ
、
間
も
な
く
屋
根
の
復
旧
が
為
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）

年
に
は
当
地
に
お
い
て
牧
師
館
の
新
築
、
並
び
に
教
会
堂
床
、
窓
が
修
復
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
は
焼
失
し
た
教
育
館
（
一
六
八
坪
）
が
新
築
さ
れ
、
つ
づ
い
て

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
は
当
初
の
建
築
工
事
を
担
当
し
た
藤
田
組
に
よ
る
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
、
教
育
館
と
並
び
建
つ
教
会
堂
が
蘇
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
春
に
は
、
創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

『
80
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
戦
後
期
に
お
け
る
復
旧
と
教
会
活
動
の
記
録
が
、

写
真
と
共
に
収
め
ら
れ
て
お
り
当
市
に
お
い
て
も
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

■　

建
築
の
概
要

上
流
川
町
に
お
け
る
第
三
次
の
本
教
会
堂
は
、
関
係
者
の
間
で
は
周
知
の
よ
う
に
当
敷
地

は
東
及
び
北
側
の
二
面
が
道
路
に
面
す
る
角
地
に
あ
り
、
西
側
奥
行
き
の
深
い
L
字
型
の
敷

地
に
在
っ
た
。
そ
の
東
寄
り
に
教
会
堂
を
置
き
、
背
後
に
接
し
て
西
寄
り
に
日
曜
学
校
の
棟

を
連
ね
る
二
棟
か
ら
な
る
建
築
で
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
は
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
は
次
の

よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
に
て
古
代
ゴ
シ
ッ
ク
式
を
加
味
し
教
会
堂
と
し

て
最
も
相
応
し
き
古
雅
な
も
の
で
あ
る
。
講
堂
の
幅
員
は
約
五
十
余
坪
に
し
て
裕
に

五
百
人
を
容
る
ヽ
座
席
を
備
へ
、
講
壇
及
び
玄
関
横
に
各
一
室
を
設
く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
は
百
五
十
人
を
容
る
る
こ
と
を
得
。

別
棟
の
日
曜
学
校
建
物
は
階
下
は
双
子
室
四
室
、す
な
わ
ち
小
八
教
室
、幼
稚
園
室
、

教
師
室
及
び
事
務
室
を
備
え
階
上
の
講
堂
（
幅
員
約
四
十
余
坪
）
に
は
映
画
幻
燈
等

を
使
用
し
得
べ
き
設
備
を
為
し
、
其
傍
に
社
交
室
、
割
烹
室
、
休
憩
室
等
を
設
け
、

地
下
に
は
ボ
イ
ル
を
設
備
し
て
会
堂
及
び
本
館
の
ヒ
ー
ト
を
通
ず
。
こ
の
建
物
は
将

来
日
曜
学
校
事
業
が
、
教
会
の
堅
固
な
る
基
礎
た
る
べ
き
大
な
る
重
要
性
あ
る
に
鑑

み
、
敷
地
及
び
財
力
の
許
す
限
り
に
お
い
て
委
員
等
が
特
に
多
大
の
注
意
を
払
っ
た

も
の
で
あ
る
。‥

‥

こ
う
し
た
文
書
記
録
に
加
え

て
、
今
回
確
認
さ
れ
て
い
る

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
設

計
図
面
、
そ
し
て
年
史
に
収
録

さ
れ
て
い
る
古
写
真
等
の
記
録

が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
資
料
に
よ
っ
て
分
か
る
建
築

内
容
を
改
め
て
概
観
し
て
お
き

た
い
。

教
会
堂
の
建
築
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
、
外
観
は
擬
石
仕
上
げ
に

よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
、
ス
レ
ー
ト
葺

屋
根
の
建
築
で
、
東
を
正
面
と
し
て

玄
関
を
設
け
、
そ
の
脇
に
四
層
で
高

さ
二
〇
数
メ
ー
ト
ル
の
塔
を
配
置
し

て
い
た
。
間
口
約
十
三
メ
ー
ト
ル
、

東
西
の
奥
行
き
約
二
四
メ
ー
ト
ル
、

建
坪
三
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
五

坪
）
の
建
築
で
、
礼
拝
堂
は
一
、
二

階
席
を
合
わ
せ
て
一
五
〇
席
を
有
す
る

規
模
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ

て
、
玄
関
上
部
に
大
き
な
尖
り
ア
ー
チ

（
ラ
ン
セ
ッ
ト
・
ア
ー
チ
）
窓
を
置
き
、

塔
屋
に
は
二
連
の
長
大
な
ア
ー
チ
窓
、

中
世
の
城
壁
風
パ
ラ
ペ
ッ
ト
意
匠
、
尖

り
屋
根
な
ど
、
石
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を

範
と
し
た
意
匠
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

礼
拝
堂
正
面
は
半
円
形
の
プ
ロ
セ
ニ
ア

ム
ア
ー
チ
で
区
画
さ
れ
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト

教
会
の
形
式
に
従
っ
た
講
壇
を
設
け
、

南
北
壁
面
に
は
二
連
の
ア
ー
チ
窓
で
構

成
さ
れ
た
幅
六
尺
の
大
き
な
四
対
の
尖

り
ア
ー
チ
窓
が
並
び
、
背
面
の
二
階
席

ギ
ャ
ラ
リ
ー
上
部
に
は
外
観
正
面
上
部
に
置
か
れ
て
い
た
尖
頂
ア
ー
チ
の
飾
り
窓
が
開
か
れ

て
い
た
。
そ
し
て
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
小
屋
組
み
架
構
と
し
て
三
連
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー

ム
・
ト
ラ
ス
を
架
け
た
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
（
化
粧
屋
根
裏
）
の
構
成
で
、
ア
ー
チ
状
の
曲

が
り
梁
、
接
合
部
の
装
飾
的
意
匠
、
四
つ
の
屋
根
窓
な
ど
あ
り
、
鉄
部
材
で
補
強
さ
れ
た
特

色
の
あ
る
洋
式
木
造
ト
ラ
ス
の
構
造
で
あ
っ
た
。

日
曜
学
校
の
棟
は
教
会
堂
の
西
面
に
接
し
て
建
つ
木
造
二
階
建
て
、
一
部
に
地
階
を
設
け

た
建
築
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
教
会
堂
に
従
っ
て
擬
石
仕
上
げ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
と
る
が
、
側
壁
は
モ
ル
タ

ル
塗
り
壁
、
ス
レ
ー
ト
葺
屋
根
で
、
西
面
に
は
屋
根
よ
り
高
く
煙
突
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
。

南
の
源
太
堀
通
り
に
面
し
て
玄
関
を
構
え
、
間
口
約
十
一
メ
ー
ト
ル
、
東
西
の
奥
行
き
約
二

七
メ
ー
ト
ル
、
建
坪
三
〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
二
坪
）
の
規
模
で
あ
っ
た
。

諸
室
の
用
途
は
『
五
十
年
史
』
に
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
玄
関
か
ら
館
内
を
歩
く
よ

う
に
見
て
み
よ
う
。
玄
関
に
つ
づ
い
て
、
奥
行
き
の
深
い
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
正
面
が
事

務
室
、
西
側
に
は
「
幼
稚
園
・Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
と
記
さ
れ
た
十
五
坪
ほ
ど
の
広
間
が
あ
っ
た
。
こ

の
広
間
に
は
立
派
な
暖
炉
や
書
棚
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
階
の
講
堂
と
並
ぶ
多
用
途

の
中
心
的
な
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ホ
ー
ル
か
ら
南
に
廊
下
が
伸
び
、
四
つ
の
教
室
（
各

二
室
に
分
け
ら
れ
る
）
等
が
並
ん
で
い
た
。
二
階
に
は
階
段
に
続
く
ホ
ー
ル
と
、
演
壇
を
備

え
た
講
堂
、
社
交
室
等
が
あ
っ
た
。
講
堂
背
後
（
北
面
）
は
間
仕
切
り
折
れ
戸
で
、
そ
れ
を

開
く
と
一
室
空
間
と
な
り
三
〇
〇
人
（capacity 300 

と
記
さ
れ
て
い
る
）
を
想
定
し
た
広

さ
で
あ
っ
た
。
講
堂
の
天
井
は
大
き
な
ヴ
ォ
ー
ル
ト
（
カ
マ
ボ
コ
型
）
で
側
壁
よ
り
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
で
支
持
さ
れ
、
天
井
裏
に
納
め
た
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
の
小
屋
組
み
に
よ
っ
て
幅
十

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
（
三
七
・
五
尺
と
あ
り
、
礼
拝
堂
の
三
六
尺
よ
り
長
い
）
あ
る
梁
間
を
構

成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

■　

建
築
的
特
色　

―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
教
会
堂
建
築
と
し
て―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
設
計
作
品

と
し
て
、
戦
前
期
に
お
い
て
お
よ
そ
一
四
〇
棟
の
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
を
設
計
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
数
例
は
『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
作
品
集
』（
城
南
書
院
、
一
九
三
七
年
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
大
阪
基
督
教
会
（
一
九
二
一
年
竣
工
）、
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
（
一
九
二
八
年
竣

工
）、
博
愛
社
礼
拝
堂
（
一
九
三
五
年
竣
工
）
な
ど
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
代
表
作
品
に
数
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
数
多

く
の
住
宅
建
築
と
と
も
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
活
動
の
主
た
る
部
分
を
な
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
誌“The O

m
i 

M
ustard‐

Seed”

（
一
九
二
八
年
二
月
号
）
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
し
て
取
り
あ
げ
て
お
り
、

一
月
十
五
日
の
献
堂
式
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
じ
め
村
田

幸
一
郎
、
仲
間
氏
ら
が
出
席
し
た
こ
と
な
ど
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
興
味

深
い
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
拙
訳
に
て
そ
の
概
要
を
こ
こ
に
記
す
。

‥
‥

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
新
し
い
教
会
堂
で
あ
り
、
そ
れ
は

日
本
の
教
会
堂
に
お
い
て
、
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
質
と
完
成
度
を
備
え
て

い
る
。
別
棟
で
あ
る
が
つ
な
が
っ
て
い
る
日
曜
学
校
と
社
会
活
動
の
た
め
の
別
棟
が

あ
り
、
教
室
、
談
話
室
、
講
堂
、
台
所
、
そ
し
て
管
理
人
室
が
あ
り
、
全
て
に
ス
チ
ー

ム
暖
房
な
ど
近
代
的
設
備
を
備
え
て
い
る
。
講
堂
は
堂
々
と
し
教
会
的
雰
囲
気
を
も

つ
も
の
で
日
本
の
教
会
施
設
と
し
て
は
希
な
も
の
で
あ
ろ
う
。‥

‥

構
造
、
意
匠
共
に
充
実
し
た
内
容
の
教
会
堂
と
設
備
の
整
っ
た
日
曜
学
校
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
「
日
本
の
教
会
堂
に
お
け
る
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
い
う
言
葉
で
、
模
範
的
作

品
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
戦
前
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、
先
述
し
た

よ
う
に
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
仕
事
と
し
て
約
一
四

〇
棟
を
数
え
ら
れ
て
い
る
。
膨
大
な
数
と
い
え
る
が
そ
の
過
半
は
割
合
小
規
模
な
木
造
に
よ

る
建
築
で
あ
り
、
初
期
に
お
い
て
は
煉
瓦
造
建
築
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
教
会
堂
と
並
ぶ
規

模
を
有
す
る
主
な
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
建
築
と
し
て
、十
件
の
教
会
堂
建
築
の
概
要
（
教
会
名
、

設
計
年
、
主
構
造
、
外
観
様
式
、
ト
ラ
ス
小
屋
組
構
造
）
を
こ
こ
に
挙
げ
て
み
た
。

一　

洛
陽
教
会　

一
九
一
二
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

二　

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
京
都
教
会
（
京
都
御
幸
町
教
会
）　

一
九
一
三
年
／
煉
瓦
造
／
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

三　

明
治
学
院
礼
拝
堂　

一
九
一
五
年
／
煉
瓦
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス

四　

大
阪
基
督
教
会
（
大
阪
教
会
）
一
九
一
八
年
設
計
、
一
九
二
一
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
併
用
煉
瓦
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

五　

救
世
軍
本
営
（
東
京
）　

一
九
一
九
年
／
煉
瓦
造

六　

豊
岡
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会　

一
九
二
一
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・

ト
ラ
ス

七　

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
　
一
九
二
六
年
設
計
、
一
九
二
七
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

八　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会　

一
九
二
七
年
設
計
、
一
九
二
九
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

九　

京
都
復
活
教
会　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン

マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

十　

博
愛
社
礼
拝
堂　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

こ
う
し
た
作
例
に
見
る
よ
う
に
煉
瓦
造
建
築
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
へ
の
移
行
、
そ

し
て
伝
統
的
様
式
に
よ
る
教
会
堂
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
が
優
勢
で
あ
り
、
小
屋
組
み
ト
ラ
ス

を
表
す
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
の
礼
拝
堂
と
す
る
場
合
に
は
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
の
活

用
の
多
い
こ
と
が
凡
そ
の
傾
向
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
設
計

さ
れ
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
堂
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大
震
災
後
の
耐

震
化
構
造
へ
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
教
会
堂
建
築
の
初
期
に
お

け
る
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
階
段
の
造
作
、
礼
拝
堂
の
窓
建
具
な
ど
木
材
が
多
用
さ

れ
て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
と
は
い
え
、
礼
拝
堂
内
は
オ
ー
ク
の
床
板
、
オ
ー
ク
材
（
？
）

の
腰
板
張
り
、
木
製
に
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
意
匠
の
ア
ー
チ
窓
な
ど
に
よ
り
、
伝
統
的
表
現
を

よ
く
留
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
雰
囲
気
を
現
存
す
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
で
探
す

と
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
建
て
ら
れ
た
明
治
学
院
礼
拝
堂
が
類
例
と
い
え
よ
う
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
つ
づ
く
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
の
設
計
に
よ
る
神
戸
ユ
ニ
オ

ン
教
会
の
建
築
は
構
造
、
意
匠
に
お
い
て
類
似
性
が
あ
る
が
、
構
造
及
び
材
質
の
近
代
化
が

図
ら
れ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ス
テ
ィ
ー
ル
・
サ
ッ
シ
の
積
極
的
な
活
用
へ
と
向
か
っ
て
い

る
。と

こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
の
設
計
に
つ
い
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
観
が
述
べ
ら
れ

た
も
の
に
次
の
二
編
が
あ
る
。

一　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ（
吉
田
悦
蔵
訳
）「
現
代
日
本
に
於
け
る
基
督
教
教
会
建
築
に
就
い
て
」『
湖

畔
之
声
』（
大
正
十
三
年
九
月
）

二　

豊
田
清
次
(5)
「
教
会
建
築
六
十
」『
湖
畔
之
声
』（
昭
和
六
年
十
一
月
）

共
に
『
湖
畔
之
声
』
誌
の
読
者
、
即
ち
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
係
者
に
向
け
た
も
の
で
、
当

時
に
お
け
る
教
会
活
動
の
傾
向
、
教
会
建
築
の
機
能
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い

も
の
で
あ
る
。

そ
の
要
点
を
次
に
記
す
と
、
前
稿
で
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
「
欧
米
の
教
会
堂
に
劣
ら
な
い
姿
を

も
っ
て
い
る
も
の
」
と
し
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
っ
た
「
大
阪
基
督
教
会
」（
一

九
二
二
年
、大
阪
）
と
と
も
に
、「
聖
光
会
教
会
堂
」（
川
口
基
督
教
会
、W
．ウ
ィ
ル
ソ
ン
設
計
、

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
大
阪
）、「
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」（
神
戸
栄
光
教
会
、
曾

禰
中
条
建
築
事
務
所
設
計
、
一
九
二
三
年
、
神
戸)

の
三
例
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
意
匠
、

構
造
が
適
切
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

‥
‥

日
曜
学
校
や
社
会
事
業
の
為
、
又
は
現
代
教
会
と
し
て
の
、
活
動
的
方
面
の

い
ろ
い
ろ
の
部
門
に
対
し
て
非
常
に
よ
く
、
設
備
が
行
届
い
て
居
る
も
の
が
出
来
て

来
ま
し
た
。
大
阪
基
督
教
会
や
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
如
き
は
そ
の
第
一
階

が
全
部
日
曜
学
校
事
業
の
た
め
に
提
供
さ
れ
て
居
ま
す
、
そ
し
て
教
会
の
礼
拝
堂
の

後
部
に
於
て
は
各
階
に
亘
り
い
ろ
い
ろ
の
部
室
が
備
わ
っ
て
居
ま
す
。‥

‥

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
教
会
堂
に
付
設
さ
れ
た
設
備
の
充
実
度
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
の
豊
田
稿
は
、「
我
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
は
過
去
二
十
有
余
年
間
に
六
十
有
箇
所

の
教
会
堂
建
物
を
完
成
し
て
参
り
ま
し
た
。」
と
い
う
実
績
か
ら
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
前
稿
と

同
様
、
教
会
建
築
の
機
能
、
構
造
、
美
の
表
現
に
つ
い
て
建
築
設
計
の
要
点
を
述
べ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
機
能
へ
の
対
応
と
美
の
表
現
に
つ
い
て
の
次
の
指
摘
が
注
目
さ

れ
る
。

教
会
は
教
会
ら
し
く
、
宗
教
的
を
本
意
と
す
る
基
督
教
会
館
は
其
精
神
を
失
は
な

い
程
度
に
、
美
の
表
現
を
建
物
に
明
瞭
に
表
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 ‥

‥
‥

其
表

現
の
爲
に
宗
教
的
装
飾
を
、
複
雑
な
ら
ぬ
様
に
施
さ
ね
ば
な
ら
ん
の
で
あ
り
ま
す
。

‥
‥

つ
ま
り
、キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、会
堂
で
の
礼
拝
を
主
と
す
る
宗
教
的
行
事
に
止
ま
ら
ず
、

種
々
の
キ
リ
ス
ト
教
活
動
に
対
応
す
る
多
様
化
の
充
実
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
活
動
に
よ
り
琵
琶
湖
沿
岸
の
町
々
に
設
立
さ

れ
た
「
基
督
教
会
館
」
は
教
会
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
を
融
合
し
た
性
格
を
も
っ
た
施
設
で
あ
り
、 

W
．M
．ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
窺
え
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
設
計
活
動

の
盛
期
と
見
ら
れ
る
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
教
会
堂
建
築
に
お
い
て
は
充
実
し
た

講
堂
を
備
え
た
日
曜
学
校
棟
を
併
設
し
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
構
成
に
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の

教
会
建
築
に
お
け
る
特
色
が
鮮
明
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

■　

比
較
さ
れ
る
類
例

１　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
移
転
地
と
し
て
神
戸
市
中
央
区
生
田
町
の
地
を
入
手
し
た
の
は
、

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
工
事
の
進
む
年
の
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
で
、
間
も
な
く

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
そ
の
設
計
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
に
着
工
さ
れ
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
六
月
に
竣
工
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

建
物
で
、
西
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
中
央
辺
り
に
玄
関
を
開
き
そ
の
北
側
に
教
会
堂
、
南

側
に
付
属
棟
が
あ
り
、
幼
稚
園
と
牧
師

館
を
収
め
て
い
た
。
教
会
堂
は
礼
拝
堂

を
二
階
に
置
き
、
一
階
を
日
曜
学
校
施

設
と
し
、
集
会
室
及
び
教
室
等
、
そ
し

て
礼
拝
堂
に
導
く
階
段
を
配
置
し
て
い

た
。つ

ま
り
、こ
の
教
会
堂
建
築
は
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
に
よ
る
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に

続
い
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、
建
築
様
式
、

意
匠
、
そ
し
て
日
曜
学
校
施
設
等
の
計

画
性
に
お
い
て
類
似
点
が
多
く
、
か
つ

共
に
優
れ
た
質
を
備
え
た
教
会
建
築
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
意
匠
に
お
い
て
は
教

会
堂
正
面
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
ト

レ
ー
サ
リ
ー
（
装
飾
）
を
も
つ
尖
頂
ア
ー

チ
、
塔
上
部
の
二
連
の
窓
や
パ
ラ
ペ
ッ

ト
の
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
小
屋
組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
な
ど
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス

ト
教
会
と
ほ
ぼ
同
種
の
意
匠
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
活

用
で
は
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
付
属
屋
を
含
め
て
一
層
進
ん
で
お
り
、
窓
建
具
は
ス
テ
ィ
ー

ル
・
サ
ッ
シ
ュ
窓
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
建
築
に
よ
り
、
昭
和
初
期
の
教
会
堂
建
築

に
お
け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
及
び
意
匠
に
わ
た
る
導
入
状
況
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

本
教
会
堂
は
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
六
月
の
戦
火
で
焼
失
し
た
が
、
戦
後
に
復
旧
を
目

指
し
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
至
っ
て
屋
根
を
再
建
し
て
い
る
が
、
当
初
の
ト
ラ
ス

に
替
え
て
幾
分
シ
ン
プ
ル
な
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

後
年
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
教
会
が
移
転
の
後
、
兵
庫
県
南
部
震
災
を
受
け
た
が

耐
え
て
残
り
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
よ
り
ベ
ー
カ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
生
活

用
さ
れ
て
い
る
。

２　

京
都
復
活
教
会

本
教
会
は
日
本
聖
公
会
の
伝
道
に
よ
り
開
か
れ
た
も
の
で
、
京
都
市
北
区
紫
野
の
敷
地
を

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
得
て
、
間
も
な
く
木
造
の
仮
建
築
で
教
会
堂
と
幼
稚
園
を
建
て

活
動
し
た
。
そ
の
活
動
は
進
展
し
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
は
語
学
学
校
が
開
か
れ
、

復
活
学
園
と
称
さ
れ
た
。
そ
の
頃
に
新
た
な
建
築
計
画
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
り

作
成
さ
れ
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
着
工
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
十
月
に
竣
工

し
た
も
の
で
あ
る
。

北
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
北
西
角
に
玄
関
ホ
ー
ル
を
収
め
た
塔
（
ピ
ー
ス
・
タ
ワ
ー
と

称
さ
れ
て
い
る
）、
西
側
に
教
会
堂
、
ホ
ー
ル
に
接
続
し
て
北
側
に
園
舎
が
Ｌ
字
型
に
置
か
れ

て
い
る
。
塔
及
び
教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
礼
拝
堂
は
平
屋
で
あ
る
が
塔
は
三

階
建
て
と
な
っ
て
い
る
。
教
会
堂
の
規
模
は
幅
二
四
・
三
尺
と
や
や
小
規
模
で
あ
り
、
小
屋

組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
は
幾
分
簡
素
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
園
舎
は

木
造
二
階
建
て
、
東
側
に
は
大
き
な
講
堂
兼
幼
稚
園
遊
戯
室
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

本
教
会
は
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
比
べ
て
、
建
築
年
に
お
い
て
は
数
年
下
る
も
の
で

あ
る
が
、
先
の
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
と
同
様
に
、
建
築
の
計
画
性
な
ど
類
似
点
の
多
い
も
の

な
の
で
あ
る
。
ま
た
復
活
学
園
と
し
て
昭
和
初
期
に
行
わ
れ
た
語
学
学
校
、
健
康
相
談
な
ど

も
注
目
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
活
動
は
戦
時
下
に
お
い
て
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
現
在
に
お
い
て
も
地
域
に
根
ざ
す
教
会
の
特
色
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
京
都
に

在
る
復
活
教
会
と
幼
稚
園
は
戦
火
を
免
れ

た
こ
と
で
、
現
在
も
当
初
の
建
築
を
良
く

維
持
活
用
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
貴

重
な
建
築
で
あ
り
、
教
会
堂
で
は
昭
和
初

期
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
の
表
現
と
し
て
、
ま
た
園
舎

で
は
木
構
造
及
び
木
製
の
建
具
、
階
段
な

ど
柔
ら
か
い
表
情
を
見
せ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
建
築
の
特
色
を
今
に
伝
え
る
歴
史
的
建

築
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

＊

こ
う
し
た
類
例
に
よ
り
、
広
島
メ
ソ
ヂ

ス
ト
教
会
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
昭
和
初

期
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
け
る
先
取
的
作
例

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
り
、
そ

の
設
計
に
お
け
る
特
色
は
残
さ
れ
た
建
築

図
面
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
理
解
さ
れ
記

録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

■　

建
築
設
計
図
面
よ
り

現
存
す
る
主
要
図
面
五
三
枚
に
は
縮
尺

１
／
50
の
基
本
設
計
図
面
と
縮
尺
１
／
20
、
１
／
10
、
１
／
１
等
の
詳
細
設
計
図
、
数
枚
の

構
造
設
計
図
面
が
あ
り
、
主
な
る
図
面
に
は
図
面
番
号
（
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
・
ナ
ン
バ
ー
）
が

付
さ
れ
て
い
る
。（
そ
の
番
号
の
欠
番
よ
り
、
数
枚
の
欠
落
図
面
の
あ
る
こ
と
も
分
か
る
）

基
本
設
計
図
面
は
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
に
よ
る
も
の
で
、
建
築
全
体
の
概
要
が
分

か
る
。
そ
し
て
種
々
の
詳
細
設
計
図
面
に
よ
り
意
匠
及
び
仕
様
の
細
部
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
図
面
に
お
け
る
記
録
よ
り
、
本
建
築
の
意
匠
設
計
上
の
特
色
と
し
て
次
の
三
点
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。

一　

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ
て
、
細
部
意
匠
の
例
え
ば
、
木
製
飾
り
窓
ト
レ
ー
サ
リ
ー
（
刳

形
透
か
し
）、
外
観
に
お
け
る
モ
ル
タ
ル
セ
メ
ン
ト
洗
い
出
し
仕
上
げ
に
よ
る
刳
形
意

匠
、木
製
ト
ラ
ス
部
材
端
部
の
装
飾
な
ど
、入
念
で
上
質
な
設
計
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二　

構
造
躯
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木
材
に
よ
る
造
作
及
び
建
具
に
加
え
て
、
補
強

鉄
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ス
補
強
金
物
、
塔
小
屋
組
の
補
強

金
物
、
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
床
支
持
柱
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
鉄
パ
イ
プ
柱
補
強
な
ど
が

あ
る
。

三　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
設
計
に
お
け
る
建
物
活
用
上
の
工
夫
と
質
を
保
持

す
る
た
め
の
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
二
階
床
下
に
お
け
る
遮
音
床

仕
様
、
窓
下
に
収
め
ら
れ
た
腰
掛
及
び
収
納
設
備
。
階
段
下
部
に
収
め
ら
れ
た
靴
箱
。

サ
ニ
タ
リ
ー
・
コ
ー
ナ
ー
と
い
わ
れ
る
幅
木
下
段
の
湾
曲
面
、
壁
面
に
つ
け
ら
れ
る

ピ
ク
チ
ャ
ー
・
レ
ー
ル
、
チ
ェ
ア
ー
・
レ
ー
ル
の
設
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

図
面
に
は
道
路
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
た
門
塀
の
図
も
あ
る
。
低
い
煉
瓦
積
み
腰
壁
上
部
に

は
瀟
洒
な
鉄
柵
を
付
す
も
の
で
あ
り
、
教
会
正
面
と
、
日
曜
学
校
正
面
に
は
門
扉
を
建
て
て

い
た
。
夫
々
の
門
柱
上
部
に
設
置
さ
れ
た
灯
具
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
図
面
が
あ
り
色
鉛
筆
に
よ

る
彩
色
画
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
色
彩
に
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
暮
れ
に
竣
工
し
た
当

時
の
教
会
堂
の
イ
メ
ー
ジ
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
図
面
か
ら
読
み
取
れ
る

内
容
は
真
に
多
い
の
で
あ
る
。
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日
本
メ
ソ
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中
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政　

昭
（
大
阪
芸
術
大
学
教
授
）



■　

は
じ
め
に

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
（
近
江
八
幡
）
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中

央
教
会
、
す
な
わ
ち
現
在
の
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
の
前
身
に
当
た
る
教
会
堂
建
築

に
関
す
る
鮮
明
な
複
写
図
面
五
三
枚
が
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
四
月
に
図
面
の
所
有

者
で
あ
る
一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
広
島
市
公
文
書
館
に
所
与
さ
れ
収
め
ら
れ

て
い
る
。建
築
図
面
の
タ
イ
ト
ル
は “H

IRO
SH

IM
A M

ETH
O

D
IST CH

U
RCH

”

と
あ
り
、

こ
こ
で
は
「
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」
と
記
す
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
ら
は
当
市
に
お
い
て
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
建
て
ら
れ
、
原
爆
に
よ
る
被
災
焼
失
と
い
う
危
機
を
経
て
、
戦
後

数
回
に
わ
た
っ
て
修
復
と
復
興
を
果
た
し
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
ま
で
上
流
川
町
八

番
地
に
所
在
し
た
流
川
教
会
の
建
築
を
伝
え
て
い
る
主
要
図
面
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
古
図
面
原
図
は
、
か
つ
て
近
江
兄
弟
社
（
近
江
八
幡
市
）
に
伝
わ
っ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
昭
和
五
〇（
一
九
七
五
）
年
に
調
査
及
び
史
料
と
し
て
保
管
の
た
め
大
阪
芸
術
大

学
に
移
さ
れ
、
近
年
は
大
阪
芸
術
大
学
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ（W

illiam
 M

errel Vories, 

一
八
八
〇
〜
一
九
六
四
）

は
、
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
レ
ブ
ン
ワ
ー
ス
に
生
ま
れ
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
哲
学
を
学
び
卒
業
後
、

キ
リ
ス
ト
教
の
海
外
伝
道
を
志
し
つ
つ
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
滋
賀
県
立
商
業
学
校

英
語
教
師
と
し
て
来
日
。
そ
の
後
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
建
築
設
計
監
督
事
務
所
、

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
設
立
し
、
米
国
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
連
す
る
建
築
設
計
を
中
心
と
し
た
事
業
を
始
め
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
伝
道

活
動
の
た
め
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
近
江
兄
弟
社
）
を
起
こ
し
、

建
築
と
伝
道
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
近
江
八
幡
を
拠
点
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
伝

道
で
は
琵
琶
湖
を
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
行
く
湖
畔
の
伝
道
が
注
目
さ
れ
る
が
、
建
築
設
計
活

動
は
全
国
へ
と
広
が
り
、大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
を
設
立
し
、

キ
リ
ス
ト
教
会
堂
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
洋
風
住
宅
な
ど
、
多
数
の
設
計
作
品

を
各
地
に
残
し
て
い
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
お
け
る
設
計
件
数
は
約
一
〇
〇
〇
棟
を
数
え
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
建
築
設
計
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
は
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
活
動
の
精
神
的
支

柱
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
活
動
に
関
わ
る
建
築
で
あ
り
、
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
に
は
木
造
に
よ
る
比
較
的
小
規
模
な
建
築
も
少
な
く
な
い
が
、
初

期
に
お
け
る
煉
瓦
造
の
建
築
と
一
九
二
〇
年
代
中
期
以
降
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る

建
築
に
特
色
を
発
揮
し
た
。
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
そ
う
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建

築
に
お
い
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活
用
し
た
初
期
の
作
例
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
も

の
と
い
え
る
。

■　

沿
革

本
教
会
の
年
史
に
は
『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中
央
教
会
五
十
年
略
史
』（
昭
和
十
一
（
一

九
三
六
）
年
、
以
下
『
五
十
年
史
』
と
記
す
）、
お
よ
び
『
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
80

年
の
歩
み
』（
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
、
以
下
『
80
年
史
』
と
記
す
）
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
教
会
堂
建
築
の
沿
革
を
辿
る
こ
と
と
す
る
。

本
教
会
の
創
立
は
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
（
南
美
似
教
会
）
派
遣
の
宣
教
師
ラ
ン
バ
ス

父
子
に
よ
り
、
主
と
し
て
子
息
の
W
．R
．ラ
ン
バ
ス
の
支
援
と
砂
本
貞
吉
の
活
動
に
よ
り
明
治

二
〇（
一
八
八
七
）
年
に
市
内
西
大
工
町
（
現
榎
町
）
の
民
家
に
お
け
る
集
会
に
由
来
す
る
。

こ
の
集
会
は
同
時
に
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
よ
る
広
島
女
学
院
の
創
立
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
な
っ
た
。

本
教
会
は
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
至
り
、
紙
屋
町
一
二
〇
番
地
に
最
初
の
教
会
堂

建
築
を
建
て
て
移
転
し
、
さ
ら
に
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
は
二
代
目
の
教
会
堂
建
築
を

工
事
請
負
工
藤
久
太
郎
に
よ
り
、
初
代
教
会
堂
の
近
在
に
煉
瓦
造
に
よ
る
会
堂
を
新
築
し
移

転
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
更
な
る
教
会
の
建
築
移
転
が
課
題

と
さ
れ
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
新
た
な
土
地
と
し
て
上
流
川
町
八
番
地
（
源
太
堀

角 

現
鉄
砲
町
）
四
〇
七
坪
七
合
八
勺
が
取
得
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）

年
九
月
に
第
三
代
の
教
会
堂
と
な
る
建
築
設
計
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
と
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
状
況
に
つ
い
て
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

九
月
八
日
会
堂
建
築
実
行
委
員
会
を
開
き
建
築
請
負
業
藤
田
組
主
藤
田
一
郎
氏
も

出
席
し
て
、
こ
こ
に
工
事
請
負
に
関
し
協
議
折
衝
の
後
、
藤
田
組
を
し
て
請
け
負
わ

せ
る
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
得
て
契
約
を
領
す
。
翌
九
日
近
江
八
幡
ボ
ー
リ
ス
建
築

会
社
主
監
ボ
ー
リ
ス
及
び
技
師
村
田
幸
一
郎
氏
来
広
し
、
藤
田
組
技
師
と
共
に
実
地

縄
張
り
を
為
し
、
直
ち
に
基
礎
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
記
録
（
設
計
作
品
リ
ス
ト
）
に
よ
る
と
、大
正
十
四
（
一

九
二
五
）
年
九
月
の
日
付
に
て “H

iroshim
a M

eth.Ch. for M
r.Stew

art” 

と
あ
り
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
こ
の
計
画
に
際
し
て
大
正
十
四
年
九
月
よ
り
対
応
し
、
同
年
暮
れ
に
は
現
在

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
基
本
設
計
図
面
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
『
五
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
二
月
二
六
日
に
定
礎
式
、
六
月
十
九
日
に
上
棟
式
、
そ
し
て
十
二
月
三
日
に
工
事
竣
成
し

日
曜
学
校
ホ
ー
ル
に
て
感
謝
会
が
開
催
さ
れ
た
。
年
が
改
ま
り
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一

月
十
五
日
に
新
築
の
教
会
堂
に
お
い
て
献
堂
式
が
挙
行
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

以
来
、当
市
に
お
い
て
は
私
立
広
島
女
学
校
（
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
よ
り
広
島
女
学
院
）

の
発
展
と
共
に
教
会
活
動
も
進
展
し
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
は
本
教
会
及
び
広
島

女
学
院
共
に
盛
大
な
る
創
立
五
十
周
年
記
念
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
や
が
て
戦
時
下
を
歩
み
、

昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
八
月
六
日
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
よ
り
被
災
。
竣
工
よ
り
十
七
年

を
経
た
教
会
堂
は
焼
失
し
、
半
ば
崩
壊
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
体
の
み
が
残
留
す
る

甚
大
な
る
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
翌
年
春
よ
り
、
そ
の
跡
地
に
お
い
て
教
会
堂
の
礼
拝
が

再
開
さ
れ
、
間
も
な
く
屋
根
の
復
旧
が
為
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）

年
に
は
当
地
に
お
い
て
牧
師
館
の
新
築
、
並
び
に
教
会
堂
床
、
窓
が
修
復
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
は
焼
失
し
た
教
育
館
（
一
六
八
坪
）
が
新
築
さ
れ
、
つ
づ
い
て

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
は
当
初
の
建
築
工
事
を
担
当
し
た
藤
田
組
に
よ
る
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
、
教
育
館
と
並
び
建
つ
教
会
堂
が
蘇
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
春
に
は
、
創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

『
80
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
戦
後
期
に
お
け
る
復
旧
と
教
会
活
動
の
記
録
が
、

写
真
と
共
に
収
め
ら
れ
て
お
り
当
市
に
お
い
て
も
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

■　

建
築
の
概
要

上
流
川
町
に
お
け
る
第
三
次
の
本
教
会
堂
は
、
関
係
者
の
間
で
は
周
知
の
よ
う
に
当
敷
地

は
東
及
び
北
側
の
二
面
が
道
路
に
面
す
る
角
地
に
あ
り
、
西
側
奥
行
き
の
深
い
L
字
型
の
敷

地
に
在
っ
た
。
そ
の
東
寄
り
に
教
会
堂
を
置
き
、
背
後
に
接
し
て
西
寄
り
に
日
曜
学
校
の
棟

を
連
ね
る
二
棟
か
ら
な
る
建
築
で
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
は
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
は
次
の

よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
に
て
古
代
ゴ
シ
ッ
ク
式
を
加
味
し
教
会
堂
と
し

て
最
も
相
応
し
き
古
雅
な
も
の
で
あ
る
。
講
堂
の
幅
員
は
約
五
十
余
坪
に
し
て
裕
に

五
百
人
を
容
る
ヽ
座
席
を
備
へ
、
講
壇
及
び
玄
関
横
に
各
一
室
を
設
く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
は
百
五
十
人
を
容
る
る
こ
と
を
得
。

別
棟
の
日
曜
学
校
建
物
は
階
下
は
双
子
室
四
室
、す
な
わ
ち
小
八
教
室
、幼
稚
園
室
、

教
師
室
及
び
事
務
室
を
備
え
階
上
の
講
堂
（
幅
員
約
四
十
余
坪
）
に
は
映
画
幻
燈
等

を
使
用
し
得
べ
き
設
備
を
為
し
、
其
傍
に
社
交
室
、
割
烹
室
、
休
憩
室
等
を
設
け
、

地
下
に
は
ボ
イ
ル
を
設
備
し
て
会
堂
及
び
本
館
の
ヒ
ー
ト
を
通
ず
。
こ
の
建
物
は
将

来
日
曜
学
校
事
業
が
、
教
会
の
堅
固
な
る
基
礎
た
る
べ
き
大
な
る
重
要
性
あ
る
に
鑑

み
、
敷
地
及
び
財
力
の
許
す
限
り
に
お
い
て
委
員
等
が
特
に
多
大
の
注
意
を
払
っ
た

も
の
で
あ
る
。‥

‥

こ
う
し
た
文
書
記
録
に
加
え

て
、
今
回
確
認
さ
れ
て
い
る

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
設

計
図
面
、
そ
し
て
年
史
に
収
録

さ
れ
て
い
る
古
写
真
等
の
記
録

が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
資
料
に
よ
っ
て
分
か
る
建
築

内
容
を
改
め
て
概
観
し
て
お
き

た
い
。

教
会
堂
の
建
築
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
、
外
観
は
擬
石
仕
上
げ
に

よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
、
ス
レ
ー
ト
葺

屋
根
の
建
築
で
、
東
を
正
面
と
し
て

玄
関
を
設
け
、
そ
の
脇
に
四
層
で
高

さ
二
〇
数
メ
ー
ト
ル
の
塔
を
配
置
し

て
い
た
。
間
口
約
十
三
メ
ー
ト
ル
、

東
西
の
奥
行
き
約
二
四
メ
ー
ト
ル
、

建
坪
三
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
五

坪
）
の
建
築
で
、
礼
拝
堂
は
一
、
二

階
席
を
合
わ
せ
て
一
五
〇
席
を
有
す
る

規
模
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ

て
、
玄
関
上
部
に
大
き
な
尖
り
ア
ー
チ

（
ラ
ン
セ
ッ
ト
・
ア
ー
チ
）
窓
を
置
き
、

塔
屋
に
は
二
連
の
長
大
な
ア
ー
チ
窓
、

中
世
の
城
壁
風
パ
ラ
ペ
ッ
ト
意
匠
、
尖

り
屋
根
な
ど
、
石
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を

範
と
し
た
意
匠
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

礼
拝
堂
正
面
は
半
円
形
の
プ
ロ
セ
ニ
ア

ム
ア
ー
チ
で
区
画
さ
れ
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト

教
会
の
形
式
に
従
っ
た
講
壇
を
設
け
、

南
北
壁
面
に
は
二
連
の
ア
ー
チ
窓
で
構

成
さ
れ
た
幅
六
尺
の
大
き
な
四
対
の
尖

り
ア
ー
チ
窓
が
並
び
、
背
面
の
二
階
席

ギ
ャ
ラ
リ
ー
上
部
に
は
外
観
正
面
上
部
に
置
か
れ
て
い
た
尖
頂
ア
ー
チ
の
飾
り
窓
が
開
か
れ

て
い
た
。
そ
し
て
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
小
屋
組
み
架
構
と
し
て
三
連
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー

ム
・
ト
ラ
ス
を
架
け
た
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
（
化
粧
屋
根
裏
）
の
構
成
で
、
ア
ー
チ
状
の
曲

が
り
梁
、
接
合
部
の
装
飾
的
意
匠
、
四
つ
の
屋
根
窓
な
ど
あ
り
、
鉄
部
材
で
補
強
さ
れ
た
特

色
の
あ
る
洋
式
木
造
ト
ラ
ス
の
構
造
で
あ
っ
た
。

日
曜
学
校
の
棟
は
教
会
堂
の
西
面
に
接
し
て
建
つ
木
造
二
階
建
て
、
一
部
に
地
階
を
設
け

た
建
築
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
教
会
堂
に
従
っ
て
擬
石
仕
上
げ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
と
る
が
、
側
壁
は
モ
ル
タ

ル
塗
り
壁
、
ス
レ
ー
ト
葺
屋
根
で
、
西
面
に
は
屋
根
よ
り
高
く
煙
突
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
。

南
の
源
太
堀
通
り
に
面
し
て
玄
関
を
構
え
、
間
口
約
十
一
メ
ー
ト
ル
、
東
西
の
奥
行
き
約
二

七
メ
ー
ト
ル
、
建
坪
三
〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
二
坪
）
の
規
模
で
あ
っ
た
。

諸
室
の
用
途
は
『
五
十
年
史
』
に
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
玄
関
か
ら
館
内
を
歩
く
よ

う
に
見
て
み
よ
う
。
玄
関
に
つ
づ
い
て
、
奥
行
き
の
深
い
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
正
面
が
事

務
室
、
西
側
に
は
「
幼
稚
園
・Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
と
記
さ
れ
た
十
五
坪
ほ
ど
の
広
間
が
あ
っ
た
。
こ

の
広
間
に
は
立
派
な
暖
炉
や
書
棚
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
階
の
講
堂
と
並
ぶ
多
用
途

の
中
心
的
な
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ホ
ー
ル
か
ら
南
に
廊
下
が
伸
び
、
四
つ
の
教
室
（
各

二
室
に
分
け
ら
れ
る
）
等
が
並
ん
で
い
た
。
二
階
に
は
階
段
に
続
く
ホ
ー
ル
と
、
演
壇
を
備

え
た
講
堂
、
社
交
室
等
が
あ
っ
た
。
講
堂
背
後
（
北
面
）
は
間
仕
切
り
折
れ
戸
で
、
そ
れ
を

開
く
と
一
室
空
間
と
な
り
三
〇
〇
人
（capacity 300 

と
記
さ
れ
て
い
る
）
を
想
定
し
た
広

さ
で
あ
っ
た
。
講
堂
の
天
井
は
大
き
な
ヴ
ォ
ー
ル
ト
（
カ
マ
ボ
コ
型
）
で
側
壁
よ
り
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
で
支
持
さ
れ
、
天
井
裏
に
納
め
た
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
の
小
屋
組
み
に
よ
っ
て
幅
十

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
（
三
七
・
五
尺
と
あ
り
、
礼
拝
堂
の
三
六
尺
よ
り
長
い
）
あ
る
梁
間
を
構

成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

■　

建
築
的
特
色　

―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
教
会
堂
建
築
と
し
て―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
設
計
作
品

と
し
て
、
戦
前
期
に
お
い
て
お
よ
そ
一
四
〇
棟
の
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
を
設
計
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
数
例
は
『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
作
品
集
』（
城
南
書
院
、
一
九
三
七
年
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
大
阪
基
督
教
会
（
一
九
二
一
年
竣
工
）、
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
（
一
九
二
八
年
竣

工
）、
博
愛
社
礼
拝
堂
（
一
九
三
五
年
竣
工
）
な
ど
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
代
表
作
品
に
数
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
数
多

く
の
住
宅
建
築
と
と
も
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
活
動
の
主
た
る
部
分
を
な
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
誌“The O

m
i 

M
ustard‐

Seed”

（
一
九
二
八
年
二
月
号
）
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
し
て
取
り
あ
げ
て
お
り
、

一
月
十
五
日
の
献
堂
式
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
じ
め
村
田

幸
一
郎
、
仲
間
氏
ら
が
出
席
し
た
こ
と
な
ど
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
興
味

深
い
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
拙
訳
に
て
そ
の
概
要
を
こ
こ
に
記
す
。

‥
‥

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
新
し
い
教
会
堂
で
あ
り
、
そ
れ
は

日
本
の
教
会
堂
に
お
い
て
、
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
質
と
完
成
度
を
備
え
て

い
る
。
別
棟
で
あ
る
が
つ
な
が
っ
て
い
る
日
曜
学
校
と
社
会
活
動
の
た
め
の
別
棟
が

あ
り
、
教
室
、
談
話
室
、
講
堂
、
台
所
、
そ
し
て
管
理
人
室
が
あ
り
、
全
て
に
ス
チ
ー

ム
暖
房
な
ど
近
代
的
設
備
を
備
え
て
い
る
。
講
堂
は
堂
々
と
し
教
会
的
雰
囲
気
を
も

つ
も
の
で
日
本
の
教
会
施
設
と
し
て
は
希
な
も
の
で
あ
ろ
う
。‥

‥

構
造
、
意
匠
共
に
充
実
し
た
内
容
の
教
会
堂
と
設
備
の
整
っ
た
日
曜
学
校
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
「
日
本
の
教
会
堂
に
お
け
る
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
い
う
言
葉
で
、
模
範
的
作

品
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
戦
前
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、
先
述
し
た

よ
う
に
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
仕
事
と
し
て
約
一
四

〇
棟
を
数
え
ら
れ
て
い
る
。
膨
大
な
数
と
い
え
る
が
そ
の
過
半
は
割
合
小
規
模
な
木
造
に
よ

る
建
築
で
あ
り
、
初
期
に
お
い
て
は
煉
瓦
造
建
築
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
教
会
堂
と
並
ぶ
規

模
を
有
す
る
主
な
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
建
築
と
し
て
、十
件
の
教
会
堂
建
築
の
概
要
（
教
会
名
、

設
計
年
、
主
構
造
、
外
観
様
式
、
ト
ラ
ス
小
屋
組
構
造
）
を
こ
こ
に
挙
げ
て
み
た
。

一　

洛
陽
教
会　

一
九
一
二
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

二　

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
京
都
教
会
（
京
都
御
幸
町
教
会
）　

一
九
一
三
年
／
煉
瓦
造
／
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

三　

明
治
学
院
礼
拝
堂　

一
九
一
五
年
／
煉
瓦
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス

四　

大
阪
基
督
教
会
（
大
阪
教
会
）
一
九
一
八
年
設
計
、
一
九
二
一
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
併
用
煉
瓦
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

五　

救
世
軍
本
営
（
東
京
）　

一
九
一
九
年
／
煉
瓦
造

六　

豊
岡
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会　

一
九
二
一
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・

ト
ラ
ス

七　

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
　
一
九
二
六
年
設
計
、
一
九
二
七
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

八　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会　

一
九
二
七
年
設
計
、
一
九
二
九
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

九　

京
都
復
活
教
会　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン

マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

十　

博
愛
社
礼
拝
堂　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

こ
う
し
た
作
例
に
見
る
よ
う
に
煉
瓦
造
建
築
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
へ
の
移
行
、
そ

し
て
伝
統
的
様
式
に
よ
る
教
会
堂
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
が
優
勢
で
あ
り
、
小
屋
組
み
ト
ラ
ス

を
表
す
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
の
礼
拝
堂
と
す
る
場
合
に
は
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
の
活

用
の
多
い
こ
と
が
凡
そ
の
傾
向
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
設
計

さ
れ
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
堂
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大
震
災
後
の
耐

震
化
構
造
へ
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
教
会
堂
建
築
の
初
期
に
お

け
る
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
階
段
の
造
作
、
礼
拝
堂
の
窓
建
具
な
ど
木
材
が
多
用
さ

れ
て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
と
は
い
え
、
礼
拝
堂
内
は
オ
ー
ク
の
床
板
、
オ
ー
ク
材
（
？
）

の
腰
板
張
り
、
木
製
に
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
意
匠
の
ア
ー
チ
窓
な
ど
に
よ
り
、
伝
統
的
表
現
を

よ
く
留
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
雰
囲
気
を
現
存
す
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
で
探
す

と
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
建
て
ら
れ
た
明
治
学
院
礼
拝
堂
が
類
例
と
い
え
よ
う
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
つ
づ
く
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
の
設
計
に
よ
る
神
戸
ユ
ニ
オ

ン
教
会
の
建
築
は
構
造
、
意
匠
に
お
い
て
類
似
性
が
あ
る
が
、
構
造
及
び
材
質
の
近
代
化
が

図
ら
れ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ス
テ
ィ
ー
ル
・
サ
ッ
シ
の
積
極
的
な
活
用
へ
と
向
か
っ
て
い

る
。と

こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
の
設
計
に
つ
い
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
観
が
述
べ
ら
れ

た
も
の
に
次
の
二
編
が
あ
る
。

一　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ（
吉
田
悦
蔵
訳
）「
現
代
日
本
に
於
け
る
基
督
教
教
会
建
築
に
就
い
て
」『
湖

畔
之
声
』（
大
正
十
三
年
九
月
）

二　

豊
田
清
次
(5)
「
教
会
建
築
六
十
」『
湖
畔
之
声
』（
昭
和
六
年
十
一
月
）

共
に
『
湖
畔
之
声
』
誌
の
読
者
、
即
ち
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
係
者
に
向
け
た
も
の
で
、
当

時
に
お
け
る
教
会
活
動
の
傾
向
、
教
会
建
築
の
機
能
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い

も
の
で
あ
る
。

そ
の
要
点
を
次
に
記
す
と
、
前
稿
で
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
「
欧
米
の
教
会
堂
に
劣
ら
な
い
姿
を

も
っ
て
い
る
も
の
」
と
し
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
っ
た
「
大
阪
基
督
教
会
」（
一

九
二
二
年
、大
阪
）
と
と
も
に
、「
聖
光
会
教
会
堂
」（
川
口
基
督
教
会
、W
．ウ
ィ
ル
ソ
ン
設
計
、

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
大
阪
）、「
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」（
神
戸
栄
光
教
会
、
曾

禰
中
条
建
築
事
務
所
設
計
、
一
九
二
三
年
、
神
戸)

の
三
例
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
意
匠
、

構
造
が
適
切
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

‥
‥

日
曜
学
校
や
社
会
事
業
の
為
、
又
は
現
代
教
会
と
し
て
の
、
活
動
的
方
面
の

い
ろ
い
ろ
の
部
門
に
対
し
て
非
常
に
よ
く
、
設
備
が
行
届
い
て
居
る
も
の
が
出
来
て

来
ま
し
た
。
大
阪
基
督
教
会
や
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
如
き
は
そ
の
第
一
階

が
全
部
日
曜
学
校
事
業
の
た
め
に
提
供
さ
れ
て
居
ま
す
、
そ
し
て
教
会
の
礼
拝
堂
の

後
部
に
於
て
は
各
階
に
亘
り
い
ろ
い
ろ
の
部
室
が
備
わ
っ
て
居
ま
す
。‥

‥

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
教
会
堂
に
付
設
さ
れ
た
設
備
の
充
実
度
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
の
豊
田
稿
は
、「
我
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
は
過
去
二
十
有
余
年
間
に
六
十
有
箇
所

の
教
会
堂
建
物
を
完
成
し
て
参
り
ま
し
た
。」
と
い
う
実
績
か
ら
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
前
稿
と

同
様
、
教
会
建
築
の
機
能
、
構
造
、
美
の
表
現
に
つ
い
て
建
築
設
計
の
要
点
を
述
べ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
機
能
へ
の
対
応
と
美
の
表
現
に
つ
い
て
の
次
の
指
摘
が
注
目
さ

れ
る
。

教
会
は
教
会
ら
し
く
、
宗
教
的
を
本
意
と
す
る
基
督
教
会
館
は
其
精
神
を
失
は
な

い
程
度
に
、
美
の
表
現
を
建
物
に
明
瞭
に
表
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 ‥

‥
‥

其
表

現
の
爲
に
宗
教
的
装
飾
を
、
複
雑
な
ら
ぬ
様
に
施
さ
ね
ば
な
ら
ん
の
で
あ
り
ま
す
。

‥
‥

つ
ま
り
、キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、会
堂
で
の
礼
拝
を
主
と
す
る
宗
教
的
行
事
に
止
ま
ら
ず
、

種
々
の
キ
リ
ス
ト
教
活
動
に
対
応
す
る
多
様
化
の
充
実
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
活
動
に
よ
り
琵
琶
湖
沿
岸
の
町
々
に
設
立
さ

れ
た
「
基
督
教
会
館
」
は
教
会
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
を
融
合
し
た
性
格
を
も
っ
た
施
設
で
あ
り
、 

W
．M
．ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
窺
え
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
設
計
活
動

の
盛
期
と
見
ら
れ
る
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
教
会
堂
建
築
に
お
い
て
は
充
実
し
た

講
堂
を
備
え
た
日
曜
学
校
棟
を
併
設
し
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
構
成
に
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の

教
会
建
築
に
お
け
る
特
色
が
鮮
明
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

■　

比
較
さ
れ
る
類
例

１　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
移
転
地
と
し
て
神
戸
市
中
央
区
生
田
町
の
地
を
入
手
し
た
の
は
、

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
工
事
の
進
む
年
の
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
で
、
間
も
な
く

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
そ
の
設
計
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
に
着
工
さ
れ
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
六
月
に
竣
工
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

建
物
で
、
西
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
中
央
辺
り
に
玄
関
を
開
き
そ
の
北
側
に
教
会
堂
、
南

側
に
付
属
棟
が
あ
り
、
幼
稚
園
と
牧
師

館
を
収
め
て
い
た
。
教
会
堂
は
礼
拝
堂

を
二
階
に
置
き
、
一
階
を
日
曜
学
校
施

設
と
し
、
集
会
室
及
び
教
室
等
、
そ
し

て
礼
拝
堂
に
導
く
階
段
を
配
置
し
て
い

た
。つ

ま
り
、こ
の
教
会
堂
建
築
は
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
に
よ
る
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に

続
い
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、
建
築
様
式
、

意
匠
、
そ
し
て
日
曜
学
校
施
設
等
の
計

画
性
に
お
い
て
類
似
点
が
多
く
、
か
つ

共
に
優
れ
た
質
を
備
え
た
教
会
建
築
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
意
匠
に
お
い
て
は
教

会
堂
正
面
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
ト

レ
ー
サ
リ
ー
（
装
飾
）
を
も
つ
尖
頂
ア
ー

チ
、
塔
上
部
の
二
連
の
窓
や
パ
ラ
ペ
ッ

ト
の
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
小
屋
組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
な
ど
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス

ト
教
会
と
ほ
ぼ
同
種
の
意
匠
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
活

用
で
は
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
付
属
屋
を
含
め
て
一
層
進
ん
で
お
り
、
窓
建
具
は
ス
テ
ィ
ー

ル
・
サ
ッ
シ
ュ
窓
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
建
築
に
よ
り
、
昭
和
初
期
の
教
会
堂
建
築

に
お
け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
及
び
意
匠
に
わ
た
る
導
入
状
況
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

本
教
会
堂
は
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
六
月
の
戦
火
で
焼
失
し
た
が
、
戦
後
に
復
旧
を
目

指
し
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
至
っ
て
屋
根
を
再
建
し
て
い
る
が
、
当
初
の
ト
ラ
ス

に
替
え
て
幾
分
シ
ン
プ
ル
な
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

後
年
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
教
会
が
移
転
の
後
、
兵
庫
県
南
部
震
災
を
受
け
た
が

耐
え
て
残
り
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
よ
り
ベ
ー
カ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
生
活

用
さ
れ
て
い
る
。

２　

京
都
復
活
教
会

本
教
会
は
日
本
聖
公
会
の
伝
道
に
よ
り
開
か
れ
た
も
の
で
、
京
都
市
北
区
紫
野
の
敷
地
を

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
得
て
、
間
も
な
く
木
造
の
仮
建
築
で
教
会
堂
と
幼
稚
園
を
建
て

活
動
し
た
。
そ
の
活
動
は
進
展
し
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
は
語
学
学
校
が
開
か
れ
、

復
活
学
園
と
称
さ
れ
た
。
そ
の
頃
に
新
た
な
建
築
計
画
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
り

作
成
さ
れ
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
着
工
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
十
月
に
竣
工

し
た
も
の
で
あ
る
。

北
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
北
西
角
に
玄
関
ホ
ー
ル
を
収
め
た
塔
（
ピ
ー
ス
・
タ
ワ
ー
と

称
さ
れ
て
い
る
）、
西
側
に
教
会
堂
、
ホ
ー
ル
に
接
続
し
て
北
側
に
園
舎
が
Ｌ
字
型
に
置
か
れ

て
い
る
。
塔
及
び
教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
礼
拝
堂
は
平
屋
で
あ
る
が
塔
は
三

階
建
て
と
な
っ
て
い
る
。
教
会
堂
の
規
模
は
幅
二
四
・
三
尺
と
や
や
小
規
模
で
あ
り
、
小
屋

組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
は
幾
分
簡
素
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
園
舎
は

木
造
二
階
建
て
、
東
側
に
は
大
き
な
講
堂
兼
幼
稚
園
遊
戯
室
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

本
教
会
は
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
比
べ
て
、
建
築
年
に
お
い
て
は
数
年
下
る
も
の
で

あ
る
が
、
先
の
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
と
同
様
に
、
建
築
の
計
画
性
な
ど
類
似
点
の
多
い
も
の

な
の
で
あ
る
。
ま
た
復
活
学
園
と
し
て
昭
和
初
期
に
行
わ
れ
た
語
学
学
校
、
健
康
相
談
な
ど

も
注
目
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
活
動
は
戦
時
下
に
お
い
て
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
現
在
に
お
い
て
も
地
域
に
根
ざ
す
教
会
の
特
色
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
京
都
に

在
る
復
活
教
会
と
幼
稚
園
は
戦
火
を
免
れ

た
こ
と
で
、
現
在
も
当
初
の
建
築
を
良
く

維
持
活
用
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
貴

重
な
建
築
で
あ
り
、
教
会
堂
で
は
昭
和
初

期
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
の
表
現
と
し
て
、
ま
た
園
舎

で
は
木
構
造
及
び
木
製
の
建
具
、
階
段
な

ど
柔
ら
か
い
表
情
を
見
せ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
建
築
の
特
色
を
今
に
伝
え
る
歴
史
的
建

築
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

＊

こ
う
し
た
類
例
に
よ
り
、
広
島
メ
ソ
ヂ

ス
ト
教
会
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
昭
和
初

期
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
け
る
先
取
的
作
例

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
り
、
そ

の
設
計
に
お
け
る
特
色
は
残
さ
れ
た
建
築

図
面
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
理
解
さ
れ
記

録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

■　

建
築
設
計
図
面
よ
り

現
存
す
る
主
要
図
面
五
三
枚
に
は
縮
尺

１
／
50
の
基
本
設
計
図
面
と
縮
尺
１
／
20
、
１
／
10
、
１
／
１
等
の
詳
細
設
計
図
、
数
枚
の

構
造
設
計
図
面
が
あ
り
、
主
な
る
図
面
に
は
図
面
番
号
（
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
・
ナ
ン
バ
ー
）
が

付
さ
れ
て
い
る
。（
そ
の
番
号
の
欠
番
よ
り
、
数
枚
の
欠
落
図
面
の
あ
る
こ
と
も
分
か
る
）

基
本
設
計
図
面
は
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
に
よ
る
も
の
で
、
建
築
全
体
の
概
要
が
分

か
る
。
そ
し
て
種
々
の
詳
細
設
計
図
面
に
よ
り
意
匠
及
び
仕
様
の
細
部
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
図
面
に
お
け
る
記
録
よ
り
、
本
建
築
の
意
匠
設
計
上
の
特
色
と
し
て
次
の
三
点
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。

一　

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ
て
、
細
部
意
匠
の
例
え
ば
、
木
製
飾
り
窓
ト
レ
ー
サ
リ
ー
（
刳

形
透
か
し
）、
外
観
に
お
け
る
モ
ル
タ
ル
セ
メ
ン
ト
洗
い
出
し
仕
上
げ
に
よ
る
刳
形
意

匠
、木
製
ト
ラ
ス
部
材
端
部
の
装
飾
な
ど
、入
念
で
上
質
な
設
計
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二　

構
造
躯
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木
材
に
よ
る
造
作
及
び
建
具
に
加
え
て
、
補
強

鉄
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ス
補
強
金
物
、
塔
小
屋
組
の
補
強

金
物
、
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
床
支
持
柱
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
鉄
パ
イ
プ
柱
補
強
な
ど
が

あ
る
。

三　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
設
計
に
お
け
る
建
物
活
用
上
の
工
夫
と
質
を
保
持

す
る
た
め
の
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
二
階
床
下
に
お
け
る
遮
音
床

仕
様
、
窓
下
に
収
め
ら
れ
た
腰
掛
及
び
収
納
設
備
。
階
段
下
部
に
収
め
ら
れ
た
靴
箱
。

サ
ニ
タ
リ
ー
・
コ
ー
ナ
ー
と
い
わ
れ
る
幅
木
下
段
の
湾
曲
面
、
壁
面
に
つ
け
ら
れ
る

ピ
ク
チ
ャ
ー
・
レ
ー
ル
、
チ
ェ
ア
ー
・
レ
ー
ル
の
設
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

図
面
に
は
道
路
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
た
門
塀
の
図
も
あ
る
。
低
い
煉
瓦
積
み
腰
壁
上
部
に

は
瀟
洒
な
鉄
柵
を
付
す
も
の
で
あ
り
、
教
会
正
面
と
、
日
曜
学
校
正
面
に
は
門
扉
を
建
て
て

い
た
。
夫
々
の
門
柱
上
部
に
設
置
さ
れ
た
灯
具
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
図
面
が
あ
り
色
鉛
筆
に
よ

る
彩
色
画
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
色
彩
に
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
暮
れ
に
竣
工
し
た
当

時
の
教
会
堂
の
イ
メ
ー
ジ
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
図
面
か
ら
読
み
取
れ
る

内
容
は
真
に
多
い
の
で
あ
る
。
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■　

は
じ
め
に

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
（
近
江
八
幡
）
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中

央
教
会
、
す
な
わ
ち
現
在
の
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
の
前
身
に
当
た
る
教
会
堂
建
築

に
関
す
る
鮮
明
な
複
写
図
面
五
三
枚
が
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
四
月
に
図
面
の
所
有

者
で
あ
る
一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
広
島
市
公
文
書
館
に
所
与
さ
れ
収
め
ら
れ

て
い
る
。建
築
図
面
の
タ
イ
ト
ル
は “H

IR
O

SH
IM

A
 M

E
TH

O
D

IST C
H

U
R

C
H
”

と
あ
り
、

こ
こ
で
は
「
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」
と
記
す
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
ら
は
当
市
に
お
い
て
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
建
て
ら
れ
、
原
爆
に
よ
る
被
災
焼
失
と
い
う
危
機
を
経
て
、
戦
後

数
回
に
わ
た
っ
て
修
復
と
復
興
を
果
た
し
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
ま
で
上
流
川
町
八

番
地
に
所
在
し
た
流
川
教
会
の
建
築
を
伝
え
て
い
る
主
要
図
面
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
古
図
面
原
図
は
、
か
つ
て
近
江
兄
弟
社
（
近
江
八
幡
市
）
に
伝
わ
っ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
昭
和
五
〇（
一
九
七
五
）
年
に
調
査
及
び
史
料
と
し
て
保
管
の
た
め
大
阪
芸
術
大

学
に
移
さ
れ
、
近
年
は
大
阪
芸
術
大
学
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ（W

illiam
 M

errel V
ories, 

一
八
八
〇
〜
一
九
六
四
）

は
、
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
レ
ブ
ン
ワ
ー
ス
に
生
ま
れ
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
哲
学
を
学
び
卒
業
後
、

キ
リ
ス
ト
教
の
海
外
伝
道
を
志
し
つ
つ
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
滋
賀
県
立
商
業
学
校

英
語
教
師
と
し
て
来
日
。
そ
の
後
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
建
築
設
計
監
督
事
務
所
、

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
設
立
し
、
米
国
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
連
す
る
建
築
設
計
を
中
心
と
し
た
事
業
を
始
め
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
伝
道

活
動
の
た
め
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
近
江
兄
弟
社
）
を
起
こ
し
、

建
築
と
伝
道
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
近
江
八
幡
を
拠
点
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
伝

道
で
は
琵
琶
湖
を
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
行
く
湖
畔
の
伝
道
が
注
目
さ
れ
る
が
、
建
築
設
計
活

動
は
全
国
へ
と
広
が
り
、大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
を
設
立
し
、

キ
リ
ス
ト
教
会
堂
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
洋
風
住
宅
な
ど
、
多
数
の
設
計
作
品

を
各
地
に
残
し
て
い
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
お
け
る
設
計
件
数
は
約
一
〇
〇
〇
棟
を
数
え
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
建
築
設
計
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
は
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
活
動
の
精
神
的
支

柱
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
活
動
に
関
わ
る
建
築
で
あ
り
、
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
に
は
木
造
に
よ
る
比
較
的
小
規
模
な
建
築
も
少
な
く
な
い
が
、
初

期
に
お
け
る
煉
瓦
造
の
建
築
と
一
九
二
〇
年
代
中
期
以
降
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る

建
築
に
特
色
を
発
揮
し
た
。
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
そ
う
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建

築
に
お
い
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活
用
し
た
初
期
の
作
例
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
も

の
と
い
え
る
。

■　

沿
革

本
教
会
の
年
史
に
は
『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中
央
教
会
五
十
年
略
史
』（
昭
和
十
一
（
一

九
三
六
）
年
、
以
下
『
五
十
年
史
』
と
記
す
）、
お
よ
び
『
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
80

年
の
歩
み
』（
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
、
以
下
『
80
年
史
』
と
記
す
）
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
教
会
堂
建
築
の
沿
革
を
辿
る
こ
と
と
す
る
。

本
教
会
の
創
立
は
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
（
南
美
似
教
会
）
派
遣
の
宣
教
師
ラ
ン
バ
ス

父
子
に
よ
り
、
主
と
し
て
子
息
の
W
．R
．ラ
ン
バ
ス
の
支
援
と
砂
本
貞
吉
の
活
動
に
よ
り
明
治

二
〇（
一
八
八
七
）
年
に
市
内
西
大
工
町
（
現
榎
町
）
の
民
家
に
お
け
る
集
会
に
由
来
す
る
。

こ
の
集
会
は
同
時
に
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
よ
る
広
島
女
学
院
の
創
立
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
な
っ
た
。

本
教
会
は
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
至
り
、
紙
屋
町
一
二
〇
番
地
に
最
初
の
教
会
堂

建
築
を
建
て
て
移
転
し
、
さ
ら
に
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
は
二
代
目
の
教
会
堂
建
築
を

工
事
請
負
工
藤
久
太
郎
に
よ
り
、
初
代
教
会
堂
の
近
在
に
煉
瓦
造
に
よ
る
会
堂
を
新
築
し
移

転
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
更
な
る
教
会
の
建
築
移
転
が
課
題

と
さ
れ
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
新
た
な
土
地
と
し
て
上
流
川
町
八
番
地
（
源
太
堀

角 

現
鉄
砲
町
）
四
〇
七
坪
七
合
八
勺
が
取
得
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）

年
九
月
に
第
三
代
の
教
会
堂
と
な
る
建
築
設
計
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
と
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
状
況
に
つ
い
て
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

九
月
八
日
会
堂
建
築
実
行
委
員
会
を
開
き
建
築
請
負
業
藤
田
組
主
藤
田
一
郎
氏
も

出
席
し
て
、
こ
こ
に
工
事
請
負
に
関
し
協
議
折
衝
の
後
、
藤
田
組
を
し
て
請
け
負
わ

せ
る
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
得
て
契
約
を
領
す
。
翌
九
日
近
江
八
幡
ボ
ー
リ
ス
建
築

会
社
主
監
ボ
ー
リ
ス
及
び
技
師
村
田
幸
一
郎
氏
来
広
し
、
藤
田
組
技
師
と
共
に
実
地

縄
張
り
を
為
し
、
直
ち
に
基
礎
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
記
録
（
設
計
作
品
リ
ス
ト
）
に
よ
る
と
、大
正
十
四
（
一

九
二
五
）
年
九
月
の
日
付
に
て “H

iroshim
a M

eth.C
h. for M

r.Stew
art” 

と
あ
り
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
こ
の
計
画
に
際
し
て
大
正
十
四
年
九
月
よ
り
対
応
し
、
同
年
暮
れ
に
は
現
在

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
基
本
設
計
図
面
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
『
五
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
二
月
二
六
日
に
定
礎
式
、
六
月
十
九
日
に
上
棟
式
、
そ
し
て
十
二
月
三
日
に
工
事
竣
成
し

日
曜
学
校
ホ
ー
ル
に
て
感
謝
会
が
開
催
さ
れ
た
。
年
が
改
ま
り
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一

月
十
五
日
に
新
築
の
教
会
堂
に
お
い
て
献
堂
式
が
挙
行
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

以
来
、当
市
に
お
い
て
は
私
立
広
島
女
学
校
（
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
よ
り
広
島
女
学
院
）

の
発
展
と
共
に
教
会
活
動
も
進
展
し
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
は
本
教
会
及
び
広
島

女
学
院
共
に
盛
大
な
る
創
立
五
十
周
年
記
念
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
や
が
て
戦
時
下
を
歩
み
、

昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
八
月
六
日
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
よ
り
被
災
。
竣
工
よ
り
十
七
年

を
経
た
教
会
堂
は
焼
失
し
、
半
ば
崩
壊
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
体
の
み
が
残
留
す
る

甚
大
な
る
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
翌
年
春
よ
り
、
そ
の
跡
地
に
お
い
て
教
会
堂
の
礼
拝
が

再
開
さ
れ
、
間
も
な
く
屋
根
の
復
旧
が
為
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）

年
に
は
当
地
に
お
い
て
牧
師
館
の
新
築
、
並
び
に
教
会
堂
床
、
窓
が
修
復
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
は
焼
失
し
た
教
育
館
（
一
六
八
坪
）
が
新
築
さ
れ
、
つ
づ
い
て

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
は
当
初
の
建
築
工
事
を
担
当
し
た
藤
田
組
に
よ
る
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
、
教
育
館
と
並
び
建
つ
教
会
堂
が
蘇
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
春
に
は
、
創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

『
80
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
戦
後
期
に
お
け
る
復
旧
と
教
会
活
動
の
記
録
が
、

写
真
と
共
に
収
め
ら
れ
て
お
り
当
市
に
お
い
て
も
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

■　

建
築
の
概
要

上
流
川
町
に
お
け
る
第
三
次
の
本
教
会
堂
は
、
関
係
者
の
間
で
は
周
知
の
よ
う
に
当
敷
地

は
東
及
び
北
側
の
二
面
が
道
路
に
面
す
る
角
地
に
あ
り
、
西
側
奥
行
き
の
深
い
L
字
型
の
敷

地
に
在
っ
た
。
そ
の
東
寄
り
に
教
会
堂
を
置
き
、
背
後
に
接
し
て
西
寄
り
に
日
曜
学
校
の
棟

を
連
ね
る
二
棟
か
ら
な
る
建
築
で
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
は
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
は
次
の

よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
に
て
古
代
ゴ
シ
ッ
ク
式
を
加
味
し
教
会
堂
と
し

て
最
も
相
応
し
き
古
雅
な
も
の
で
あ
る
。
講
堂
の
幅
員
は
約
五
十
余
坪
に
し
て
裕
に

五
百
人
を
容
る
ヽ
座
席
を
備
へ
、
講
壇
及
び
玄
関
横
に
各
一
室
を
設
く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
は
百
五
十
人
を
容
る
る
こ
と
を
得
。

別
棟
の
日
曜
学
校
建
物
は
階
下
は
双
子
室
四
室
、す
な
わ
ち
小
八
教
室
、幼
稚
園
室
、

教
師
室
及
び
事
務
室
を
備
え
階
上
の
講
堂
（
幅
員
約
四
十
余
坪
）
に
は
映
画
幻
燈
等

を
使
用
し
得
べ
き
設
備
を
為
し
、
其
傍
に
社
交
室
、
割
烹
室
、
休
憩
室
等
を
設
け
、

地
下
に
は
ボ
イ
ル
を
設
備
し
て
会
堂
及
び
本
館
の
ヒ
ー
ト
を
通
ず
。
こ
の
建
物
は
将

来
日
曜
学
校
事
業
が
、
教
会
の
堅
固
な
る
基
礎
た
る
べ
き
大
な
る
重
要
性
あ
る
に
鑑

み
、
敷
地
及
び
財
力
の
許
す
限
り
に
お
い
て
委
員
等
が
特
に
多
大
の
注
意
を
払
っ
た

も
の
で
あ
る
。‥

‥

こ
う
し
た
文
書
記
録
に
加
え

て
、
今
回
確
認
さ
れ
て
い
る

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
設

計
図
面
、
そ
し
て
年
史
に
収
録

さ
れ
て
い
る
古
写
真
等
の
記
録

が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
資
料
に
よ
っ
て
分
か
る
建
築

内
容
を
改
め
て
概
観
し
て
お
き

た
い
。

教
会
堂
の
建
築
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
、
外
観
は
擬
石
仕
上
げ
に

よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
、
ス
レ
ー
ト
葺

屋
根
の
建
築
で
、
東
を
正
面
と
し
て

玄
関
を
設
け
、
そ
の
脇
に
四
層
で
高

さ
二
〇
数
メ
ー
ト
ル
の
塔
を
配
置
し

て
い
た
。
間
口
約
十
三
メ
ー
ト
ル
、

東
西
の
奥
行
き
約
二
四
メ
ー
ト
ル
、

建
坪
三
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
五

坪
）
の
建
築
で
、
礼
拝
堂
は
一
、
二

階
席
を
合
わ
せ
て
一
五
〇
席
を
有
す
る

規
模
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ

て
、
玄
関
上
部
に
大
き
な
尖
り
ア
ー
チ

（
ラ
ン
セ
ッ
ト
・
ア
ー
チ
）
窓
を
置
き
、

塔
屋
に
は
二
連
の
長
大
な
ア
ー
チ
窓
、

中
世
の
城
壁
風
パ
ラ
ペ
ッ
ト
意
匠
、
尖

り
屋
根
な
ど
、
石
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を

範
と
し
た
意
匠
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

礼
拝
堂
正
面
は
半
円
形
の
プ
ロ
セ
ニ
ア

ム
ア
ー
チ
で
区
画
さ
れ
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト

教
会
の
形
式
に
従
っ
た
講
壇
を
設
け
、

南
北
壁
面
に
は
二
連
の
ア
ー
チ
窓
で
構

成
さ
れ
た
幅
六
尺
の
大
き
な
四
対
の
尖

り
ア
ー
チ
窓
が
並
び
、
背
面
の
二
階
席

ギ
ャ
ラ
リ
ー
上
部
に
は
外
観
正
面
上
部
に
置
か
れ
て
い
た
尖
頂
ア
ー
チ
の
飾
り
窓
が
開
か
れ

て
い
た
。
そ
し
て
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
小
屋
組
み
架
構
と
し
て
三
連
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー

ム
・
ト
ラ
ス
を
架
け
た
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
（
化
粧
屋
根
裏
）
の
構
成
で
、
ア
ー
チ
状
の
曲

が
り
梁
、
接
合
部
の
装
飾
的
意
匠
、
四
つ
の
屋
根
窓
な
ど
あ
り
、
鉄
部
材
で
補
強
さ
れ
た
特

色
の
あ
る
洋
式
木
造
ト
ラ
ス
の
構
造
で
あ
っ
た
。

日
曜
学
校
の
棟
は
教
会
堂
の
西
面
に
接
し
て
建
つ
木
造
二
階
建
て
、
一
部
に
地
階
を
設
け

た
建
築
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
教
会
堂
に
従
っ
て
擬
石
仕
上
げ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
と
る
が
、
側
壁
は
モ
ル
タ

ル
塗
り
壁
、
ス
レ
ー
ト
葺
屋
根
で
、
西
面
に
は
屋
根
よ
り
高
く
煙
突
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
。

南
の
源
太
堀
通
り
に
面
し
て
玄
関
を
構
え
、
間
口
約
十
一
メ
ー
ト
ル
、
東
西
の
奥
行
き
約
二

七
メ
ー
ト
ル
、
建
坪
三
〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
二
坪
）
の
規
模
で
あ
っ
た
。

諸
室
の
用
途
は
『
五
十
年
史
』
に
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
玄
関
か
ら
館
内
を
歩
く
よ

う
に
見
て
み
よ
う
。
玄
関
に
つ
づ
い
て
、
奥
行
き
の
深
い
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
正
面
が
事

務
室
、
西
側
に
は
「
幼
稚
園
・Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
と
記
さ
れ
た
十
五
坪
ほ
ど
の
広
間
が
あ
っ
た
。
こ

の
広
間
に
は
立
派
な
暖
炉
や
書
棚
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
階
の
講
堂
と
並
ぶ
多
用
途

の
中
心
的
な
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ホ
ー
ル
か
ら
南
に
廊
下
が
伸
び
、
四
つ
の
教
室
（
各

二
室
に
分
け
ら
れ
る
）
等
が
並
ん
で
い
た
。
二
階
に
は
階
段
に
続
く
ホ
ー
ル
と
、
演
壇
を
備

え
た
講
堂
、
社
交
室
等
が
あ
っ
た
。
講
堂
背
後
（
北
面
）
は
間
仕
切
り
折
れ
戸
で
、
そ
れ
を

開
く
と
一
室
空
間
と
な
り
三
〇
〇
人
（capacity 300 

と
記
さ
れ
て
い
る
）
を
想
定
し
た
広

さ
で
あ
っ
た
。
講
堂
の
天
井
は
大
き
な
ヴ
ォ
ー
ル
ト
（
カ
マ
ボ
コ
型
）
で
側
壁
よ
り
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
で
支
持
さ
れ
、
天
井
裏
に
納
め
た
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
の
小
屋
組
み
に
よ
っ
て
幅
十

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
（
三
七
・
五
尺
と
あ
り
、
礼
拝
堂
の
三
六
尺
よ
り
長
い
）
あ
る
梁
間
を
構

成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

■　

建
築
的
特
色　

―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
教
会
堂
建
築
と
し
て―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
設
計
作
品

と
し
て
、
戦
前
期
に
お
い
て
お
よ
そ
一
四
〇
棟
の
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
を
設
計
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
数
例
は
『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
作
品
集
』（
城
南
書
院
、
一
九
三
七
年
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
大
阪
基
督
教
会
（
一
九
二
一
年
竣
工
）、
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
（
一
九
二
八
年
竣

工
）、
博
愛
社
礼
拝
堂
（
一
九
三
五
年
竣
工
）
な
ど
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
代
表
作
品
に
数
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
数
多

く
の
住
宅
建
築
と
と
も
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
活
動
の
主
た
る
部
分
を
な
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
誌“The O

m
i 

M
ustard‐

Seed”

（
一
九
二
八
年
二
月
号
）
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
し
て
取
り
あ
げ
て
お
り
、

一
月
十
五
日
の
献
堂
式
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
じ
め
村
田

幸
一
郎
、
仲
間
氏
ら
が
出
席
し
た
こ
と
な
ど
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
興
味

深
い
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
拙
訳
に
て
そ
の
概
要
を
こ
こ
に
記
す
。

‥
‥

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
新
し
い
教
会
堂
で
あ
り
、
そ
れ
は

日
本
の
教
会
堂
に
お
い
て
、
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
質
と
完
成
度
を
備
え
て

い
る
。
別
棟
で
あ
る
が
つ
な
が
っ
て
い
る
日
曜
学
校
と
社
会
活
動
の
た
め
の
別
棟
が

あ
り
、
教
室
、
談
話
室
、
講
堂
、
台
所
、
そ
し
て
管
理
人
室
が
あ
り
、
全
て
に
ス
チ
ー

ム
暖
房
な
ど
近
代
的
設
備
を
備
え
て
い
る
。
講
堂
は
堂
々
と
し
教
会
的
雰
囲
気
を
も

つ
も
の
で
日
本
の
教
会
施
設
と
し
て
は
希
な
も
の
で
あ
ろ
う
。‥

‥

構
造
、
意
匠
共
に
充
実
し
た
内
容
の
教
会
堂
と
設
備
の
整
っ
た
日
曜
学
校
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
「
日
本
の
教
会
堂
に
お
け
る
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
い
う
言
葉
で
、
模
範
的
作

品
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
戦
前
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、
先
述
し
た

よ
う
に
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
仕
事
と
し
て
約
一
四

〇
棟
を
数
え
ら
れ
て
い
る
。
膨
大
な
数
と
い
え
る
が
そ
の
過
半
は
割
合
小
規
模
な
木
造
に
よ

る
建
築
で
あ
り
、
初
期
に
お
い
て
は
煉
瓦
造
建
築
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
教
会
堂
と
並
ぶ
規

模
を
有
す
る
主
な
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
建
築
と
し
て
、十
件
の
教
会
堂
建
築
の
概
要
（
教
会
名
、

設
計
年
、
主
構
造
、
外
観
様
式
、
ト
ラ
ス
小
屋
組
構
造
）
を
こ
こ
に
挙
げ
て
み
た
。

一　

洛
陽
教
会　

一
九
一
二
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

二　

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
京
都
教
会
（
京
都
御
幸
町
教
会
）　

一
九
一
三
年
／
煉
瓦
造
／
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

三　

明
治
学
院
礼
拝
堂　

一
九
一
五
年
／
煉
瓦
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス

四　

大
阪
基
督
教
会
（
大
阪
教
会
）
一
九
一
八
年
設
計
、
一
九
二
一
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
併
用
煉
瓦
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

五　

救
世
軍
本
営
（
東
京
）　

一
九
一
九
年
／
煉
瓦
造

六　

豊
岡
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会　

一
九
二
一
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・

ト
ラ
ス

七　

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
　
一
九
二
六
年
設
計
、
一
九
二
七
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

八　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会　

一
九
二
七
年
設
計
、
一
九
二
九
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

九　

京
都
復
活
教
会　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン

マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

十　

博
愛
社
礼
拝
堂　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

こ
う
し
た
作
例
に
見
る
よ
う
に
煉
瓦
造
建
築
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
へ
の
移
行
、
そ

し
て
伝
統
的
様
式
に
よ
る
教
会
堂
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
が
優
勢
で
あ
り
、
小
屋
組
み
ト
ラ
ス

を
表
す
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
の
礼
拝
堂
と
す
る
場
合
に
は
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
の
活

用
の
多
い
こ
と
が
凡
そ
の
傾
向
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
設
計

さ
れ
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
堂
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大
震
災
後
の
耐

震
化
構
造
へ
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
教
会
堂
建
築
の
初
期
に
お

け
る
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
階
段
の
造
作
、
礼
拝
堂
の
窓
建
具
な
ど
木
材
が
多
用
さ

れ
て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
と
は
い
え
、
礼
拝
堂
内
は
オ
ー
ク
の
床
板
、
オ
ー
ク
材
（
？
）

の
腰
板
張
り
、
木
製
に
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
意
匠
の
ア
ー
チ
窓
な
ど
に
よ
り
、
伝
統
的
表
現
を

よ
く
留
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
雰
囲
気
を
現
存
す
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
で
探
す

と
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
建
て
ら
れ
た
明
治
学
院
礼
拝
堂
が
類
例
と
い
え
よ
う
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
つ
づ
く
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
の
設
計
に
よ
る
神
戸
ユ
ニ
オ

ン
教
会
の
建
築
は
構
造
、
意
匠
に
お
い
て
類
似
性
が
あ
る
が
、
構
造
及
び
材
質
の
近
代
化
が

図
ら
れ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ス
テ
ィ
ー
ル
・
サ
ッ
シ
の
積
極
的
な
活
用
へ
と
向
か
っ
て
い

る
。と

こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
の
設
計
に
つ
い
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
観
が
述
べ
ら
れ

た
も
の
に
次
の
二
編
が
あ
る
。

一　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ（
吉
田
悦
蔵
訳
）「
現
代
日
本
に
於
け
る
基
督
教
教
会
建
築
に
就
い
て
」『
湖

畔
之
声
』（
大
正
十
三
年
九
月
）

二　

豊
田
清
次
(5)
「
教
会
建
築
六
十
」『
湖
畔
之
声
』（
昭
和
六
年
十
一
月
）

共
に
『
湖
畔
之
声
』
誌
の
読
者
、
即
ち
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
係
者
に
向
け
た
も
の
で
、
当

時
に
お
け
る
教
会
活
動
の
傾
向
、
教
会
建
築
の
機
能
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い

も
の
で
あ
る
。

そ
の
要
点
を
次
に
記
す
と
、
前
稿
で
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
「
欧
米
の
教
会
堂
に
劣
ら
な
い
姿
を

も
っ
て
い
る
も
の
」
と
し
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
っ
た
「
大
阪
基
督
教
会
」（
一

九
二
二
年
、大
阪
）
と
と
も
に
、「
聖
光
会
教
会
堂
」（
川
口
基
督
教
会
、W
．ウ
ィ
ル
ソ
ン
設
計
、

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
大
阪
）、「
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」（
神
戸
栄
光
教
会
、
曾

禰
中
条
建
築
事
務
所
設
計
、
一
九
二
三
年
、
神
戸)

の
三
例
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
意
匠
、

構
造
が
適
切
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

‥
‥

日
曜
学
校
や
社
会
事
業
の
為
、
又
は
現
代
教
会
と
し
て
の
、
活
動
的
方
面
の

い
ろ
い
ろ
の
部
門
に
対
し
て
非
常
に
よ
く
、
設
備
が
行
届
い
て
居
る
も
の
が
出
来
て

来
ま
し
た
。
大
阪
基
督
教
会
や
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
如
き
は
そ
の
第
一
階

が
全
部
日
曜
学
校
事
業
の
た
め
に
提
供
さ
れ
て
居
ま
す
、
そ
し
て
教
会
の
礼
拝
堂
の

後
部
に
於
て
は
各
階
に
亘
り
い
ろ
い
ろ
の
部
室
が
備
わ
っ
て
居
ま
す
。‥

‥

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
教
会
堂
に
付
設
さ
れ
た
設
備
の
充
実
度
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
の
豊
田
稿
は
、「
我
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
は
過
去
二
十
有
余
年
間
に
六
十
有
箇
所

の
教
会
堂
建
物
を
完
成
し
て
参
り
ま
し
た
。」
と
い
う
実
績
か
ら
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
前
稿
と

同
様
、
教
会
建
築
の
機
能
、
構
造
、
美
の
表
現
に
つ
い
て
建
築
設
計
の
要
点
を
述
べ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
機
能
へ
の
対
応
と
美
の
表
現
に
つ
い
て
の
次
の
指
摘
が
注
目
さ

れ
る
。

教
会
は
教
会
ら
し
く
、
宗
教
的
を
本
意
と
す
る
基
督
教
会
館
は
其
精
神
を
失
は
な

い
程
度
に
、
美
の
表
現
を
建
物
に
明
瞭
に
表
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 ‥

‥
‥

其
表

現
の
爲
に
宗
教
的
装
飾
を
、
複
雑
な
ら
ぬ
様
に
施
さ
ね
ば
な
ら
ん
の
で
あ
り
ま
す
。

‥
‥

つ
ま
り
、キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、会
堂
で
の
礼
拝
を
主
と
す
る
宗
教
的
行
事
に
止
ま
ら
ず
、

種
々
の
キ
リ
ス
ト
教
活
動
に
対
応
す
る
多
様
化
の
充
実
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
活
動
に
よ
り
琵
琶
湖
沿
岸
の
町
々
に
設
立
さ

れ
た
「
基
督
教
会
館
」
は
教
会
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
を
融
合
し
た
性
格
を
も
っ
た
施
設
で
あ
り
、 

W
．M
．ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
窺
え
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
設
計
活
動

の
盛
期
と
見
ら
れ
る
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
教
会
堂
建
築
に
お
い
て
は
充
実
し
た

講
堂
を
備
え
た
日
曜
学
校
棟
を
併
設
し
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
構
成
に
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の

教
会
建
築
に
お
け
る
特
色
が
鮮
明
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

■　

比
較
さ
れ
る
類
例

１　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
移
転
地
と
し
て
神
戸
市
中
央
区
生
田
町
の
地
を
入
手
し
た
の
は
、

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
工
事
の
進
む
年
の
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
で
、
間
も
な
く

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
そ
の
設
計
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
に
着
工
さ
れ
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
六
月
に
竣
工
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

建
物
で
、
西
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
中
央
辺
り
に
玄
関
を
開
き
そ
の
北
側
に
教
会
堂
、
南

側
に
付
属
棟
が
あ
り
、
幼
稚
園
と
牧
師

館
を
収
め
て
い
た
。
教
会
堂
は
礼
拝
堂

を
二
階
に
置
き
、
一
階
を
日
曜
学
校
施

設
と
し
、
集
会
室
及
び
教
室
等
、
そ
し

て
礼
拝
堂
に
導
く
階
段
を
配
置
し
て
い

た
。つ

ま
り
、こ
の
教
会
堂
建
築
は
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
に
よ
る
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に

続
い
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、
建
築
様
式
、

意
匠
、
そ
し
て
日
曜
学
校
施
設
等
の
計

画
性
に
お
い
て
類
似
点
が
多
く
、
か
つ

共
に
優
れ
た
質
を
備
え
た
教
会
建
築
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
意
匠
に
お
い
て
は
教

会
堂
正
面
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
ト

レ
ー
サ
リ
ー
（
装
飾
）
を
も
つ
尖
頂
ア
ー

チ
、
塔
上
部
の
二
連
の
窓
や
パ
ラ
ペ
ッ

ト
の
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
小
屋
組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
な
ど
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス

ト
教
会
と
ほ
ぼ
同
種
の
意
匠
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
活

用
で
は
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
付
属
屋
を
含
め
て
一
層
進
ん
で
お
り
、
窓
建
具
は
ス
テ
ィ
ー

ル
・
サ
ッ
シ
ュ
窓
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
建
築
に
よ
り
、
昭
和
初
期
の
教
会
堂
建
築

に
お
け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
及
び
意
匠
に
わ
た
る
導
入
状
況
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

本
教
会
堂
は
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
六
月
の
戦
火
で
焼
失
し
た
が
、
戦
後
に
復
旧
を
目

指
し
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
至
っ
て
屋
根
を
再
建
し
て
い
る
が
、
当
初
の
ト
ラ
ス

に
替
え
て
幾
分
シ
ン
プ
ル
な
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

後
年
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
教
会
が
移
転
の
後
、
兵
庫
県
南
部
震
災
を
受
け
た
が

耐
え
て
残
り
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
よ
り
ベ
ー
カ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
生
活

用
さ
れ
て
い
る
。

２　

京
都
復
活
教
会

本
教
会
は
日
本
聖
公
会
の
伝
道
に
よ
り
開
か
れ
た
も
の
で
、
京
都
市
北
区
紫
野
の
敷
地
を

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
得
て
、
間
も
な
く
木
造
の
仮
建
築
で
教
会
堂
と
幼
稚
園
を
建
て

活
動
し
た
。
そ
の
活
動
は
進
展
し
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
は
語
学
学
校
が
開
か
れ
、

復
活
学
園
と
称
さ
れ
た
。
そ
の
頃
に
新
た
な
建
築
計
画
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
り

作
成
さ
れ
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
着
工
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
十
月
に
竣
工

し
た
も
の
で
あ
る
。

北
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
北
西
角
に
玄
関
ホ
ー
ル
を
収
め
た
塔
（
ピ
ー
ス
・
タ
ワ
ー
と

称
さ
れ
て
い
る
）、
西
側
に
教
会
堂
、
ホ
ー
ル
に
接
続
し
て
北
側
に
園
舎
が
Ｌ
字
型
に
置
か
れ

て
い
る
。
塔
及
び
教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
礼
拝
堂
は
平
屋
で
あ
る
が
塔
は
三

階
建
て
と
な
っ
て
い
る
。
教
会
堂
の
規
模
は
幅
二
四
・
三
尺
と
や
や
小
規
模
で
あ
り
、
小
屋

組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
は
幾
分
簡
素
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
園
舎
は

木
造
二
階
建
て
、
東
側
に
は
大
き
な
講
堂
兼
幼
稚
園
遊
戯
室
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

本
教
会
は
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
比
べ
て
、
建
築
年
に
お
い
て
は
数
年
下
る
も
の
で

あ
る
が
、
先
の
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
と
同
様
に
、
建
築
の
計
画
性
な
ど
類
似
点
の
多
い
も
の

な
の
で
あ
る
。
ま
た
復
活
学
園
と
し
て
昭
和
初
期
に
行
わ
れ
た
語
学
学
校
、
健
康
相
談
な
ど

も
注
目
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
活
動
は
戦
時
下
に
お
い
て
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
現
在
に
お
い
て
も
地
域
に
根
ざ
す
教
会
の
特
色
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
京
都
に

在
る
復
活
教
会
と
幼
稚
園
は
戦
火
を
免
れ

た
こ
と
で
、
現
在
も
当
初
の
建
築
を
良
く

維
持
活
用
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
貴

重
な
建
築
で
あ
り
、
教
会
堂
で
は
昭
和
初

期
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
の
表
現
と
し
て
、
ま
た
園
舎

で
は
木
構
造
及
び
木
製
の
建
具
、
階
段
な

ど
柔
ら
か
い
表
情
を
見
せ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
建
築
の
特
色
を
今
に
伝
え
る
歴
史
的
建

築
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

＊

こ
う
し
た
類
例
に
よ
り
、
広
島
メ
ソ
ヂ

ス
ト
教
会
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
昭
和
初

期
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
け
る
先
取
的
作
例

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
り
、
そ

の
設
計
に
お
け
る
特
色
は
残
さ
れ
た
建
築

図
面
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
理
解
さ
れ
記

録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

■　

建
築
設
計
図
面
よ
り

現
存
す
る
主
要
図
面
五
三
枚
に
は
縮
尺

１
／
50
の
基
本
設
計
図
面
と
縮
尺
１
／
20
、
１
／
10
、
１
／
１
等
の
詳
細
設
計
図
、
数
枚
の

構
造
設
計
図
面
が
あ
り
、
主
な
る
図
面
に
は
図
面
番
号
（
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
・
ナ
ン
バ
ー
）
が

付
さ
れ
て
い
る
。（
そ
の
番
号
の
欠
番
よ
り
、
数
枚
の
欠
落
図
面
の
あ
る
こ
と
も
分
か
る
）

基
本
設
計
図
面
は
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
に
よ
る
も
の
で
、
建
築
全
体
の
概
要
が
分

か
る
。
そ
し
て
種
々
の
詳
細
設
計
図
面
に
よ
り
意
匠
及
び
仕
様
の
細
部
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
図
面
に
お
け
る
記
録
よ
り
、
本
建
築
の
意
匠
設
計
上
の
特
色
と
し
て
次
の
三
点
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。

一　

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ
て
、
細
部
意
匠
の
例
え
ば
、
木
製
飾
り
窓
ト
レ
ー
サ
リ
ー
（
刳

形
透
か
し
）、
外
観
に
お
け
る
モ
ル
タ
ル
セ
メ
ン
ト
洗
い
出
し
仕
上
げ
に
よ
る
刳
形
意

匠
、木
製
ト
ラ
ス
部
材
端
部
の
装
飾
な
ど
、入
念
で
上
質
な
設
計
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二　

構
造
躯
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木
材
に
よ
る
造
作
及
び
建
具
に
加
え
て
、
補
強

鉄
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ス
補
強
金
物
、
塔
小
屋
組
の
補
強

金
物
、
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
床
支
持
柱
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
鉄
パ
イ
プ
柱
補
強
な
ど
が

あ
る
。

三　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
設
計
に
お
け
る
建
物
活
用
上
の
工
夫
と
質
を
保
持

す
る
た
め
の
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
二
階
床
下
に
お
け
る
遮
音
床

仕
様
、
窓
下
に
収
め
ら
れ
た
腰
掛
及
び
収
納
設
備
。
階
段
下
部
に
収
め
ら
れ
た
靴
箱
。

サ
ニ
タ
リ
ー
・
コ
ー
ナ
ー
と
い
わ
れ
る
幅
木
下
段
の
湾
曲
面
、
壁
面
に
つ
け
ら
れ
る

ピ
ク
チ
ャ
ー
・
レ
ー
ル
、
チ
ェ
ア
ー
・
レ
ー
ル
の
設
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

図
面
に
は
道
路
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
た
門
塀
の
図
も
あ
る
。
低
い
煉
瓦
積
み
腰
壁
上
部
に

は
瀟
洒
な
鉄
柵
を
付
す
も
の
で
あ
り
、
教
会
正
面
と
、
日
曜
学
校
正
面
に
は
門
扉
を
建
て
て

い
た
。
夫
々
の
門
柱
上
部
に
設
置
さ
れ
た
灯
具
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
図
面
が
あ
り
色
鉛
筆
に
よ

る
彩
色
画
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
色
彩
に
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
暮
れ
に
竣
工
し
た
当

時
の
教
会
堂
の
イ
メ
ー
ジ
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
図
面
か
ら
読
み
取
れ
る

内
容
は
真
に
多
い
の
で
あ
る
。
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図３　日曜学校講堂及び社交室
　　　（” The Omi Mustard-Seed “ 1928 年 6 月）

図２　広島メソヂスト教会　日曜学校
　　　（” The Omi Mustard-Seed “ 1928 年 6 月）



■　

は
じ
め
に

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
（
近
江
八
幡
）
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中

央
教
会
、
す
な
わ
ち
現
在
の
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
の
前
身
に
当
た
る
教
会
堂
建
築

に
関
す
る
鮮
明
な
複
写
図
面
五
三
枚
が
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
四
月
に
図
面
の
所
有

者
で
あ
る
一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
広
島
市
公
文
書
館
に
所
与
さ
れ
収
め
ら
れ

て
い
る
。建
築
図
面
の
タ
イ
ト
ル
は “H

IR
O

SH
IM

A
 M

E
TH

O
D

IST C
H

U
R

C
H
”

と
あ
り
、

こ
こ
で
は
「
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」
と
記
す
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
ら
は
当
市
に
お
い
て
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
建
て
ら
れ
、
原
爆
に
よ
る
被
災
焼
失
と
い
う
危
機
を
経
て
、
戦
後

数
回
に
わ
た
っ
て
修
復
と
復
興
を
果
た
し
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
ま
で
上
流
川
町
八

番
地
に
所
在
し
た
流
川
教
会
の
建
築
を
伝
え
て
い
る
主
要
図
面
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
古
図
面
原
図
は
、
か
つ
て
近
江
兄
弟
社
（
近
江
八
幡
市
）
に
伝
わ
っ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
昭
和
五
〇（
一
九
七
五
）
年
に
調
査
及
び
史
料
と
し
て
保
管
の
た
め
大
阪
芸
術
大

学
に
移
さ
れ
、
近
年
は
大
阪
芸
術
大
学
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ（W

illiam
 M

errel V
ories, 

一
八
八
〇
〜
一
九
六
四
）

は
、
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
レ
ブ
ン
ワ
ー
ス
に
生
ま
れ
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
哲
学
を
学
び
卒
業
後
、

キ
リ
ス
ト
教
の
海
外
伝
道
を
志
し
つ
つ
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
滋
賀
県
立
商
業
学
校

英
語
教
師
と
し
て
来
日
。
そ
の
後
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
建
築
設
計
監
督
事
務
所
、

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
設
立
し
、
米
国
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
連
す
る
建
築
設
計
を
中
心
と
し
た
事
業
を
始
め
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
伝
道

活
動
の
た
め
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
近
江
兄
弟
社
）
を
起
こ
し
、

建
築
と
伝
道
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
近
江
八
幡
を
拠
点
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
伝

道
で
は
琵
琶
湖
を
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
行
く
湖
畔
の
伝
道
が
注
目
さ
れ
る
が
、
建
築
設
計
活

動
は
全
国
へ
と
広
が
り
、大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
を
設
立
し
、

キ
リ
ス
ト
教
会
堂
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
洋
風
住
宅
な
ど
、
多
数
の
設
計
作
品

を
各
地
に
残
し
て
い
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
お
け
る
設
計
件
数
は
約
一
〇
〇
〇
棟
を
数
え
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
建
築
設
計
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
は
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
活
動
の
精
神
的
支

柱
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
活
動
に
関
わ
る
建
築
で
あ
り
、
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
に
は
木
造
に
よ
る
比
較
的
小
規
模
な
建
築
も
少
な
く
な
い
が
、
初

期
に
お
け
る
煉
瓦
造
の
建
築
と
一
九
二
〇
年
代
中
期
以
降
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る

建
築
に
特
色
を
発
揮
し
た
。
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
そ
う
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建

築
に
お
い
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活
用
し
た
初
期
の
作
例
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
も

の
と
い
え
る
。

■　

沿
革

本
教
会
の
年
史
に
は
『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中
央
教
会
五
十
年
略
史
』（
昭
和
十
一
（
一

九
三
六
）
年
、
以
下
『
五
十
年
史
』
と
記
す
）、
お
よ
び
『
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
80

年
の
歩
み
』（
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
、
以
下
『
80
年
史
』
と
記
す
）
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
教
会
堂
建
築
の
沿
革
を
辿
る
こ
と
と
す
る
。

本
教
会
の
創
立
は
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
（
南
美
似
教
会
）
派
遣
の
宣
教
師
ラ
ン
バ
ス

父
子
に
よ
り
、
主
と
し
て
子
息
の
W
．R
．ラ
ン
バ
ス
の
支
援
と
砂
本
貞
吉
の
活
動
に
よ
り
明
治

二
〇（
一
八
八
七
）
年
に
市
内
西
大
工
町
（
現
榎
町
）
の
民
家
に
お
け
る
集
会
に
由
来
す
る
。

こ
の
集
会
は
同
時
に
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
よ
る
広
島
女
学
院
の
創
立
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
な
っ
た
。

本
教
会
は
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
至
り
、
紙
屋
町
一
二
〇
番
地
に
最
初
の
教
会
堂

建
築
を
建
て
て
移
転
し
、
さ
ら
に
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
は
二
代
目
の
教
会
堂
建
築
を

工
事
請
負
工
藤
久
太
郎
に
よ
り
、
初
代
教
会
堂
の
近
在
に
煉
瓦
造
に
よ
る
会
堂
を
新
築
し
移

転
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
更
な
る
教
会
の
建
築
移
転
が
課
題

と
さ
れ
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
新
た
な
土
地
と
し
て
上
流
川
町
八
番
地
（
源
太
堀

角 

現
鉄
砲
町
）
四
〇
七
坪
七
合
八
勺
が
取
得
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）

年
九
月
に
第
三
代
の
教
会
堂
と
な
る
建
築
設
計
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
と
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
状
況
に
つ
い
て
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

九
月
八
日
会
堂
建
築
実
行
委
員
会
を
開
き
建
築
請
負
業
藤
田
組
主
藤
田
一
郎
氏
も

出
席
し
て
、
こ
こ
に
工
事
請
負
に
関
し
協
議
折
衝
の
後
、
藤
田
組
を
し
て
請
け
負
わ

せ
る
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
得
て
契
約
を
領
す
。
翌
九
日
近
江
八
幡
ボ
ー
リ
ス
建
築

会
社
主
監
ボ
ー
リ
ス
及
び
技
師
村
田
幸
一
郎
氏
来
広
し
、
藤
田
組
技
師
と
共
に
実
地

縄
張
り
を
為
し
、
直
ち
に
基
礎
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
記
録
（
設
計
作
品
リ
ス
ト
）
に
よ
る
と
、大
正
十
四
（
一

九
二
五
）
年
九
月
の
日
付
に
て “H

iroshim
a M

eth.C
h. for M

r.Stew
art” 

と
あ
り
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
こ
の
計
画
に
際
し
て
大
正
十
四
年
九
月
よ
り
対
応
し
、
同
年
暮
れ
に
は
現
在

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
基
本
設
計
図
面
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
『
五
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
二
月
二
六
日
に
定
礎
式
、
六
月
十
九
日
に
上
棟
式
、
そ
し
て
十
二
月
三
日
に
工
事
竣
成
し

日
曜
学
校
ホ
ー
ル
に
て
感
謝
会
が
開
催
さ
れ
た
。
年
が
改
ま
り
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一

月
十
五
日
に
新
築
の
教
会
堂
に
お
い
て
献
堂
式
が
挙
行
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

以
来
、当
市
に
お
い
て
は
私
立
広
島
女
学
校
（
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
よ
り
広
島
女
学
院
）

の
発
展
と
共
に
教
会
活
動
も
進
展
し
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
は
本
教
会
及
び
広
島

女
学
院
共
に
盛
大
な
る
創
立
五
十
周
年
記
念
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
や
が
て
戦
時
下
を
歩
み
、

昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
八
月
六
日
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
よ
り
被
災
。
竣
工
よ
り
十
七
年

を
経
た
教
会
堂
は
焼
失
し
、
半
ば
崩
壊
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
体
の
み
が
残
留
す
る

甚
大
な
る
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
翌
年
春
よ
り
、
そ
の
跡
地
に
お
い
て
教
会
堂
の
礼
拝
が

再
開
さ
れ
、
間
も
な
く
屋
根
の
復
旧
が
為
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）

年
に
は
当
地
に
お
い
て
牧
師
館
の
新
築
、
並
び
に
教
会
堂
床
、
窓
が
修
復
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
は
焼
失
し
た
教
育
館
（
一
六
八
坪
）
が
新
築
さ
れ
、
つ
づ
い
て

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
は
当
初
の
建
築
工
事
を
担
当
し
た
藤
田
組
に
よ
る
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
、
教
育
館
と
並
び
建
つ
教
会
堂
が
蘇
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
春
に
は
、
創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

『
80
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
戦
後
期
に
お
け
る
復
旧
と
教
会
活
動
の
記
録
が
、

写
真
と
共
に
収
め
ら
れ
て
お
り
当
市
に
お
い
て
も
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

■　

建
築
の
概
要

上
流
川
町
に
お
け
る
第
三
次
の
本
教
会
堂
は
、
関
係
者
の
間
で
は
周
知
の
よ
う
に
当
敷
地

は
東
及
び
北
側
の
二
面
が
道
路
に
面
す
る
角
地
に
あ
り
、
西
側
奥
行
き
の
深
い
L
字
型
の
敷

地
に
在
っ
た
。
そ
の
東
寄
り
に
教
会
堂
を
置
き
、
背
後
に
接
し
て
西
寄
り
に
日
曜
学
校
の
棟

を
連
ね
る
二
棟
か
ら
な
る
建
築
で
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
は
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
は
次
の

よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
に
て
古
代
ゴ
シ
ッ
ク
式
を
加
味
し
教
会
堂
と
し

て
最
も
相
応
し
き
古
雅
な
も
の
で
あ
る
。
講
堂
の
幅
員
は
約
五
十
余
坪
に
し
て
裕
に

五
百
人
を
容
る
ヽ
座
席
を
備
へ
、
講
壇
及
び
玄
関
横
に
各
一
室
を
設
く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
は
百
五
十
人
を
容
る
る
こ
と
を
得
。

別
棟
の
日
曜
学
校
建
物
は
階
下
は
双
子
室
四
室
、す
な
わ
ち
小
八
教
室
、幼
稚
園
室
、

教
師
室
及
び
事
務
室
を
備
え
階
上
の
講
堂
（
幅
員
約
四
十
余
坪
）
に
は
映
画
幻
燈
等

を
使
用
し
得
べ
き
設
備
を
為
し
、
其
傍
に
社
交
室
、
割
烹
室
、
休
憩
室
等
を
設
け
、

地
下
に
は
ボ
イ
ル
を
設
備
し
て
会
堂
及
び
本
館
の
ヒ
ー
ト
を
通
ず
。
こ
の
建
物
は
将

来
日
曜
学
校
事
業
が
、
教
会
の
堅
固
な
る
基
礎
た
る
べ
き
大
な
る
重
要
性
あ
る
に
鑑

み
、
敷
地
及
び
財
力
の
許
す
限
り
に
お
い
て
委
員
等
が
特
に
多
大
の
注
意
を
払
っ
た

も
の
で
あ
る
。‥

‥

こ
う
し
た
文
書
記
録
に
加
え

て
、
今
回
確
認
さ
れ
て
い
る

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
設

計
図
面
、
そ
し
て
年
史
に
収
録

さ
れ
て
い
る
古
写
真
等
の
記
録

が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
資
料
に
よ
っ
て
分
か
る
建
築

内
容
を
改
め
て
概
観
し
て
お
き

た
い
。

教
会
堂
の
建
築
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
、
外
観
は
擬
石
仕
上
げ
に

よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
、
ス
レ
ー
ト
葺

屋
根
の
建
築
で
、
東
を
正
面
と
し
て

玄
関
を
設
け
、
そ
の
脇
に
四
層
で
高

さ
二
〇
数
メ
ー
ト
ル
の
塔
を
配
置
し

て
い
た
。
間
口
約
十
三
メ
ー
ト
ル
、

東
西
の
奥
行
き
約
二
四
メ
ー
ト
ル
、

建
坪
三
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
五

坪
）
の
建
築
で
、
礼
拝
堂
は
一
、
二

階
席
を
合
わ
せ
て
一
五
〇
席
を
有
す
る

規
模
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ

て
、
玄
関
上
部
に
大
き
な
尖
り
ア
ー
チ

（
ラ
ン
セ
ッ
ト
・
ア
ー
チ
）
窓
を
置
き
、

塔
屋
に
は
二
連
の
長
大
な
ア
ー
チ
窓
、

中
世
の
城
壁
風
パ
ラ
ペ
ッ
ト
意
匠
、
尖

り
屋
根
な
ど
、
石
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を

範
と
し
た
意
匠
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

礼
拝
堂
正
面
は
半
円
形
の
プ
ロ
セ
ニ
ア

ム
ア
ー
チ
で
区
画
さ
れ
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト

教
会
の
形
式
に
従
っ
た
講
壇
を
設
け
、

南
北
壁
面
に
は
二
連
の
ア
ー
チ
窓
で
構

成
さ
れ
た
幅
六
尺
の
大
き
な
四
対
の
尖

り
ア
ー
チ
窓
が
並
び
、
背
面
の
二
階
席

ギ
ャ
ラ
リ
ー
上
部
に
は
外
観
正
面
上
部
に
置
か
れ
て
い
た
尖
頂
ア
ー
チ
の
飾
り
窓
が
開
か
れ

て
い
た
。
そ
し
て
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
小
屋
組
み
架
構
と
し
て
三
連
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー

ム
・
ト
ラ
ス
を
架
け
た
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
（
化
粧
屋
根
裏
）
の
構
成
で
、
ア
ー
チ
状
の
曲

が
り
梁
、
接
合
部
の
装
飾
的
意
匠
、
四
つ
の
屋
根
窓
な
ど
あ
り
、
鉄
部
材
で
補
強
さ
れ
た
特

色
の
あ
る
洋
式
木
造
ト
ラ
ス
の
構
造
で
あ
っ
た
。

日
曜
学
校
の
棟
は
教
会
堂
の
西
面
に
接
し
て
建
つ
木
造
二
階
建
て
、
一
部
に
地
階
を
設
け

た
建
築
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
教
会
堂
に
従
っ
て
擬
石
仕
上
げ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
と
る
が
、
側
壁
は
モ
ル
タ

ル
塗
り
壁
、
ス
レ
ー
ト
葺
屋
根
で
、
西
面
に
は
屋
根
よ
り
高
く
煙
突
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
。

南
の
源
太
堀
通
り
に
面
し
て
玄
関
を
構
え
、
間
口
約
十
一
メ
ー
ト
ル
、
東
西
の
奥
行
き
約
二

七
メ
ー
ト
ル
、
建
坪
三
〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
二
坪
）
の
規
模
で
あ
っ
た
。

諸
室
の
用
途
は
『
五
十
年
史
』
に
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
玄
関
か
ら
館
内
を
歩
く
よ

う
に
見
て
み
よ
う
。
玄
関
に
つ
づ
い
て
、
奥
行
き
の
深
い
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
正
面
が
事

務
室
、
西
側
に
は
「
幼
稚
園
・Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
と
記
さ
れ
た
十
五
坪
ほ
ど
の
広
間
が
あ
っ
た
。
こ

の
広
間
に
は
立
派
な
暖
炉
や
書
棚
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
階
の
講
堂
と
並
ぶ
多
用
途

の
中
心
的
な
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ホ
ー
ル
か
ら
南
に
廊
下
が
伸
び
、
四
つ
の
教
室
（
各

二
室
に
分
け
ら
れ
る
）
等
が
並
ん
で
い
た
。
二
階
に
は
階
段
に
続
く
ホ
ー
ル
と
、
演
壇
を
備

え
た
講
堂
、
社
交
室
等
が
あ
っ
た
。
講
堂
背
後
（
北
面
）
は
間
仕
切
り
折
れ
戸
で
、
そ
れ
を

開
く
と
一
室
空
間
と
な
り
三
〇
〇
人
（capacity 300 

と
記
さ
れ
て
い
る
）
を
想
定
し
た
広

さ
で
あ
っ
た
。
講
堂
の
天
井
は
大
き
な
ヴ
ォ
ー
ル
ト
（
カ
マ
ボ
コ
型
）
で
側
壁
よ
り
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
で
支
持
さ
れ
、
天
井
裏
に
納
め
た
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
の
小
屋
組
み
に
よ
っ
て
幅
十

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
（
三
七
・
五
尺
と
あ
り
、
礼
拝
堂
の
三
六
尺
よ
り
長
い
）
あ
る
梁
間
を
構

成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

■　

建
築
的
特
色　

―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
教
会
堂
建
築
と
し
て―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
設
計
作
品

と
し
て
、
戦
前
期
に
お
い
て
お
よ
そ
一
四
〇
棟
の
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
を
設
計
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
数
例
は
『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
作
品
集
』（
城
南
書
院
、
一
九
三
七
年
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
大
阪
基
督
教
会
（
一
九
二
一
年
竣
工
）、
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
（
一
九
二
八
年
竣

工
）、
博
愛
社
礼
拝
堂
（
一
九
三
五
年
竣
工
）
な
ど
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
代
表
作
品
に
数
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
数
多

く
の
住
宅
建
築
と
と
も
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
活
動
の
主
た
る
部
分
を
な
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
誌“The O

m
i 

M
ustard‐

Seed”

（
一
九
二
八
年
二
月
号
）
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
し
て
取
り
あ
げ
て
お
り
、

一
月
十
五
日
の
献
堂
式
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
じ
め
村
田

幸
一
郎
、
仲
間
氏
ら
が
出
席
し
た
こ
と
な
ど
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
興
味

深
い
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
拙
訳
に
て
そ
の
概
要
を
こ
こ
に
記
す
。

‥
‥

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
新
し
い
教
会
堂
で
あ
り
、
そ
れ
は

日
本
の
教
会
堂
に
お
い
て
、
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
質
と
完
成
度
を
備
え
て

い
る
。
別
棟
で
あ
る
が
つ
な
が
っ
て
い
る
日
曜
学
校
と
社
会
活
動
の
た
め
の
別
棟
が

あ
り
、
教
室
、
談
話
室
、
講
堂
、
台
所
、
そ
し
て
管
理
人
室
が
あ
り
、
全
て
に
ス
チ
ー

ム
暖
房
な
ど
近
代
的
設
備
を
備
え
て
い
る
。
講
堂
は
堂
々
と
し
教
会
的
雰
囲
気
を
も

つ
も
の
で
日
本
の
教
会
施
設
と
し
て
は
希
な
も
の
で
あ
ろ
う
。‥

‥

構
造
、
意
匠
共
に
充
実
し
た
内
容
の
教
会
堂
と
設
備
の
整
っ
た
日
曜
学
校
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
「
日
本
の
教
会
堂
に
お
け
る
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
い
う
言
葉
で
、
模
範
的
作

品
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
戦
前
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、
先
述
し
た

よ
う
に
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
仕
事
と
し
て
約
一
四

〇
棟
を
数
え
ら
れ
て
い
る
。
膨
大
な
数
と
い
え
る
が
そ
の
過
半
は
割
合
小
規
模
な
木
造
に
よ

る
建
築
で
あ
り
、
初
期
に
お
い
て
は
煉
瓦
造
建
築
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
教
会
堂
と
並
ぶ
規

模
を
有
す
る
主
な
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
建
築
と
し
て
、十
件
の
教
会
堂
建
築
の
概
要
（
教
会
名
、

設
計
年
、
主
構
造
、
外
観
様
式
、
ト
ラ
ス
小
屋
組
構
造
）
を
こ
こ
に
挙
げ
て
み
た
。

一　

洛
陽
教
会　

一
九
一
二
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

二　

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
京
都
教
会
（
京
都
御
幸
町
教
会
）　

一
九
一
三
年
／
煉
瓦
造
／
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

三　

明
治
学
院
礼
拝
堂　

一
九
一
五
年
／
煉
瓦
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス

四　

大
阪
基
督
教
会
（
大
阪
教
会
）
一
九
一
八
年
設
計
、
一
九
二
一
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
併
用
煉
瓦
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

五　

救
世
軍
本
営
（
東
京
）　

一
九
一
九
年
／
煉
瓦
造

六　

豊
岡
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会　

一
九
二
一
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・

ト
ラ
ス

七　

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
　
一
九
二
六
年
設
計
、
一
九
二
七
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

八　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会　

一
九
二
七
年
設
計
、
一
九
二
九
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

九　

京
都
復
活
教
会　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン

マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

十　

博
愛
社
礼
拝
堂　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

こ
う
し
た
作
例
に
見
る
よ
う
に
煉
瓦
造
建
築
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
へ
の
移
行
、
そ

し
て
伝
統
的
様
式
に
よ
る
教
会
堂
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
が
優
勢
で
あ
り
、
小
屋
組
み
ト
ラ
ス

を
表
す
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
の
礼
拝
堂
と
す
る
場
合
に
は
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
の
活

用
の
多
い
こ
と
が
凡
そ
の
傾
向
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
設
計

さ
れ
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
堂
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大
震
災
後
の
耐

震
化
構
造
へ
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
教
会
堂
建
築
の
初
期
に
お

け
る
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
階
段
の
造
作
、
礼
拝
堂
の
窓
建
具
な
ど
木
材
が
多
用
さ

れ
て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
と
は
い
え
、
礼
拝
堂
内
は
オ
ー
ク
の
床
板
、
オ
ー
ク
材
（
？
）

の
腰
板
張
り
、
木
製
に
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
意
匠
の
ア
ー
チ
窓
な
ど
に
よ
り
、
伝
統
的
表
現
を

よ
く
留
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
雰
囲
気
を
現
存
す
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
で
探
す

と
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
建
て
ら
れ
た
明
治
学
院
礼
拝
堂
が
類
例
と
い
え
よ
う
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
つ
づ
く
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
の
設
計
に
よ
る
神
戸
ユ
ニ
オ

ン
教
会
の
建
築
は
構
造
、
意
匠
に
お
い
て
類
似
性
が
あ
る
が
、
構
造
及
び
材
質
の
近
代
化
が

図
ら
れ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ス
テ
ィ
ー
ル
・
サ
ッ
シ
の
積
極
的
な
活
用
へ
と
向
か
っ
て
い

る
。と

こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
の
設
計
に
つ
い
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
観
が
述
べ
ら
れ

た
も
の
に
次
の
二
編
が
あ
る
。

一　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ（
吉
田
悦
蔵
訳
）「
現
代
日
本
に
於
け
る
基
督
教
教
会
建
築
に
就
い
て
」『
湖

畔
之
声
』（
大
正
十
三
年
九
月
）

二　

豊
田
清
次
(5)
「
教
会
建
築
六
十
」『
湖
畔
之
声
』（
昭
和
六
年
十
一
月
）

共
に
『
湖
畔
之
声
』
誌
の
読
者
、
即
ち
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
係
者
に
向
け
た
も
の
で
、
当

時
に
お
け
る
教
会
活
動
の
傾
向
、
教
会
建
築
の
機
能
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い

も
の
で
あ
る
。

そ
の
要
点
を
次
に
記
す
と
、
前
稿
で
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
「
欧
米
の
教
会
堂
に
劣
ら
な
い
姿
を

も
っ
て
い
る
も
の
」
と
し
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
っ
た
「
大
阪
基
督
教
会
」（
一

九
二
二
年
、大
阪
）
と
と
も
に
、「
聖
光
会
教
会
堂
」（
川
口
基
督
教
会
、W
．ウ
ィ
ル
ソ
ン
設
計
、

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
大
阪
）、「
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」（
神
戸
栄
光
教
会
、
曾

禰
中
条
建
築
事
務
所
設
計
、
一
九
二
三
年
、
神
戸)

の
三
例
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
意
匠
、

構
造
が
適
切
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

‥
‥

日
曜
学
校
や
社
会
事
業
の
為
、
又
は
現
代
教
会
と
し
て
の
、
活
動
的
方
面
の

い
ろ
い
ろ
の
部
門
に
対
し
て
非
常
に
よ
く
、
設
備
が
行
届
い
て
居
る
も
の
が
出
来
て

来
ま
し
た
。
大
阪
基
督
教
会
や
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
如
き
は
そ
の
第
一
階

が
全
部
日
曜
学
校
事
業
の
た
め
に
提
供
さ
れ
て
居
ま
す
、
そ
し
て
教
会
の
礼
拝
堂
の

後
部
に
於
て
は
各
階
に
亘
り
い
ろ
い
ろ
の
部
室
が
備
わ
っ
て
居
ま
す
。‥

‥

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
教
会
堂
に
付
設
さ
れ
た
設
備
の
充
実
度
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
の
豊
田
稿
は
、「
我
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
は
過
去
二
十
有
余
年
間
に
六
十
有
箇
所

の
教
会
堂
建
物
を
完
成
し
て
参
り
ま
し
た
。」
と
い
う
実
績
か
ら
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
前
稿
と

同
様
、
教
会
建
築
の
機
能
、
構
造
、
美
の
表
現
に
つ
い
て
建
築
設
計
の
要
点
を
述
べ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
機
能
へ
の
対
応
と
美
の
表
現
に
つ
い
て
の
次
の
指
摘
が
注
目
さ

れ
る
。

教
会
は
教
会
ら
し
く
、
宗
教
的
を
本
意
と
す
る
基
督
教
会
館
は
其
精
神
を
失
は
な

い
程
度
に
、
美
の
表
現
を
建
物
に
明
瞭
に
表
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 ‥

‥
‥

其
表

現
の
爲
に
宗
教
的
装
飾
を
、
複
雑
な
ら
ぬ
様
に
施
さ
ね
ば
な
ら
ん
の
で
あ
り
ま
す
。

‥
‥

つ
ま
り
、キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、会
堂
で
の
礼
拝
を
主
と
す
る
宗
教
的
行
事
に
止
ま
ら
ず
、

種
々
の
キ
リ
ス
ト
教
活
動
に
対
応
す
る
多
様
化
の
充
実
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
活
動
に
よ
り
琵
琶
湖
沿
岸
の
町
々
に
設
立
さ

れ
た
「
基
督
教
会
館
」
は
教
会
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
を
融
合
し
た
性
格
を
も
っ
た
施
設
で
あ
り
、 

W
．M
．ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
窺
え
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
設
計
活
動

の
盛
期
と
見
ら
れ
る
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
教
会
堂
建
築
に
お
い
て
は
充
実
し
た

講
堂
を
備
え
た
日
曜
学
校
棟
を
併
設
し
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
構
成
に
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の

教
会
建
築
に
お
け
る
特
色
が
鮮
明
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

■　

比
較
さ
れ
る
類
例

１　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
移
転
地
と
し
て
神
戸
市
中
央
区
生
田
町
の
地
を
入
手
し
た
の
は
、

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
工
事
の
進
む
年
の
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
で
、
間
も
な
く

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
そ
の
設
計
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
に
着
工
さ
れ
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
六
月
に
竣
工
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

建
物
で
、
西
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
中
央
辺
り
に
玄
関
を
開
き
そ
の
北
側
に
教
会
堂
、
南

側
に
付
属
棟
が
あ
り
、
幼
稚
園
と
牧
師

館
を
収
め
て
い
た
。
教
会
堂
は
礼
拝
堂

を
二
階
に
置
き
、
一
階
を
日
曜
学
校
施

設
と
し
、
集
会
室
及
び
教
室
等
、
そ
し

て
礼
拝
堂
に
導
く
階
段
を
配
置
し
て
い

た
。つ

ま
り
、こ
の
教
会
堂
建
築
は
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
に
よ
る
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に

続
い
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、
建
築
様
式
、

意
匠
、
そ
し
て
日
曜
学
校
施
設
等
の
計

画
性
に
お
い
て
類
似
点
が
多
く
、
か
つ

共
に
優
れ
た
質
を
備
え
た
教
会
建
築
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
意
匠
に
お
い
て
は
教

会
堂
正
面
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
ト

レ
ー
サ
リ
ー
（
装
飾
）
を
も
つ
尖
頂
ア
ー

チ
、
塔
上
部
の
二
連
の
窓
や
パ
ラ
ペ
ッ

ト
の
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
小
屋
組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
な
ど
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス

ト
教
会
と
ほ
ぼ
同
種
の
意
匠
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
活

用
で
は
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
付
属
屋
を
含
め
て
一
層
進
ん
で
お
り
、
窓
建
具
は
ス
テ
ィ
ー

ル
・
サ
ッ
シ
ュ
窓
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
建
築
に
よ
り
、
昭
和
初
期
の
教
会
堂
建
築

に
お
け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
及
び
意
匠
に
わ
た
る
導
入
状
況
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

本
教
会
堂
は
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
六
月
の
戦
火
で
焼
失
し
た
が
、
戦
後
に
復
旧
を
目

指
し
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
至
っ
て
屋
根
を
再
建
し
て
い
る
が
、
当
初
の
ト
ラ
ス

に
替
え
て
幾
分
シ
ン
プ
ル
な
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

後
年
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
教
会
が
移
転
の
後
、
兵
庫
県
南
部
震
災
を
受
け
た
が

耐
え
て
残
り
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
よ
り
ベ
ー
カ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
生
活

用
さ
れ
て
い
る
。

２　

京
都
復
活
教
会

本
教
会
は
日
本
聖
公
会
の
伝
道
に
よ
り
開
か
れ
た
も
の
で
、
京
都
市
北
区
紫
野
の
敷
地
を

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
得
て
、
間
も
な
く
木
造
の
仮
建
築
で
教
会
堂
と
幼
稚
園
を
建
て

活
動
し
た
。
そ
の
活
動
は
進
展
し
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
は
語
学
学
校
が
開
か
れ
、

復
活
学
園
と
称
さ
れ
た
。
そ
の
頃
に
新
た
な
建
築
計
画
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
り

作
成
さ
れ
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
着
工
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
十
月
に
竣
工

し
た
も
の
で
あ
る
。

北
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
北
西
角
に
玄
関
ホ
ー
ル
を
収
め
た
塔
（
ピ
ー
ス
・
タ
ワ
ー
と

称
さ
れ
て
い
る
）、
西
側
に
教
会
堂
、
ホ
ー
ル
に
接
続
し
て
北
側
に
園
舎
が
Ｌ
字
型
に
置
か
れ

て
い
る
。
塔
及
び
教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
礼
拝
堂
は
平
屋
で
あ
る
が
塔
は
三

階
建
て
と
な
っ
て
い
る
。
教
会
堂
の
規
模
は
幅
二
四
・
三
尺
と
や
や
小
規
模
で
あ
り
、
小
屋

組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
は
幾
分
簡
素
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
園
舎
は

木
造
二
階
建
て
、
東
側
に
は
大
き
な
講
堂
兼
幼
稚
園
遊
戯
室
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

本
教
会
は
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
比
べ
て
、
建
築
年
に
お
い
て
は
数
年
下
る
も
の
で

あ
る
が
、
先
の
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
と
同
様
に
、
建
築
の
計
画
性
な
ど
類
似
点
の
多
い
も
の

な
の
で
あ
る
。
ま
た
復
活
学
園
と
し
て
昭
和
初
期
に
行
わ
れ
た
語
学
学
校
、
健
康
相
談
な
ど

も
注
目
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
活
動
は
戦
時
下
に
お
い
て
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
現
在
に
お
い
て
も
地
域
に
根
ざ
す
教
会
の
特
色
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
京
都
に

在
る
復
活
教
会
と
幼
稚
園
は
戦
火
を
免
れ

た
こ
と
で
、
現
在
も
当
初
の
建
築
を
良
く

維
持
活
用
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
貴

重
な
建
築
で
あ
り
、
教
会
堂
で
は
昭
和
初

期
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
の
表
現
と
し
て
、
ま
た
園
舎

で
は
木
構
造
及
び
木
製
の
建
具
、
階
段
な

ど
柔
ら
か
い
表
情
を
見
せ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
建
築
の
特
色
を
今
に
伝
え
る
歴
史
的
建

築
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

＊

こ
う
し
た
類
例
に
よ
り
、
広
島
メ
ソ
ヂ

ス
ト
教
会
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
昭
和
初

期
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
け
る
先
取
的
作
例

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
り
、
そ

の
設
計
に
お
け
る
特
色
は
残
さ
れ
た
建
築

図
面
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
理
解
さ
れ
記

録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

■　

建
築
設
計
図
面
よ
り

現
存
す
る
主
要
図
面
五
三
枚
に
は
縮
尺

１
／
50
の
基
本
設
計
図
面
と
縮
尺
１
／
20
、
１
／
10
、
１
／
１
等
の
詳
細
設
計
図
、
数
枚
の

構
造
設
計
図
面
が
あ
り
、
主
な
る
図
面
に
は
図
面
番
号
（
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
・
ナ
ン
バ
ー
）
が

付
さ
れ
て
い
る
。（
そ
の
番
号
の
欠
番
よ
り
、
数
枚
の
欠
落
図
面
の
あ
る
こ
と
も
分
か
る
）

基
本
設
計
図
面
は
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
に
よ
る
も
の
で
、
建
築
全
体
の
概
要
が
分

か
る
。
そ
し
て
種
々
の
詳
細
設
計
図
面
に
よ
り
意
匠
及
び
仕
様
の
細
部
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
図
面
に
お
け
る
記
録
よ
り
、
本
建
築
の
意
匠
設
計
上
の
特
色
と
し
て
次
の
三
点
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。

一　

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ
て
、
細
部
意
匠
の
例
え
ば
、
木
製
飾
り
窓
ト
レ
ー
サ
リ
ー
（
刳

形
透
か
し
）、
外
観
に
お
け
る
モ
ル
タ
ル
セ
メ
ン
ト
洗
い
出
し
仕
上
げ
に
よ
る
刳
形
意

匠
、木
製
ト
ラ
ス
部
材
端
部
の
装
飾
な
ど
、入
念
で
上
質
な
設
計
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二　

構
造
躯
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木
材
に
よ
る
造
作
及
び
建
具
に
加
え
て
、
補
強

鉄
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ス
補
強
金
物
、
塔
小
屋
組
の
補
強

金
物
、
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
床
支
持
柱
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
鉄
パ
イ
プ
柱
補
強
な
ど
が

あ
る
。

三　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
設
計
に
お
け
る
建
物
活
用
上
の
工
夫
と
質
を
保
持

す
る
た
め
の
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
二
階
床
下
に
お
け
る
遮
音
床

仕
様
、
窓
下
に
収
め
ら
れ
た
腰
掛
及
び
収
納
設
備
。
階
段
下
部
に
収
め
ら
れ
た
靴
箱
。

サ
ニ
タ
リ
ー
・
コ
ー
ナ
ー
と
い
わ
れ
る
幅
木
下
段
の
湾
曲
面
、
壁
面
に
つ
け
ら
れ
る

ピ
ク
チ
ャ
ー
・
レ
ー
ル
、
チ
ェ
ア
ー
・
レ
ー
ル
の
設
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

図
面
に
は
道
路
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
た
門
塀
の
図
も
あ
る
。
低
い
煉
瓦
積
み
腰
壁
上
部
に

は
瀟
洒
な
鉄
柵
を
付
す
も
の
で
あ
り
、
教
会
正
面
と
、
日
曜
学
校
正
面
に
は
門
扉
を
建
て
て

い
た
。
夫
々
の
門
柱
上
部
に
設
置
さ
れ
た
灯
具
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
図
面
が
あ
り
色
鉛
筆
に
よ

る
彩
色
画
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
色
彩
に
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
暮
れ
に
竣
工
し
た
当

時
の
教
会
堂
の
イ
メ
ー
ジ
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
図
面
か
ら
読
み
取
れ
る

内
容
は
真
に
多
い
の
で
あ
る
。
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■　

は
じ
め
に

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
（
近
江
八
幡
）
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中

央
教
会
、
す
な
わ
ち
現
在
の
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
の
前
身
に
当
た
る
教
会
堂
建
築

に
関
す
る
鮮
明
な
複
写
図
面
五
三
枚
が
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
四
月
に
図
面
の
所
有

者
で
あ
る
一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
広
島
市
公
文
書
館
に
所
与
さ
れ
収
め
ら
れ

て
い
る
。建
築
図
面
の
タ
イ
ト
ル
は “H

IRO
SH

IM
A M

ETH
O

D
IST CH

U
RCH

”

と
あ
り
、

こ
こ
で
は
「
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」
と
記
す
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
ら
は
当
市
に
お
い
て
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
建
て
ら
れ
、
原
爆
に
よ
る
被
災
焼
失
と
い
う
危
機
を
経
て
、
戦
後

数
回
に
わ
た
っ
て
修
復
と
復
興
を
果
た
し
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
ま
で
上
流
川
町
八

番
地
に
所
在
し
た
流
川
教
会
の
建
築
を
伝
え
て
い
る
主
要
図
面
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
古
図
面
原
図
は
、
か
つ
て
近
江
兄
弟
社
（
近
江
八
幡
市
）
に
伝
わ
っ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
昭
和
五
〇（
一
九
七
五
）
年
に
調
査
及
び
史
料
と
し
て
保
管
の
た
め
大
阪
芸
術
大

学
に
移
さ
れ
、
近
年
は
大
阪
芸
術
大
学
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ（W

illiam
 M

errel Vories, 

一
八
八
〇
〜
一
九
六
四
）

は
、
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
レ
ブ
ン
ワ
ー
ス
に
生
ま
れ
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
哲
学
を
学
び
卒
業
後
、

キ
リ
ス
ト
教
の
海
外
伝
道
を
志
し
つ
つ
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
滋
賀
県
立
商
業
学
校

英
語
教
師
と
し
て
来
日
。
そ
の
後
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
建
築
設
計
監
督
事
務
所
、

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
設
立
し
、
米
国
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
連
す
る
建
築
設
計
を
中
心
と
し
た
事
業
を
始
め
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
伝
道

活
動
の
た
め
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
近
江
兄
弟
社
）
を
起
こ
し
、

建
築
と
伝
道
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
近
江
八
幡
を
拠
点
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
伝

道
で
は
琵
琶
湖
を
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
行
く
湖
畔
の
伝
道
が
注
目
さ
れ
る
が
、
建
築
設
計
活

動
は
全
国
へ
と
広
が
り
、大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
を
設
立
し
、

キ
リ
ス
ト
教
会
堂
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
洋
風
住
宅
な
ど
、
多
数
の
設
計
作
品

を
各
地
に
残
し
て
い
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
お
け
る
設
計
件
数
は
約
一
〇
〇
〇
棟
を
数
え
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
建
築
設
計
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
は
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
活
動
の
精
神
的
支

柱
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
活
動
に
関
わ
る
建
築
で
あ
り
、
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
に
は
木
造
に
よ
る
比
較
的
小
規
模
な
建
築
も
少
な
く
な
い
が
、
初

期
に
お
け
る
煉
瓦
造
の
建
築
と
一
九
二
〇
年
代
中
期
以
降
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る

建
築
に
特
色
を
発
揮
し
た
。
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
そ
う
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建

築
に
お
い
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活
用
し
た
初
期
の
作
例
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
も

の
と
い
え
る
。

■　

沿
革

本
教
会
の
年
史
に
は
『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中
央
教
会
五
十
年
略
史
』（
昭
和
十
一
（
一

九
三
六
）
年
、
以
下
『
五
十
年
史
』
と
記
す
）、
お
よ
び
『
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
80

年
の
歩
み
』（
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
、
以
下
『
80
年
史
』
と
記
す
）
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
教
会
堂
建
築
の
沿
革
を
辿
る
こ
と
と
す
る
。

本
教
会
の
創
立
は
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
（
南
美
似
教
会
）
派
遣
の
宣
教
師
ラ
ン
バ
ス

父
子
に
よ
り
、
主
と
し
て
子
息
の
W
．R
．ラ
ン
バ
ス
の
支
援
と
砂
本
貞
吉
の
活
動
に
よ
り
明
治

二
〇（
一
八
八
七
）
年
に
市
内
西
大
工
町
（
現
榎
町
）
の
民
家
に
お
け
る
集
会
に
由
来
す
る
。

こ
の
集
会
は
同
時
に
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
よ
る
広
島
女
学
院
の
創
立
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
な
っ
た
。

本
教
会
は
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
至
り
、
紙
屋
町
一
二
〇
番
地
に
最
初
の
教
会
堂

建
築
を
建
て
て
移
転
し
、
さ
ら
に
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
は
二
代
目
の
教
会
堂
建
築
を

工
事
請
負
工
藤
久
太
郎
に
よ
り
、
初
代
教
会
堂
の
近
在
に
煉
瓦
造
に
よ
る
会
堂
を
新
築
し
移

転
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
更
な
る
教
会
の
建
築
移
転
が
課
題

と
さ
れ
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
新
た
な
土
地
と
し
て
上
流
川
町
八
番
地
（
源
太
堀

角 

現
鉄
砲
町
）
四
〇
七
坪
七
合
八
勺
が
取
得
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）

年
九
月
に
第
三
代
の
教
会
堂
と
な
る
建
築
設
計
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
と
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
状
況
に
つ
い
て
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

九
月
八
日
会
堂
建
築
実
行
委
員
会
を
開
き
建
築
請
負
業
藤
田
組
主
藤
田
一
郎
氏
も

出
席
し
て
、
こ
こ
に
工
事
請
負
に
関
し
協
議
折
衝
の
後
、
藤
田
組
を
し
て
請
け
負
わ

せ
る
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
得
て
契
約
を
領
す
。
翌
九
日
近
江
八
幡
ボ
ー
リ
ス
建
築

会
社
主
監
ボ
ー
リ
ス
及
び
技
師
村
田
幸
一
郎
氏
来
広
し
、
藤
田
組
技
師
と
共
に
実
地

縄
張
り
を
為
し
、
直
ち
に
基
礎
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
記
録
（
設
計
作
品
リ
ス
ト
）
に
よ
る
と
、大
正
十
四
（
一

九
二
五
）
年
九
月
の
日
付
に
て “H

iroshim
a M

eth.Ch. for M
r.Stew

art” 

と
あ
り
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
こ
の
計
画
に
際
し
て
大
正
十
四
年
九
月
よ
り
対
応
し
、
同
年
暮
れ
に
は
現
在

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
基
本
設
計
図
面
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
『
五
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
二
月
二
六
日
に
定
礎
式
、
六
月
十
九
日
に
上
棟
式
、
そ
し
て
十
二
月
三
日
に
工
事
竣
成
し

日
曜
学
校
ホ
ー
ル
に
て
感
謝
会
が
開
催
さ
れ
た
。
年
が
改
ま
り
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一

月
十
五
日
に
新
築
の
教
会
堂
に
お
い
て
献
堂
式
が
挙
行
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

以
来
、当
市
に
お
い
て
は
私
立
広
島
女
学
校
（
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
よ
り
広
島
女
学
院
）

の
発
展
と
共
に
教
会
活
動
も
進
展
し
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
は
本
教
会
及
び
広
島

女
学
院
共
に
盛
大
な
る
創
立
五
十
周
年
記
念
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
や
が
て
戦
時
下
を
歩
み
、

昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
八
月
六
日
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
よ
り
被
災
。
竣
工
よ
り
十
七
年

を
経
た
教
会
堂
は
焼
失
し
、
半
ば
崩
壊
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
体
の
み
が
残
留
す
る

甚
大
な
る
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
翌
年
春
よ
り
、
そ
の
跡
地
に
お
い
て
教
会
堂
の
礼
拝
が

再
開
さ
れ
、
間
も
な
く
屋
根
の
復
旧
が
為
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）

年
に
は
当
地
に
お
い
て
牧
師
館
の
新
築
、
並
び
に
教
会
堂
床
、
窓
が
修
復
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
は
焼
失
し
た
教
育
館
（
一
六
八
坪
）
が
新
築
さ
れ
、
つ
づ
い
て

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
は
当
初
の
建
築
工
事
を
担
当
し
た
藤
田
組
に
よ
る
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
、
教
育
館
と
並
び
建
つ
教
会
堂
が
蘇
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
春
に
は
、
創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

『
80
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
戦
後
期
に
お
け
る
復
旧
と
教
会
活
動
の
記
録
が
、

写
真
と
共
に
収
め
ら
れ
て
お
り
当
市
に
お
い
て
も
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

■　

建
築
の
概
要

上
流
川
町
に
お
け
る
第
三
次
の
本
教
会
堂
は
、
関
係
者
の
間
で
は
周
知
の
よ
う
に
当
敷
地

は
東
及
び
北
側
の
二
面
が
道
路
に
面
す
る
角
地
に
あ
り
、
西
側
奥
行
き
の
深
い
L
字
型
の
敷

地
に
在
っ
た
。
そ
の
東
寄
り
に
教
会
堂
を
置
き
、
背
後
に
接
し
て
西
寄
り
に
日
曜
学
校
の
棟

を
連
ね
る
二
棟
か
ら
な
る
建
築
で
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
は
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
は
次
の

よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
に
て
古
代
ゴ
シ
ッ
ク
式
を
加
味
し
教
会
堂
と
し

て
最
も
相
応
し
き
古
雅
な
も
の
で
あ
る
。
講
堂
の
幅
員
は
約
五
十
余
坪
に
し
て
裕
に

五
百
人
を
容
る
ヽ
座
席
を
備
へ
、
講
壇
及
び
玄
関
横
に
各
一
室
を
設
く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
は
百
五
十
人
を
容
る
る
こ
と
を
得
。

別
棟
の
日
曜
学
校
建
物
は
階
下
は
双
子
室
四
室
、す
な
わ
ち
小
八
教
室
、幼
稚
園
室
、

教
師
室
及
び
事
務
室
を
備
え
階
上
の
講
堂
（
幅
員
約
四
十
余
坪
）
に
は
映
画
幻
燈
等

を
使
用
し
得
べ
き
設
備
を
為
し
、
其
傍
に
社
交
室
、
割
烹
室
、
休
憩
室
等
を
設
け
、

地
下
に
は
ボ
イ
ル
を
設
備
し
て
会
堂
及
び
本
館
の
ヒ
ー
ト
を
通
ず
。
こ
の
建
物
は
将

来
日
曜
学
校
事
業
が
、
教
会
の
堅
固
な
る
基
礎
た
る
べ
き
大
な
る
重
要
性
あ
る
に
鑑

み
、
敷
地
及
び
財
力
の
許
す
限
り
に
お
い
て
委
員
等
が
特
に
多
大
の
注
意
を
払
っ
た

も
の
で
あ
る
。‥

‥

こ
う
し
た
文
書
記
録
に
加
え

て
、
今
回
確
認
さ
れ
て
い
る

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
設

計
図
面
、
そ
し
て
年
史
に
収
録

さ
れ
て
い
る
古
写
真
等
の
記
録

が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
資
料
に
よ
っ
て
分
か
る
建
築

内
容
を
改
め
て
概
観
し
て
お
き

た
い
。

教
会
堂
の
建
築
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
、
外
観
は
擬
石
仕
上
げ
に

よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
、
ス
レ
ー
ト
葺

屋
根
の
建
築
で
、
東
を
正
面
と
し
て

玄
関
を
設
け
、
そ
の
脇
に
四
層
で
高

さ
二
〇
数
メ
ー
ト
ル
の
塔
を
配
置
し

て
い
た
。
間
口
約
十
三
メ
ー
ト
ル
、

東
西
の
奥
行
き
約
二
四
メ
ー
ト
ル
、

建
坪
三
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
五

坪
）
の
建
築
で
、
礼
拝
堂
は
一
、
二

階
席
を
合
わ
せ
て
一
五
〇
席
を
有
す
る

規
模
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ

て
、
玄
関
上
部
に
大
き
な
尖
り
ア
ー
チ

（
ラ
ン
セ
ッ
ト
・
ア
ー
チ
）
窓
を
置
き
、

塔
屋
に
は
二
連
の
長
大
な
ア
ー
チ
窓
、

中
世
の
城
壁
風
パ
ラ
ペ
ッ
ト
意
匠
、
尖

り
屋
根
な
ど
、
石
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を

範
と
し
た
意
匠
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

礼
拝
堂
正
面
は
半
円
形
の
プ
ロ
セ
ニ
ア

ム
ア
ー
チ
で
区
画
さ
れ
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト

教
会
の
形
式
に
従
っ
た
講
壇
を
設
け
、

南
北
壁
面
に
は
二
連
の
ア
ー
チ
窓
で
構

成
さ
れ
た
幅
六
尺
の
大
き
な
四
対
の
尖

り
ア
ー
チ
窓
が
並
び
、
背
面
の
二
階
席

ギ
ャ
ラ
リ
ー
上
部
に
は
外
観
正
面
上
部
に
置
か
れ
て
い
た
尖
頂
ア
ー
チ
の
飾
り
窓
が
開
か
れ

て
い
た
。
そ
し
て
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
小
屋
組
み
架
構
と
し
て
三
連
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー

ム
・
ト
ラ
ス
を
架
け
た
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
（
化
粧
屋
根
裏
）
の
構
成
で
、
ア
ー
チ
状
の
曲

が
り
梁
、
接
合
部
の
装
飾
的
意
匠
、
四
つ
の
屋
根
窓
な
ど
あ
り
、
鉄
部
材
で
補
強
さ
れ
た
特

色
の
あ
る
洋
式
木
造
ト
ラ
ス
の
構
造
で
あ
っ
た
。

日
曜
学
校
の
棟
は
教
会
堂
の
西
面
に
接
し
て
建
つ
木
造
二
階
建
て
、
一
部
に
地
階
を
設
け

た
建
築
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
教
会
堂
に
従
っ
て
擬
石
仕
上
げ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
と
る
が
、
側
壁
は
モ
ル
タ

ル
塗
り
壁
、
ス
レ
ー
ト
葺
屋
根
で
、
西
面
に
は
屋
根
よ
り
高
く
煙
突
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
。

南
の
源
太
堀
通
り
に
面
し
て
玄
関
を
構
え
、
間
口
約
十
一
メ
ー
ト
ル
、
東
西
の
奥
行
き
約
二

七
メ
ー
ト
ル
、
建
坪
三
〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
二
坪
）
の
規
模
で
あ
っ
た
。

諸
室
の
用
途
は
『
五
十
年
史
』
に
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
玄
関
か
ら
館
内
を
歩
く
よ

う
に
見
て
み
よ
う
。
玄
関
に
つ
づ
い
て
、
奥
行
き
の
深
い
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
正
面
が
事

務
室
、
西
側
に
は
「
幼
稚
園
・Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
と
記
さ
れ
た
十
五
坪
ほ
ど
の
広
間
が
あ
っ
た
。
こ

の
広
間
に
は
立
派
な
暖
炉
や
書
棚
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
階
の
講
堂
と
並
ぶ
多
用
途

の
中
心
的
な
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ホ
ー
ル
か
ら
南
に
廊
下
が
伸
び
、
四
つ
の
教
室
（
各

二
室
に
分
け
ら
れ
る
）
等
が
並
ん
で
い
た
。
二
階
に
は
階
段
に
続
く
ホ
ー
ル
と
、
演
壇
を
備

え
た
講
堂
、
社
交
室
等
が
あ
っ
た
。
講
堂
背
後
（
北
面
）
は
間
仕
切
り
折
れ
戸
で
、
そ
れ
を

開
く
と
一
室
空
間
と
な
り
三
〇
〇
人
（capacity 300 

と
記
さ
れ
て
い
る
）
を
想
定
し
た
広

さ
で
あ
っ
た
。
講
堂
の
天
井
は
大
き
な
ヴ
ォ
ー
ル
ト
（
カ
マ
ボ
コ
型
）
で
側
壁
よ
り
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
で
支
持
さ
れ
、
天
井
裏
に
納
め
た
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
の
小
屋
組
み
に
よ
っ
て
幅
十

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
（
三
七
・
五
尺
と
あ
り
、
礼
拝
堂
の
三
六
尺
よ
り
長
い
）
あ
る
梁
間
を
構

成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

■　

建
築
的
特
色　

―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
教
会
堂
建
築
と
し
て―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
設
計
作
品

と
し
て
、
戦
前
期
に
お
い
て
お
よ
そ
一
四
〇
棟
の
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
を
設
計
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
数
例
は
『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
作
品
集
』（
城
南
書
院
、
一
九
三
七
年
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
大
阪
基
督
教
会
（
一
九
二
一
年
竣
工
）、
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
（
一
九
二
八
年
竣

工
）、
博
愛
社
礼
拝
堂
（
一
九
三
五
年
竣
工
）
な
ど
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
代
表
作
品
に
数
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
数
多

く
の
住
宅
建
築
と
と
も
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
活
動
の
主
た
る
部
分
を
な
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
誌“The O

m
i 

M
ustard‐

Seed”

（
一
九
二
八
年
二
月
号
）
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
し
て
取
り
あ
げ
て
お
り
、

一
月
十
五
日
の
献
堂
式
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
じ
め
村
田

幸
一
郎
、
仲
間
氏
ら
が
出
席
し
た
こ
と
な
ど
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
興
味

深
い
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
拙
訳
に
て
そ
の
概
要
を
こ
こ
に
記
す
。

‥
‥

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
新
し
い
教
会
堂
で
あ
り
、
そ
れ
は

日
本
の
教
会
堂
に
お
い
て
、
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
質
と
完
成
度
を
備
え
て

い
る
。
別
棟
で
あ
る
が
つ
な
が
っ
て
い
る
日
曜
学
校
と
社
会
活
動
の
た
め
の
別
棟
が

あ
り
、
教
室
、
談
話
室
、
講
堂
、
台
所
、
そ
し
て
管
理
人
室
が
あ
り
、
全
て
に
ス
チ
ー

ム
暖
房
な
ど
近
代
的
設
備
を
備
え
て
い
る
。
講
堂
は
堂
々
と
し
教
会
的
雰
囲
気
を
も

つ
も
の
で
日
本
の
教
会
施
設
と
し
て
は
希
な
も
の
で
あ
ろ
う
。‥

‥

構
造
、
意
匠
共
に
充
実
し
た
内
容
の
教
会
堂
と
設
備
の
整
っ
た
日
曜
学
校
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
「
日
本
の
教
会
堂
に
お
け
る
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
い
う
言
葉
で
、
模
範
的
作

品
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
戦
前
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、
先
述
し
た

よ
う
に
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
仕
事
と
し
て
約
一
四

〇
棟
を
数
え
ら
れ
て
い
る
。
膨
大
な
数
と
い
え
る
が
そ
の
過
半
は
割
合
小
規
模
な
木
造
に
よ

る
建
築
で
あ
り
、
初
期
に
お
い
て
は
煉
瓦
造
建
築
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
教
会
堂
と
並
ぶ
規

模
を
有
す
る
主
な
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
建
築
と
し
て
、十
件
の
教
会
堂
建
築
の
概
要
（
教
会
名
、

設
計
年
、
主
構
造
、
外
観
様
式
、
ト
ラ
ス
小
屋
組
構
造
）
を
こ
こ
に
挙
げ
て
み
た
。

一　

洛
陽
教
会　

一
九
一
二
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

二　

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
京
都
教
会
（
京
都
御
幸
町
教
会
）　

一
九
一
三
年
／
煉
瓦
造
／
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

三　

明
治
学
院
礼
拝
堂　

一
九
一
五
年
／
煉
瓦
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス

四　

大
阪
基
督
教
会
（
大
阪
教
会
）
一
九
一
八
年
設
計
、
一
九
二
一
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
併
用
煉
瓦
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

五　

救
世
軍
本
営
（
東
京
）　

一
九
一
九
年
／
煉
瓦
造

六　

豊
岡
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会　

一
九
二
一
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・

ト
ラ
ス

七　

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
　
一
九
二
六
年
設
計
、
一
九
二
七
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

八　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会　

一
九
二
七
年
設
計
、
一
九
二
九
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

九　

京
都
復
活
教
会　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン

マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

十　

博
愛
社
礼
拝
堂　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

こ
う
し
た
作
例
に
見
る
よ
う
に
煉
瓦
造
建
築
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
へ
の
移
行
、
そ

し
て
伝
統
的
様
式
に
よ
る
教
会
堂
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
が
優
勢
で
あ
り
、
小
屋
組
み
ト
ラ
ス

を
表
す
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
の
礼
拝
堂
と
す
る
場
合
に
は
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
の
活

用
の
多
い
こ
と
が
凡
そ
の
傾
向
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
設
計

さ
れ
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
堂
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大
震
災
後
の
耐

震
化
構
造
へ
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
教
会
堂
建
築
の
初
期
に
お

け
る
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
階
段
の
造
作
、
礼
拝
堂
の
窓
建
具
な
ど
木
材
が
多
用
さ

れ
て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
と
は
い
え
、
礼
拝
堂
内
は
オ
ー
ク
の
床
板
、
オ
ー
ク
材
（
？
）

の
腰
板
張
り
、
木
製
に
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
意
匠
の
ア
ー
チ
窓
な
ど
に
よ
り
、
伝
統
的
表
現
を

よ
く
留
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
雰
囲
気
を
現
存
す
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
で
探
す

と
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
建
て
ら
れ
た
明
治
学
院
礼
拝
堂
が
類
例
と
い
え
よ
う
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
つ
づ
く
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
の
設
計
に
よ
る
神
戸
ユ
ニ
オ

ン
教
会
の
建
築
は
構
造
、
意
匠
に
お
い
て
類
似
性
が
あ
る
が
、
構
造
及
び
材
質
の
近
代
化
が

図
ら
れ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ス
テ
ィ
ー
ル
・
サ
ッ
シ
の
積
極
的
な
活
用
へ
と
向
か
っ
て
い

る
。と

こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
の
設
計
に
つ
い
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
観
が
述
べ
ら
れ

た
も
の
に
次
の
二
編
が
あ
る
。

一　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ（
吉
田
悦
蔵
訳
）「
現
代
日
本
に
於
け
る
基
督
教
教
会
建
築
に
就
い
て
」『
湖

畔
之
声
』（
大
正
十
三
年
九
月
）

二　

豊
田
清
次
(5)
「
教
会
建
築
六
十
」『
湖
畔
之
声
』（
昭
和
六
年
十
一
月
）

共
に
『
湖
畔
之
声
』
誌
の
読
者
、
即
ち
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
係
者
に
向
け
た
も
の
で
、
当

時
に
お
け
る
教
会
活
動
の
傾
向
、
教
会
建
築
の
機
能
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い

も
の
で
あ
る
。

そ
の
要
点
を
次
に
記
す
と
、
前
稿
で
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
「
欧
米
の
教
会
堂
に
劣
ら
な
い
姿
を

も
っ
て
い
る
も
の
」
と
し
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
っ
た
「
大
阪
基
督
教
会
」（
一

九
二
二
年
、大
阪
）
と
と
も
に
、「
聖
光
会
教
会
堂
」（
川
口
基
督
教
会
、W
．ウ
ィ
ル
ソ
ン
設
計
、

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
大
阪
）、「
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」（
神
戸
栄
光
教
会
、
曾

禰
中
条
建
築
事
務
所
設
計
、
一
九
二
三
年
、
神
戸)

の
三
例
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
意
匠
、

構
造
が
適
切
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

‥
‥

日
曜
学
校
や
社
会
事
業
の
為
、
又
は
現
代
教
会
と
し
て
の
、
活
動
的
方
面
の

い
ろ
い
ろ
の
部
門
に
対
し
て
非
常
に
よ
く
、
設
備
が
行
届
い
て
居
る
も
の
が
出
来
て

来
ま
し
た
。
大
阪
基
督
教
会
や
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
如
き
は
そ
の
第
一
階

が
全
部
日
曜
学
校
事
業
の
た
め
に
提
供
さ
れ
て
居
ま
す
、
そ
し
て
教
会
の
礼
拝
堂
の

後
部
に
於
て
は
各
階
に
亘
り
い
ろ
い
ろ
の
部
室
が
備
わ
っ
て
居
ま
す
。‥

‥

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
教
会
堂
に
付
設
さ
れ
た
設
備
の
充
実
度
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
の
豊
田
稿
は
、「
我
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
は
過
去
二
十
有
余
年
間
に
六
十
有
箇
所

の
教
会
堂
建
物
を
完
成
し
て
参
り
ま
し
た
。」
と
い
う
実
績
か
ら
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
前
稿
と

同
様
、
教
会
建
築
の
機
能
、
構
造
、
美
の
表
現
に
つ
い
て
建
築
設
計
の
要
点
を
述
べ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
機
能
へ
の
対
応
と
美
の
表
現
に
つ
い
て
の
次
の
指
摘
が
注
目
さ

れ
る
。

教
会
は
教
会
ら
し
く
、
宗
教
的
を
本
意
と
す
る
基
督
教
会
館
は
其
精
神
を
失
は
な

い
程
度
に
、
美
の
表
現
を
建
物
に
明
瞭
に
表
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 ‥

‥
‥

其
表

現
の
爲
に
宗
教
的
装
飾
を
、
複
雑
な
ら
ぬ
様
に
施
さ
ね
ば
な
ら
ん
の
で
あ
り
ま
す
。

‥
‥

つ
ま
り
、キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、会
堂
で
の
礼
拝
を
主
と
す
る
宗
教
的
行
事
に
止
ま
ら
ず
、

種
々
の
キ
リ
ス
ト
教
活
動
に
対
応
す
る
多
様
化
の
充
実
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
活
動
に
よ
り
琵
琶
湖
沿
岸
の
町
々
に
設
立
さ

れ
た
「
基
督
教
会
館
」
は
教
会
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
を
融
合
し
た
性
格
を
も
っ
た
施
設
で
あ
り
、 

W
．M
．ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
窺
え
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
設
計
活
動

の
盛
期
と
見
ら
れ
る
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
教
会
堂
建
築
に
お
い
て
は
充
実
し
た

講
堂
を
備
え
た
日
曜
学
校
棟
を
併
設
し
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
構
成
に
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の

教
会
建
築
に
お
け
る
特
色
が
鮮
明
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

■　

比
較
さ
れ
る
類
例

１　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
移
転
地
と
し
て
神
戸
市
中
央
区
生
田
町
の
地
を
入
手
し
た
の
は
、

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
工
事
の
進
む
年
の
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
で
、
間
も
な
く

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
そ
の
設
計
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
に
着
工
さ
れ
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
六
月
に
竣
工
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

建
物
で
、
西
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
中
央
辺
り
に
玄
関
を
開
き
そ
の
北
側
に
教
会
堂
、
南

側
に
付
属
棟
が
あ
り
、
幼
稚
園
と
牧
師

館
を
収
め
て
い
た
。
教
会
堂
は
礼
拝
堂

を
二
階
に
置
き
、
一
階
を
日
曜
学
校
施

設
と
し
、
集
会
室
及
び
教
室
等
、
そ
し

て
礼
拝
堂
に
導
く
階
段
を
配
置
し
て
い

た
。つ

ま
り
、こ
の
教
会
堂
建
築
は
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
に
よ
る
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に

続
い
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、
建
築
様
式
、

意
匠
、
そ
し
て
日
曜
学
校
施
設
等
の
計

画
性
に
お
い
て
類
似
点
が
多
く
、
か
つ

共
に
優
れ
た
質
を
備
え
た
教
会
建
築
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
意
匠
に
お
い
て
は
教

会
堂
正
面
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
ト

レ
ー
サ
リ
ー
（
装
飾
）
を
も
つ
尖
頂
ア
ー

チ
、
塔
上
部
の
二
連
の
窓
や
パ
ラ
ペ
ッ

ト
の
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
小
屋
組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
な
ど
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス

ト
教
会
と
ほ
ぼ
同
種
の
意
匠
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
活

用
で
は
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
付
属
屋
を
含
め
て
一
層
進
ん
で
お
り
、
窓
建
具
は
ス
テ
ィ
ー

ル
・
サ
ッ
シ
ュ
窓
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
建
築
に
よ
り
、
昭
和
初
期
の
教
会
堂
建
築

に
お
け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
及
び
意
匠
に
わ
た
る
導
入
状
況
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

本
教
会
堂
は
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
六
月
の
戦
火
で
焼
失
し
た
が
、
戦
後
に
復
旧
を
目

指
し
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
至
っ
て
屋
根
を
再
建
し
て
い
る
が
、
当
初
の
ト
ラ
ス

に
替
え
て
幾
分
シ
ン
プ
ル
な
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

後
年
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
教
会
が
移
転
の
後
、
兵
庫
県
南
部
震
災
を
受
け
た
が

耐
え
て
残
り
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
よ
り
ベ
ー
カ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
生
活

用
さ
れ
て
い
る
。

２　

京
都
復
活
教
会

本
教
会
は
日
本
聖
公
会
の
伝
道
に
よ
り
開
か
れ
た
も
の
で
、
京
都
市
北
区
紫
野
の
敷
地
を

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
得
て
、
間
も
な
く
木
造
の
仮
建
築
で
教
会
堂
と
幼
稚
園
を
建
て

活
動
し
た
。
そ
の
活
動
は
進
展
し
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
は
語
学
学
校
が
開
か
れ
、

復
活
学
園
と
称
さ
れ
た
。
そ
の
頃
に
新
た
な
建
築
計
画
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
り

作
成
さ
れ
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
着
工
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
十
月
に
竣
工

し
た
も
の
で
あ
る
。

北
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
北
西
角
に
玄
関
ホ
ー
ル
を
収
め
た
塔
（
ピ
ー
ス
・
タ
ワ
ー
と

称
さ
れ
て
い
る
）、
西
側
に
教
会
堂
、
ホ
ー
ル
に
接
続
し
て
北
側
に
園
舎
が
Ｌ
字
型
に
置
か
れ

て
い
る
。
塔
及
び
教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
礼
拝
堂
は
平
屋
で
あ
る
が
塔
は
三

階
建
て
と
な
っ
て
い
る
。
教
会
堂
の
規
模
は
幅
二
四
・
三
尺
と
や
や
小
規
模
で
あ
り
、
小
屋

組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
は
幾
分
簡
素
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
園
舎
は

木
造
二
階
建
て
、
東
側
に
は
大
き
な
講
堂
兼
幼
稚
園
遊
戯
室
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

本
教
会
は
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
比
べ
て
、
建
築
年
に
お
い
て
は
数
年
下
る
も
の
で

あ
る
が
、
先
の
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
と
同
様
に
、
建
築
の
計
画
性
な
ど
類
似
点
の
多
い
も
の

な
の
で
あ
る
。
ま
た
復
活
学
園
と
し
て
昭
和
初
期
に
行
わ
れ
た
語
学
学
校
、
健
康
相
談
な
ど

も
注
目
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
活
動
は
戦
時
下
に
お
い
て
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
現
在
に
お
い
て
も
地
域
に
根
ざ
す
教
会
の
特
色
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
京
都
に

在
る
復
活
教
会
と
幼
稚
園
は
戦
火
を
免
れ

た
こ
と
で
、
現
在
も
当
初
の
建
築
を
良
く

維
持
活
用
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
貴

重
な
建
築
で
あ
り
、
教
会
堂
で
は
昭
和
初

期
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
の
表
現
と
し
て
、
ま
た
園
舎

で
は
木
構
造
及
び
木
製
の
建
具
、
階
段
な

ど
柔
ら
か
い
表
情
を
見
せ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
建
築
の
特
色
を
今
に
伝
え
る
歴
史
的
建

築
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

＊

こ
う
し
た
類
例
に
よ
り
、
広
島
メ
ソ
ヂ

ス
ト
教
会
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
昭
和
初

期
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
け
る
先
取
的
作
例

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
り
、
そ

の
設
計
に
お
け
る
特
色
は
残
さ
れ
た
建
築

図
面
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
理
解
さ
れ
記

録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

■　

建
築
設
計
図
面
よ
り

現
存
す
る
主
要
図
面
五
三
枚
に
は
縮
尺

１
／
50
の
基
本
設
計
図
面
と
縮
尺
１
／
20
、
１
／
10
、
１
／
１
等
の
詳
細
設
計
図
、
数
枚
の

構
造
設
計
図
面
が
あ
り
、
主
な
る
図
面
に
は
図
面
番
号
（
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
・
ナ
ン
バ
ー
）
が

付
さ
れ
て
い
る
。（
そ
の
番
号
の
欠
番
よ
り
、
数
枚
の
欠
落
図
面
の
あ
る
こ
と
も
分
か
る
）

基
本
設
計
図
面
は
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
に
よ
る
も
の
で
、
建
築
全
体
の
概
要
が
分

か
る
。
そ
し
て
種
々
の
詳
細
設
計
図
面
に
よ
り
意
匠
及
び
仕
様
の
細
部
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
図
面
に
お
け
る
記
録
よ
り
、
本
建
築
の
意
匠
設
計
上
の
特
色
と
し
て
次
の
三
点
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。

一　

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ
て
、
細
部
意
匠
の
例
え
ば
、
木
製
飾
り
窓
ト
レ
ー
サ
リ
ー
（
刳

形
透
か
し
）、
外
観
に
お
け
る
モ
ル
タ
ル
セ
メ
ン
ト
洗
い
出
し
仕
上
げ
に
よ
る
刳
形
意

匠
、木
製
ト
ラ
ス
部
材
端
部
の
装
飾
な
ど
、入
念
で
上
質
な
設
計
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二　

構
造
躯
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木
材
に
よ
る
造
作
及
び
建
具
に
加
え
て
、
補
強

鉄
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ス
補
強
金
物
、
塔
小
屋
組
の
補
強

金
物
、
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
床
支
持
柱
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
鉄
パ
イ
プ
柱
補
強
な
ど
が

あ
る
。

三　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
設
計
に
お
け
る
建
物
活
用
上
の
工
夫
と
質
を
保
持

す
る
た
め
の
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
二
階
床
下
に
お
け
る
遮
音
床

仕
様
、
窓
下
に
収
め
ら
れ
た
腰
掛
及
び
収
納
設
備
。
階
段
下
部
に
収
め
ら
れ
た
靴
箱
。

サ
ニ
タ
リ
ー
・
コ
ー
ナ
ー
と
い
わ
れ
る
幅
木
下
段
の
湾
曲
面
、
壁
面
に
つ
け
ら
れ
る

ピ
ク
チ
ャ
ー
・
レ
ー
ル
、
チ
ェ
ア
ー
・
レ
ー
ル
の
設
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

図
面
に
は
道
路
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
た
門
塀
の
図
も
あ
る
。
低
い
煉
瓦
積
み
腰
壁
上
部
に

は
瀟
洒
な
鉄
柵
を
付
す
も
の
で
あ
り
、
教
会
正
面
と
、
日
曜
学
校
正
面
に
は
門
扉
を
建
て
て

い
た
。
夫
々
の
門
柱
上
部
に
設
置
さ
れ
た
灯
具
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
図
面
が
あ
り
色
鉛
筆
に
よ

る
彩
色
画
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
色
彩
に
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
暮
れ
に
竣
工
し
た
当

時
の
教
会
堂
の
イ
メ
ー
ジ
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
図
面
か
ら
読
み
取
れ
る

内
容
は
真
に
多
い
の
で
あ
る
。

- 5 -

図５　神戸ユニオン教会礼拝堂
（『ヴォーリズ建築事務所作品集』昭和 12(1937) 年）

図４　旧神戸ユニオン教会
　　　（現・フロインドリーブ）



■　

は
じ
め
に

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
（
近
江
八
幡
）
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中

央
教
会
、
す
な
わ
ち
現
在
の
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
の
前
身
に
当
た
る
教
会
堂
建
築

に
関
す
る
鮮
明
な
複
写
図
面
五
三
枚
が
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
四
月
に
図
面
の
所
有

者
で
あ
る
一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
広
島
市
公
文
書
館
に
所
与
さ
れ
収
め
ら
れ

て
い
る
。建
築
図
面
の
タ
イ
ト
ル
は “H

IRO
SH

IM
A M

ETH
O

D
IST CH

U
RCH

”

と
あ
り
、

こ
こ
で
は
「
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」
と
記
す
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
ら
は
当
市
に
お
い
て
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
建
て
ら
れ
、
原
爆
に
よ
る
被
災
焼
失
と
い
う
危
機
を
経
て
、
戦
後

数
回
に
わ
た
っ
て
修
復
と
復
興
を
果
た
し
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
ま
で
上
流
川
町
八

番
地
に
所
在
し
た
流
川
教
会
の
建
築
を
伝
え
て
い
る
主
要
図
面
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
古
図
面
原
図
は
、
か
つ
て
近
江
兄
弟
社
（
近
江
八
幡
市
）
に
伝
わ
っ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
昭
和
五
〇（
一
九
七
五
）
年
に
調
査
及
び
史
料
と
し
て
保
管
の
た
め
大
阪
芸
術
大

学
に
移
さ
れ
、
近
年
は
大
阪
芸
術
大
学
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ（W

illiam
 M

errel Vories, 

一
八
八
〇
〜
一
九
六
四
）

は
、
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
レ
ブ
ン
ワ
ー
ス
に
生
ま
れ
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
哲
学
を
学
び
卒
業
後
、

キ
リ
ス
ト
教
の
海
外
伝
道
を
志
し
つ
つ
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
滋
賀
県
立
商
業
学
校

英
語
教
師
と
し
て
来
日
。
そ
の
後
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
建
築
設
計
監
督
事
務
所
、

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
設
立
し
、
米
国
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
連
す
る
建
築
設
計
を
中
心
と
し
た
事
業
を
始
め
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
伝
道

活
動
の
た
め
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
近
江
兄
弟
社
）
を
起
こ
し
、

建
築
と
伝
道
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
近
江
八
幡
を
拠
点
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
伝

道
で
は
琵
琶
湖
を
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
行
く
湖
畔
の
伝
道
が
注
目
さ
れ
る
が
、
建
築
設
計
活

動
は
全
国
へ
と
広
が
り
、大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
を
設
立
し
、

キ
リ
ス
ト
教
会
堂
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
洋
風
住
宅
な
ど
、
多
数
の
設
計
作
品

を
各
地
に
残
し
て
い
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
お
け
る
設
計
件
数
は
約
一
〇
〇
〇
棟
を
数
え
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
建
築
設
計
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
は
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
活
動
の
精
神
的
支

柱
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
活
動
に
関
わ
る
建
築
で
あ
り
、
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
に
は
木
造
に
よ
る
比
較
的
小
規
模
な
建
築
も
少
な
く
な
い
が
、
初

期
に
お
け
る
煉
瓦
造
の
建
築
と
一
九
二
〇
年
代
中
期
以
降
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る

建
築
に
特
色
を
発
揮
し
た
。
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
そ
う
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建

築
に
お
い
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活
用
し
た
初
期
の
作
例
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
も

の
と
い
え
る
。

■　

沿
革

本
教
会
の
年
史
に
は
『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中
央
教
会
五
十
年
略
史
』（
昭
和
十
一
（
一

九
三
六
）
年
、
以
下
『
五
十
年
史
』
と
記
す
）、
お
よ
び
『
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
80

年
の
歩
み
』（
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
、
以
下
『
80
年
史
』
と
記
す
）
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
教
会
堂
建
築
の
沿
革
を
辿
る
こ
と
と
す
る
。

本
教
会
の
創
立
は
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
（
南
美
似
教
会
）
派
遣
の
宣
教
師
ラ
ン
バ
ス

父
子
に
よ
り
、
主
と
し
て
子
息
の
W
．R
．ラ
ン
バ
ス
の
支
援
と
砂
本
貞
吉
の
活
動
に
よ
り
明
治

二
〇（
一
八
八
七
）
年
に
市
内
西
大
工
町
（
現
榎
町
）
の
民
家
に
お
け
る
集
会
に
由
来
す
る
。

こ
の
集
会
は
同
時
に
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
よ
る
広
島
女
学
院
の
創
立
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
な
っ
た
。

本
教
会
は
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
至
り
、
紙
屋
町
一
二
〇
番
地
に
最
初
の
教
会
堂

建
築
を
建
て
て
移
転
し
、
さ
ら
に
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
は
二
代
目
の
教
会
堂
建
築
を

工
事
請
負
工
藤
久
太
郎
に
よ
り
、
初
代
教
会
堂
の
近
在
に
煉
瓦
造
に
よ
る
会
堂
を
新
築
し
移

転
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
更
な
る
教
会
の
建
築
移
転
が
課
題

と
さ
れ
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
新
た
な
土
地
と
し
て
上
流
川
町
八
番
地
（
源
太
堀

角 

現
鉄
砲
町
）
四
〇
七
坪
七
合
八
勺
が
取
得
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）

年
九
月
に
第
三
代
の
教
会
堂
と
な
る
建
築
設
計
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
と
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
状
況
に
つ
い
て
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

九
月
八
日
会
堂
建
築
実
行
委
員
会
を
開
き
建
築
請
負
業
藤
田
組
主
藤
田
一
郎
氏
も

出
席
し
て
、
こ
こ
に
工
事
請
負
に
関
し
協
議
折
衝
の
後
、
藤
田
組
を
し
て
請
け
負
わ

せ
る
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
得
て
契
約
を
領
す
。
翌
九
日
近
江
八
幡
ボ
ー
リ
ス
建
築

会
社
主
監
ボ
ー
リ
ス
及
び
技
師
村
田
幸
一
郎
氏
来
広
し
、
藤
田
組
技
師
と
共
に
実
地

縄
張
り
を
為
し
、
直
ち
に
基
礎
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
記
録
（
設
計
作
品
リ
ス
ト
）
に
よ
る
と
、大
正
十
四
（
一

九
二
五
）
年
九
月
の
日
付
に
て “H

iroshim
a M

eth.Ch. for M
r.Stew

art” 

と
あ
り
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
こ
の
計
画
に
際
し
て
大
正
十
四
年
九
月
よ
り
対
応
し
、
同
年
暮
れ
に
は
現
在

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
基
本
設
計
図
面
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
『
五
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
二
月
二
六
日
に
定
礎
式
、
六
月
十
九
日
に
上
棟
式
、
そ
し
て
十
二
月
三
日
に
工
事
竣
成
し

日
曜
学
校
ホ
ー
ル
に
て
感
謝
会
が
開
催
さ
れ
た
。
年
が
改
ま
り
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一

月
十
五
日
に
新
築
の
教
会
堂
に
お
い
て
献
堂
式
が
挙
行
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

以
来
、当
市
に
お
い
て
は
私
立
広
島
女
学
校
（
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
よ
り
広
島
女
学
院
）

の
発
展
と
共
に
教
会
活
動
も
進
展
し
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
は
本
教
会
及
び
広
島

女
学
院
共
に
盛
大
な
る
創
立
五
十
周
年
記
念
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
や
が
て
戦
時
下
を
歩
み
、

昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
八
月
六
日
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
よ
り
被
災
。
竣
工
よ
り
十
七
年

を
経
た
教
会
堂
は
焼
失
し
、
半
ば
崩
壊
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
体
の
み
が
残
留
す
る

甚
大
な
る
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
翌
年
春
よ
り
、
そ
の
跡
地
に
お
い
て
教
会
堂
の
礼
拝
が

再
開
さ
れ
、
間
も
な
く
屋
根
の
復
旧
が
為
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）

年
に
は
当
地
に
お
い
て
牧
師
館
の
新
築
、
並
び
に
教
会
堂
床
、
窓
が
修
復
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
は
焼
失
し
た
教
育
館
（
一
六
八
坪
）
が
新
築
さ
れ
、
つ
づ
い
て

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
は
当
初
の
建
築
工
事
を
担
当
し
た
藤
田
組
に
よ
る
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
、
教
育
館
と
並
び
建
つ
教
会
堂
が
蘇
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
春
に
は
、
創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

『
80
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
戦
後
期
に
お
け
る
復
旧
と
教
会
活
動
の
記
録
が
、

写
真
と
共
に
収
め
ら
れ
て
お
り
当
市
に
お
い
て
も
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

■　

建
築
の
概
要

上
流
川
町
に
お
け
る
第
三
次
の
本
教
会
堂
は
、
関
係
者
の
間
で
は
周
知
の
よ
う
に
当
敷
地

は
東
及
び
北
側
の
二
面
が
道
路
に
面
す
る
角
地
に
あ
り
、
西
側
奥
行
き
の
深
い
L
字
型
の
敷

地
に
在
っ
た
。
そ
の
東
寄
り
に
教
会
堂
を
置
き
、
背
後
に
接
し
て
西
寄
り
に
日
曜
学
校
の
棟

を
連
ね
る
二
棟
か
ら
な
る
建
築
で
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
は
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
は
次
の

よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
に
て
古
代
ゴ
シ
ッ
ク
式
を
加
味
し
教
会
堂
と
し

て
最
も
相
応
し
き
古
雅
な
も
の
で
あ
る
。
講
堂
の
幅
員
は
約
五
十
余
坪
に
し
て
裕
に

五
百
人
を
容
る
ヽ
座
席
を
備
へ
、
講
壇
及
び
玄
関
横
に
各
一
室
を
設
く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
は
百
五
十
人
を
容
る
る
こ
と
を
得
。

別
棟
の
日
曜
学
校
建
物
は
階
下
は
双
子
室
四
室
、す
な
わ
ち
小
八
教
室
、幼
稚
園
室
、

教
師
室
及
び
事
務
室
を
備
え
階
上
の
講
堂
（
幅
員
約
四
十
余
坪
）
に
は
映
画
幻
燈
等

を
使
用
し
得
べ
き
設
備
を
為
し
、
其
傍
に
社
交
室
、
割
烹
室
、
休
憩
室
等
を
設
け
、

地
下
に
は
ボ
イ
ル
を
設
備
し
て
会
堂
及
び
本
館
の
ヒ
ー
ト
を
通
ず
。
こ
の
建
物
は
将

来
日
曜
学
校
事
業
が
、
教
会
の
堅
固
な
る
基
礎
た
る
べ
き
大
な
る
重
要
性
あ
る
に
鑑

み
、
敷
地
及
び
財
力
の
許
す
限
り
に
お
い
て
委
員
等
が
特
に
多
大
の
注
意
を
払
っ
た

も
の
で
あ
る
。‥

‥

こ
う
し
た
文
書
記
録
に
加
え

て
、
今
回
確
認
さ
れ
て
い
る

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
設

計
図
面
、
そ
し
て
年
史
に
収
録

さ
れ
て
い
る
古
写
真
等
の
記
録

が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
資
料
に
よ
っ
て
分
か
る
建
築

内
容
を
改
め
て
概
観
し
て
お
き

た
い
。

教
会
堂
の
建
築
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
、
外
観
は
擬
石
仕
上
げ
に

よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
、
ス
レ
ー
ト
葺

屋
根
の
建
築
で
、
東
を
正
面
と
し
て

玄
関
を
設
け
、
そ
の
脇
に
四
層
で
高

さ
二
〇
数
メ
ー
ト
ル
の
塔
を
配
置
し

て
い
た
。
間
口
約
十
三
メ
ー
ト
ル
、

東
西
の
奥
行
き
約
二
四
メ
ー
ト
ル
、

建
坪
三
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
五

坪
）
の
建
築
で
、
礼
拝
堂
は
一
、
二

階
席
を
合
わ
せ
て
一
五
〇
席
を
有
す
る

規
模
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ

て
、
玄
関
上
部
に
大
き
な
尖
り
ア
ー
チ

（
ラ
ン
セ
ッ
ト
・
ア
ー
チ
）
窓
を
置
き
、

塔
屋
に
は
二
連
の
長
大
な
ア
ー
チ
窓
、

中
世
の
城
壁
風
パ
ラ
ペ
ッ
ト
意
匠
、
尖

り
屋
根
な
ど
、
石
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を

範
と
し
た
意
匠
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

礼
拝
堂
正
面
は
半
円
形
の
プ
ロ
セ
ニ
ア

ム
ア
ー
チ
で
区
画
さ
れ
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト

教
会
の
形
式
に
従
っ
た
講
壇
を
設
け
、

南
北
壁
面
に
は
二
連
の
ア
ー
チ
窓
で
構

成
さ
れ
た
幅
六
尺
の
大
き
な
四
対
の
尖

り
ア
ー
チ
窓
が
並
び
、
背
面
の
二
階
席

ギ
ャ
ラ
リ
ー
上
部
に
は
外
観
正
面
上
部
に
置
か
れ
て
い
た
尖
頂
ア
ー
チ
の
飾
り
窓
が
開
か
れ

て
い
た
。
そ
し
て
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
小
屋
組
み
架
構
と
し
て
三
連
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー

ム
・
ト
ラ
ス
を
架
け
た
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
（
化
粧
屋
根
裏
）
の
構
成
で
、
ア
ー
チ
状
の
曲

が
り
梁
、
接
合
部
の
装
飾
的
意
匠
、
四
つ
の
屋
根
窓
な
ど
あ
り
、
鉄
部
材
で
補
強
さ
れ
た
特

色
の
あ
る
洋
式
木
造
ト
ラ
ス
の
構
造
で
あ
っ
た
。

日
曜
学
校
の
棟
は
教
会
堂
の
西
面
に
接
し
て
建
つ
木
造
二
階
建
て
、
一
部
に
地
階
を
設
け

た
建
築
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
教
会
堂
に
従
っ
て
擬
石
仕
上
げ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
と
る
が
、
側
壁
は
モ
ル
タ

ル
塗
り
壁
、
ス
レ
ー
ト
葺
屋
根
で
、
西
面
に
は
屋
根
よ
り
高
く
煙
突
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
。

南
の
源
太
堀
通
り
に
面
し
て
玄
関
を
構
え
、
間
口
約
十
一
メ
ー
ト
ル
、
東
西
の
奥
行
き
約
二

七
メ
ー
ト
ル
、
建
坪
三
〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
二
坪
）
の
規
模
で
あ
っ
た
。

諸
室
の
用
途
は
『
五
十
年
史
』
に
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
玄
関
か
ら
館
内
を
歩
く
よ

う
に
見
て
み
よ
う
。
玄
関
に
つ
づ
い
て
、
奥
行
き
の
深
い
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
正
面
が
事

務
室
、
西
側
に
は
「
幼
稚
園
・Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
と
記
さ
れ
た
十
五
坪
ほ
ど
の
広
間
が
あ
っ
た
。
こ

の
広
間
に
は
立
派
な
暖
炉
や
書
棚
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
階
の
講
堂
と
並
ぶ
多
用
途

の
中
心
的
な
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ホ
ー
ル
か
ら
南
に
廊
下
が
伸
び
、
四
つ
の
教
室
（
各

二
室
に
分
け
ら
れ
る
）
等
が
並
ん
で
い
た
。
二
階
に
は
階
段
に
続
く
ホ
ー
ル
と
、
演
壇
を
備

え
た
講
堂
、
社
交
室
等
が
あ
っ
た
。
講
堂
背
後
（
北
面
）
は
間
仕
切
り
折
れ
戸
で
、
そ
れ
を

開
く
と
一
室
空
間
と
な
り
三
〇
〇
人
（capacity 300 

と
記
さ
れ
て
い
る
）
を
想
定
し
た
広

さ
で
あ
っ
た
。
講
堂
の
天
井
は
大
き
な
ヴ
ォ
ー
ル
ト
（
カ
マ
ボ
コ
型
）
で
側
壁
よ
り
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
で
支
持
さ
れ
、
天
井
裏
に
納
め
た
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
の
小
屋
組
み
に
よ
っ
て
幅
十

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
（
三
七
・
五
尺
と
あ
り
、
礼
拝
堂
の
三
六
尺
よ
り
長
い
）
あ
る
梁
間
を
構

成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

■　

建
築
的
特
色　

―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
教
会
堂
建
築
と
し
て―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
設
計
作
品

と
し
て
、
戦
前
期
に
お
い
て
お
よ
そ
一
四
〇
棟
の
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
を
設
計
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
数
例
は
『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
作
品
集
』（
城
南
書
院
、
一
九
三
七
年
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
大
阪
基
督
教
会
（
一
九
二
一
年
竣
工
）、
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
（
一
九
二
八
年
竣

工
）、
博
愛
社
礼
拝
堂
（
一
九
三
五
年
竣
工
）
な
ど
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
代
表
作
品
に
数
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
数
多

く
の
住
宅
建
築
と
と
も
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
活
動
の
主
た
る
部
分
を
な
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
誌“The O

m
i 

M
ustard‐

Seed”

（
一
九
二
八
年
二
月
号
）
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
し
て
取
り
あ
げ
て
お
り
、

一
月
十
五
日
の
献
堂
式
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
じ
め
村
田

幸
一
郎
、
仲
間
氏
ら
が
出
席
し
た
こ
と
な
ど
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
興
味

深
い
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
拙
訳
に
て
そ
の
概
要
を
こ
こ
に
記
す
。

‥
‥

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
新
し
い
教
会
堂
で
あ
り
、
そ
れ
は

日
本
の
教
会
堂
に
お
い
て
、
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
質
と
完
成
度
を
備
え
て

い
る
。
別
棟
で
あ
る
が
つ
な
が
っ
て
い
る
日
曜
学
校
と
社
会
活
動
の
た
め
の
別
棟
が

あ
り
、
教
室
、
談
話
室
、
講
堂
、
台
所
、
そ
し
て
管
理
人
室
が
あ
り
、
全
て
に
ス
チ
ー

ム
暖
房
な
ど
近
代
的
設
備
を
備
え
て
い
る
。
講
堂
は
堂
々
と
し
教
会
的
雰
囲
気
を
も

つ
も
の
で
日
本
の
教
会
施
設
と
し
て
は
希
な
も
の
で
あ
ろ
う
。‥

‥

構
造
、
意
匠
共
に
充
実
し
た
内
容
の
教
会
堂
と
設
備
の
整
っ
た
日
曜
学
校
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
「
日
本
の
教
会
堂
に
お
け
る
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
い
う
言
葉
で
、
模
範
的
作

品
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
戦
前
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、
先
述
し
た

よ
う
に
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
仕
事
と
し
て
約
一
四

〇
棟
を
数
え
ら
れ
て
い
る
。
膨
大
な
数
と
い
え
る
が
そ
の
過
半
は
割
合
小
規
模
な
木
造
に
よ

る
建
築
で
あ
り
、
初
期
に
お
い
て
は
煉
瓦
造
建
築
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
教
会
堂
と
並
ぶ
規

模
を
有
す
る
主
な
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
建
築
と
し
て
、十
件
の
教
会
堂
建
築
の
概
要
（
教
会
名
、

設
計
年
、
主
構
造
、
外
観
様
式
、
ト
ラ
ス
小
屋
組
構
造
）
を
こ
こ
に
挙
げ
て
み
た
。

一　

洛
陽
教
会　

一
九
一
二
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

二　

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
京
都
教
会
（
京
都
御
幸
町
教
会
）　

一
九
一
三
年
／
煉
瓦
造
／
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

三　

明
治
学
院
礼
拝
堂　

一
九
一
五
年
／
煉
瓦
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス

四　

大
阪
基
督
教
会
（
大
阪
教
会
）
一
九
一
八
年
設
計
、
一
九
二
一
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
併
用
煉
瓦
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

五　

救
世
軍
本
営
（
東
京
）　

一
九
一
九
年
／
煉
瓦
造

六　

豊
岡
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会　

一
九
二
一
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・

ト
ラ
ス

七　

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
　
一
九
二
六
年
設
計
、
一
九
二
七
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

八　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会　

一
九
二
七
年
設
計
、
一
九
二
九
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

九　

京
都
復
活
教
会　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン

マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

十　

博
愛
社
礼
拝
堂　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

こ
う
し
た
作
例
に
見
る
よ
う
に
煉
瓦
造
建
築
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
へ
の
移
行
、
そ

し
て
伝
統
的
様
式
に
よ
る
教
会
堂
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
が
優
勢
で
あ
り
、
小
屋
組
み
ト
ラ
ス

を
表
す
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
の
礼
拝
堂
と
す
る
場
合
に
は
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
の
活

用
の
多
い
こ
と
が
凡
そ
の
傾
向
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
設
計

さ
れ
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
堂
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大
震
災
後
の
耐

震
化
構
造
へ
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
教
会
堂
建
築
の
初
期
に
お

け
る
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
階
段
の
造
作
、
礼
拝
堂
の
窓
建
具
な
ど
木
材
が
多
用
さ

れ
て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
と
は
い
え
、
礼
拝
堂
内
は
オ
ー
ク
の
床
板
、
オ
ー
ク
材
（
？
）

の
腰
板
張
り
、
木
製
に
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
意
匠
の
ア
ー
チ
窓
な
ど
に
よ
り
、
伝
統
的
表
現
を

よ
く
留
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
雰
囲
気
を
現
存
す
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
で
探
す

と
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
建
て
ら
れ
た
明
治
学
院
礼
拝
堂
が
類
例
と
い
え
よ
う
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
つ
づ
く
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
の
設
計
に
よ
る
神
戸
ユ
ニ
オ

ン
教
会
の
建
築
は
構
造
、
意
匠
に
お
い
て
類
似
性
が
あ
る
が
、
構
造
及
び
材
質
の
近
代
化
が

図
ら
れ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ス
テ
ィ
ー
ル
・
サ
ッ
シ
の
積
極
的
な
活
用
へ
と
向
か
っ
て
い

る
。と

こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
の
設
計
に
つ
い
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
観
が
述
べ
ら
れ

た
も
の
に
次
の
二
編
が
あ
る
。

一　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ（
吉
田
悦
蔵
訳
）「
現
代
日
本
に
於
け
る
基
督
教
教
会
建
築
に
就
い
て
」『
湖

畔
之
声
』（
大
正
十
三
年
九
月
）

二　

豊
田
清
次
(5)
「
教
会
建
築
六
十
」『
湖
畔
之
声
』（
昭
和
六
年
十
一
月
）

共
に
『
湖
畔
之
声
』
誌
の
読
者
、
即
ち
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
係
者
に
向
け
た
も
の
で
、
当

時
に
お
け
る
教
会
活
動
の
傾
向
、
教
会
建
築
の
機
能
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い

も
の
で
あ
る
。

そ
の
要
点
を
次
に
記
す
と
、
前
稿
で
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
「
欧
米
の
教
会
堂
に
劣
ら
な
い
姿
を

も
っ
て
い
る
も
の
」
と
し
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
っ
た
「
大
阪
基
督
教
会
」（
一

九
二
二
年
、大
阪
）
と
と
も
に
、「
聖
光
会
教
会
堂
」（
川
口
基
督
教
会
、W
．ウ
ィ
ル
ソ
ン
設
計
、

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
大
阪
）、「
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」（
神
戸
栄
光
教
会
、
曾

禰
中
条
建
築
事
務
所
設
計
、
一
九
二
三
年
、
神
戸)

の
三
例
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
意
匠
、

構
造
が
適
切
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

‥
‥

日
曜
学
校
や
社
会
事
業
の
為
、
又
は
現
代
教
会
と
し
て
の
、
活
動
的
方
面
の

い
ろ
い
ろ
の
部
門
に
対
し
て
非
常
に
よ
く
、
設
備
が
行
届
い
て
居
る
も
の
が
出
来
て

来
ま
し
た
。
大
阪
基
督
教
会
や
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
如
き
は
そ
の
第
一
階

が
全
部
日
曜
学
校
事
業
の
た
め
に
提
供
さ
れ
て
居
ま
す
、
そ
し
て
教
会
の
礼
拝
堂
の

後
部
に
於
て
は
各
階
に
亘
り
い
ろ
い
ろ
の
部
室
が
備
わ
っ
て
居
ま
す
。‥

‥

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
教
会
堂
に
付
設
さ
れ
た
設
備
の
充
実
度
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
の
豊
田
稿
は
、「
我
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
は
過
去
二
十
有
余
年
間
に
六
十
有
箇
所

の
教
会
堂
建
物
を
完
成
し
て
参
り
ま
し
た
。」
と
い
う
実
績
か
ら
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
前
稿
と

同
様
、
教
会
建
築
の
機
能
、
構
造
、
美
の
表
現
に
つ
い
て
建
築
設
計
の
要
点
を
述
べ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
機
能
へ
の
対
応
と
美
の
表
現
に
つ
い
て
の
次
の
指
摘
が
注
目
さ

れ
る
。

教
会
は
教
会
ら
し
く
、
宗
教
的
を
本
意
と
す
る
基
督
教
会
館
は
其
精
神
を
失
は
な

い
程
度
に
、
美
の
表
現
を
建
物
に
明
瞭
に
表
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 ‥

‥
‥

其
表

現
の
爲
に
宗
教
的
装
飾
を
、
複
雑
な
ら
ぬ
様
に
施
さ
ね
ば
な
ら
ん
の
で
あ
り
ま
す
。

‥
‥

つ
ま
り
、キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、会
堂
で
の
礼
拝
を
主
と
す
る
宗
教
的
行
事
に
止
ま
ら
ず
、

種
々
の
キ
リ
ス
ト
教
活
動
に
対
応
す
る
多
様
化
の
充
実
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
活
動
に
よ
り
琵
琶
湖
沿
岸
の
町
々
に
設
立
さ

れ
た
「
基
督
教
会
館
」
は
教
会
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
を
融
合
し
た
性
格
を
も
っ
た
施
設
で
あ
り
、 

W
．M
．ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
窺
え
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
設
計
活
動

の
盛
期
と
見
ら
れ
る
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
教
会
堂
建
築
に
お
い
て
は
充
実
し
た

講
堂
を
備
え
た
日
曜
学
校
棟
を
併
設
し
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
構
成
に
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の

教
会
建
築
に
お
け
る
特
色
が
鮮
明
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

■　

比
較
さ
れ
る
類
例

１　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
移
転
地
と
し
て
神
戸
市
中
央
区
生
田
町
の
地
を
入
手
し
た
の
は
、

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
工
事
の
進
む
年
の
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
で
、
間
も
な
く

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
そ
の
設
計
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
に
着
工
さ
れ
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
六
月
に
竣
工
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

建
物
で
、
西
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
中
央
辺
り
に
玄
関
を
開
き
そ
の
北
側
に
教
会
堂
、
南

側
に
付
属
棟
が
あ
り
、
幼
稚
園
と
牧
師

館
を
収
め
て
い
た
。
教
会
堂
は
礼
拝
堂

を
二
階
に
置
き
、
一
階
を
日
曜
学
校
施

設
と
し
、
集
会
室
及
び
教
室
等
、
そ
し

て
礼
拝
堂
に
導
く
階
段
を
配
置
し
て
い

た
。つ

ま
り
、こ
の
教
会
堂
建
築
は
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
に
よ
る
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に

続
い
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、
建
築
様
式
、

意
匠
、
そ
し
て
日
曜
学
校
施
設
等
の
計

画
性
に
お
い
て
類
似
点
が
多
く
、
か
つ

共
に
優
れ
た
質
を
備
え
た
教
会
建
築
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
意
匠
に
お
い
て
は
教

会
堂
正
面
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
ト

レ
ー
サ
リ
ー
（
装
飾
）
を
も
つ
尖
頂
ア
ー

チ
、
塔
上
部
の
二
連
の
窓
や
パ
ラ
ペ
ッ

ト
の
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
小
屋
組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
な
ど
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス

ト
教
会
と
ほ
ぼ
同
種
の
意
匠
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
活

用
で
は
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
付
属
屋
を
含
め
て
一
層
進
ん
で
お
り
、
窓
建
具
は
ス
テ
ィ
ー

ル
・
サ
ッ
シ
ュ
窓
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
建
築
に
よ
り
、
昭
和
初
期
の
教
会
堂
建
築

に
お
け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
及
び
意
匠
に
わ
た
る
導
入
状
況
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

本
教
会
堂
は
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
六
月
の
戦
火
で
焼
失
し
た
が
、
戦
後
に
復
旧
を
目

指
し
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
至
っ
て
屋
根
を
再
建
し
て
い
る
が
、
当
初
の
ト
ラ
ス

に
替
え
て
幾
分
シ
ン
プ
ル
な
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

後
年
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
教
会
が
移
転
の
後
、
兵
庫
県
南
部
震
災
を
受
け
た
が

耐
え
て
残
り
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
よ
り
ベ
ー
カ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
生
活

用
さ
れ
て
い
る
。

２　

京
都
復
活
教
会

本
教
会
は
日
本
聖
公
会
の
伝
道
に
よ
り
開
か
れ
た
も
の
で
、
京
都
市
北
区
紫
野
の
敷
地
を

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
得
て
、
間
も
な
く
木
造
の
仮
建
築
で
教
会
堂
と
幼
稚
園
を
建
て

活
動
し
た
。
そ
の
活
動
は
進
展
し
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
は
語
学
学
校
が
開
か
れ
、

復
活
学
園
と
称
さ
れ
た
。
そ
の
頃
に
新
た
な
建
築
計
画
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
り

作
成
さ
れ
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
着
工
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
十
月
に
竣
工

し
た
も
の
で
あ
る
。

北
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
北
西
角
に
玄
関
ホ
ー
ル
を
収
め
た
塔
（
ピ
ー
ス
・
タ
ワ
ー
と

称
さ
れ
て
い
る
）、
西
側
に
教
会
堂
、
ホ
ー
ル
に
接
続
し
て
北
側
に
園
舎
が
Ｌ
字
型
に
置
か
れ

て
い
る
。
塔
及
び
教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
礼
拝
堂
は
平
屋
で
あ
る
が
塔
は
三

階
建
て
と
な
っ
て
い
る
。
教
会
堂
の
規
模
は
幅
二
四
・
三
尺
と
や
や
小
規
模
で
あ
り
、
小
屋

組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
は
幾
分
簡
素
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
園
舎
は

木
造
二
階
建
て
、
東
側
に
は
大
き
な
講
堂
兼
幼
稚
園
遊
戯
室
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

本
教
会
は
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
比
べ
て
、
建
築
年
に
お
い
て
は
数
年
下
る
も
の
で

あ
る
が
、
先
の
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
と
同
様
に
、
建
築
の
計
画
性
な
ど
類
似
点
の
多
い
も
の

な
の
で
あ
る
。
ま
た
復
活
学
園
と
し
て
昭
和
初
期
に
行
わ
れ
た
語
学
学
校
、
健
康
相
談
な
ど

も
注
目
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
活
動
は
戦
時
下
に
お
い
て
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
現
在
に
お
い
て
も
地
域
に
根
ざ
す
教
会
の
特
色
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
京
都
に

在
る
復
活
教
会
と
幼
稚
園
は
戦
火
を
免
れ

た
こ
と
で
、
現
在
も
当
初
の
建
築
を
良
く

維
持
活
用
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
貴

重
な
建
築
で
あ
り
、
教
会
堂
で
は
昭
和
初

期
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
の
表
現
と
し
て
、
ま
た
園
舎

で
は
木
構
造
及
び
木
製
の
建
具
、
階
段
な

ど
柔
ら
か
い
表
情
を
見
せ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
建
築
の
特
色
を
今
に
伝
え
る
歴
史
的
建

築
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

＊

こ
う
し
た
類
例
に
よ
り
、
広
島
メ
ソ
ヂ

ス
ト
教
会
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
昭
和
初

期
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
け
る
先
取
的
作
例

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
り
、
そ

の
設
計
に
お
け
る
特
色
は
残
さ
れ
た
建
築

図
面
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
理
解
さ
れ
記

録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

■　

建
築
設
計
図
面
よ
り

現
存
す
る
主
要
図
面
五
三
枚
に
は
縮
尺

１
／
50
の
基
本
設
計
図
面
と
縮
尺
１
／
20
、
１
／
10
、
１
／
１
等
の
詳
細
設
計
図
、
数
枚
の

構
造
設
計
図
面
が
あ
り
、
主
な
る
図
面
に
は
図
面
番
号
（
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
・
ナ
ン
バ
ー
）
が

付
さ
れ
て
い
る
。（
そ
の
番
号
の
欠
番
よ
り
、
数
枚
の
欠
落
図
面
の
あ
る
こ
と
も
分
か
る
）

基
本
設
計
図
面
は
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
に
よ
る
も
の
で
、
建
築
全
体
の
概
要
が
分

か
る
。
そ
し
て
種
々
の
詳
細
設
計
図
面
に
よ
り
意
匠
及
び
仕
様
の
細
部
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
図
面
に
お
け
る
記
録
よ
り
、
本
建
築
の
意
匠
設
計
上
の
特
色
と
し
て
次
の
三
点
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。

一　

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ
て
、
細
部
意
匠
の
例
え
ば
、
木
製
飾
り
窓
ト
レ
ー
サ
リ
ー
（
刳

形
透
か
し
）、
外
観
に
お
け
る
モ
ル
タ
ル
セ
メ
ン
ト
洗
い
出
し
仕
上
げ
に
よ
る
刳
形
意

匠
、木
製
ト
ラ
ス
部
材
端
部
の
装
飾
な
ど
、入
念
で
上
質
な
設
計
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二　

構
造
躯
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木
材
に
よ
る
造
作
及
び
建
具
に
加
え
て
、
補
強

鉄
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ス
補
強
金
物
、
塔
小
屋
組
の
補
強

金
物
、
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
床
支
持
柱
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
鉄
パ
イ
プ
柱
補
強
な
ど
が

あ
る
。

三　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
設
計
に
お
け
る
建
物
活
用
上
の
工
夫
と
質
を
保
持

す
る
た
め
の
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
二
階
床
下
に
お
け
る
遮
音
床

仕
様
、
窓
下
に
収
め
ら
れ
た
腰
掛
及
び
収
納
設
備
。
階
段
下
部
に
収
め
ら
れ
た
靴
箱
。

サ
ニ
タ
リ
ー
・
コ
ー
ナ
ー
と
い
わ
れ
る
幅
木
下
段
の
湾
曲
面
、
壁
面
に
つ
け
ら
れ
る

ピ
ク
チ
ャ
ー
・
レ
ー
ル
、
チ
ェ
ア
ー
・
レ
ー
ル
の
設
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

図
面
に
は
道
路
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
た
門
塀
の
図
も
あ
る
。
低
い
煉
瓦
積
み
腰
壁
上
部
に

は
瀟
洒
な
鉄
柵
を
付
す
も
の
で
あ
り
、
教
会
正
面
と
、
日
曜
学
校
正
面
に
は
門
扉
を
建
て
て

い
た
。
夫
々
の
門
柱
上
部
に
設
置
さ
れ
た
灯
具
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
図
面
が
あ
り
色
鉛
筆
に
よ

る
彩
色
画
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
色
彩
に
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
暮
れ
に
竣
工
し
た
当

時
の
教
会
堂
の
イ
メ
ー
ジ
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
図
面
か
ら
読
み
取
れ
る

内
容
は
真
に
多
い
の
で
あ
る
。
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■　

は
じ
め
に

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
（
近
江
八
幡
）
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中

央
教
会
、
す
な
わ
ち
現
在
の
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
の
前
身
に
当
た
る
教
会
堂
建
築

に
関
す
る
鮮
明
な
複
写
図
面
五
三
枚
が
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
四
月
に
図
面
の
所
有

者
で
あ
る
一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
広
島
市
公
文
書
館
に
所
与
さ
れ
収
め
ら
れ

て
い
る
。建
築
図
面
の
タ
イ
ト
ル
は “H

IRO
SH

IM
A M

ETH
O

D
IST CH

U
RCH

”

と
あ
り
、

こ
こ
で
は
「
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」
と
記
す
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
ら
は
当
市
に
お
い
て
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
建
て
ら
れ
、
原
爆
に
よ
る
被
災
焼
失
と
い
う
危
機
を
経
て
、
戦
後

数
回
に
わ
た
っ
て
修
復
と
復
興
を
果
た
し
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
ま
で
上
流
川
町
八

番
地
に
所
在
し
た
流
川
教
会
の
建
築
を
伝
え
て
い
る
主
要
図
面
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
古
図
面
原
図
は
、
か
つ
て
近
江
兄
弟
社
（
近
江
八
幡
市
）
に
伝
わ
っ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
昭
和
五
〇（
一
九
七
五
）
年
に
調
査
及
び
史
料
と
し
て
保
管
の
た
め
大
阪
芸
術
大

学
に
移
さ
れ
、
近
年
は
大
阪
芸
術
大
学
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ（W

illiam
 M

errel Vories, 

一
八
八
〇
〜
一
九
六
四
）

は
、
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
レ
ブ
ン
ワ
ー
ス
に
生
ま
れ
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
哲
学
を
学
び
卒
業
後
、

キ
リ
ス
ト
教
の
海
外
伝
道
を
志
し
つ
つ
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
滋
賀
県
立
商
業
学
校

英
語
教
師
と
し
て
来
日
。
そ
の
後
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
建
築
設
計
監
督
事
務
所
、

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
設
立
し
、
米
国
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
連
す
る
建
築
設
計
を
中
心
と
し
た
事
業
を
始
め
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
伝
道

活
動
の
た
め
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
近
江
兄
弟
社
）
を
起
こ
し
、

建
築
と
伝
道
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
近
江
八
幡
を
拠
点
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
伝

道
で
は
琵
琶
湖
を
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
行
く
湖
畔
の
伝
道
が
注
目
さ
れ
る
が
、
建
築
設
計
活

動
は
全
国
へ
と
広
が
り
、大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
を
設
立
し
、

キ
リ
ス
ト
教
会
堂
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
洋
風
住
宅
な
ど
、
多
数
の
設
計
作
品

を
各
地
に
残
し
て
い
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
お
け
る
設
計
件
数
は
約
一
〇
〇
〇
棟
を
数
え
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
建
築
設
計
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
は
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
活
動
の
精
神
的
支

柱
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
活
動
に
関
わ
る
建
築
で
あ
り
、
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
に
は
木
造
に
よ
る
比
較
的
小
規
模
な
建
築
も
少
な
く
な
い
が
、
初

期
に
お
け
る
煉
瓦
造
の
建
築
と
一
九
二
〇
年
代
中
期
以
降
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る

建
築
に
特
色
を
発
揮
し
た
。
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
そ
う
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建

築
に
お
い
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活
用
し
た
初
期
の
作
例
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
も

の
と
い
え
る
。

■　

沿
革

本
教
会
の
年
史
に
は
『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中
央
教
会
五
十
年
略
史
』（
昭
和
十
一
（
一

九
三
六
）
年
、
以
下
『
五
十
年
史
』
と
記
す
）、
お
よ
び
『
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
80

年
の
歩
み
』（
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
、
以
下
『
80
年
史
』
と
記
す
）
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
教
会
堂
建
築
の
沿
革
を
辿
る
こ
と
と
す
る
。

本
教
会
の
創
立
は
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
（
南
美
似
教
会
）
派
遣
の
宣
教
師
ラ
ン
バ
ス

父
子
に
よ
り
、
主
と
し
て
子
息
の
W
．R
．ラ
ン
バ
ス
の
支
援
と
砂
本
貞
吉
の
活
動
に
よ
り
明
治

二
〇（
一
八
八
七
）
年
に
市
内
西
大
工
町
（
現
榎
町
）
の
民
家
に
お
け
る
集
会
に
由
来
す
る
。

こ
の
集
会
は
同
時
に
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
よ
る
広
島
女
学
院
の
創
立
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
な
っ
た
。

本
教
会
は
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
至
り
、
紙
屋
町
一
二
〇
番
地
に
最
初
の
教
会
堂

建
築
を
建
て
て
移
転
し
、
さ
ら
に
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
は
二
代
目
の
教
会
堂
建
築
を

工
事
請
負
工
藤
久
太
郎
に
よ
り
、
初
代
教
会
堂
の
近
在
に
煉
瓦
造
に
よ
る
会
堂
を
新
築
し
移

転
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
更
な
る
教
会
の
建
築
移
転
が
課
題

と
さ
れ
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
新
た
な
土
地
と
し
て
上
流
川
町
八
番
地
（
源
太
堀

角 

現
鉄
砲
町
）
四
〇
七
坪
七
合
八
勺
が
取
得
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）

年
九
月
に
第
三
代
の
教
会
堂
と
な
る
建
築
設
計
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
と
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
状
況
に
つ
い
て
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

九
月
八
日
会
堂
建
築
実
行
委
員
会
を
開
き
建
築
請
負
業
藤
田
組
主
藤
田
一
郎
氏
も

出
席
し
て
、
こ
こ
に
工
事
請
負
に
関
し
協
議
折
衝
の
後
、
藤
田
組
を
し
て
請
け
負
わ

せ
る
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
得
て
契
約
を
領
す
。
翌
九
日
近
江
八
幡
ボ
ー
リ
ス
建
築

会
社
主
監
ボ
ー
リ
ス
及
び
技
師
村
田
幸
一
郎
氏
来
広
し
、
藤
田
組
技
師
と
共
に
実
地

縄
張
り
を
為
し
、
直
ち
に
基
礎
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
記
録
（
設
計
作
品
リ
ス
ト
）
に
よ
る
と
、大
正
十
四
（
一

九
二
五
）
年
九
月
の
日
付
に
て “H

iroshim
a M

eth.Ch. for M
r.Stew

art” 

と
あ
り
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
こ
の
計
画
に
際
し
て
大
正
十
四
年
九
月
よ
り
対
応
し
、
同
年
暮
れ
に
は
現
在

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
基
本
設
計
図
面
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
『
五
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
二
月
二
六
日
に
定
礎
式
、
六
月
十
九
日
に
上
棟
式
、
そ
し
て
十
二
月
三
日
に
工
事
竣
成
し

日
曜
学
校
ホ
ー
ル
に
て
感
謝
会
が
開
催
さ
れ
た
。
年
が
改
ま
り
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一

月
十
五
日
に
新
築
の
教
会
堂
に
お
い
て
献
堂
式
が
挙
行
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

以
来
、当
市
に
お
い
て
は
私
立
広
島
女
学
校
（
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
よ
り
広
島
女
学
院
）

の
発
展
と
共
に
教
会
活
動
も
進
展
し
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
は
本
教
会
及
び
広
島

女
学
院
共
に
盛
大
な
る
創
立
五
十
周
年
記
念
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
や
が
て
戦
時
下
を
歩
み
、

昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
八
月
六
日
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
よ
り
被
災
。
竣
工
よ
り
十
七
年

を
経
た
教
会
堂
は
焼
失
し
、
半
ば
崩
壊
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
体
の
み
が
残
留
す
る

甚
大
な
る
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
翌
年
春
よ
り
、
そ
の
跡
地
に
お
い
て
教
会
堂
の
礼
拝
が

再
開
さ
れ
、
間
も
な
く
屋
根
の
復
旧
が
為
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）

年
に
は
当
地
に
お
い
て
牧
師
館
の
新
築
、
並
び
に
教
会
堂
床
、
窓
が
修
復
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
は
焼
失
し
た
教
育
館
（
一
六
八
坪
）
が
新
築
さ
れ
、
つ
づ
い
て

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
は
当
初
の
建
築
工
事
を
担
当
し
た
藤
田
組
に
よ
る
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
、
教
育
館
と
並
び
建
つ
教
会
堂
が
蘇
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
春
に
は
、
創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

『
80
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
戦
後
期
に
お
け
る
復
旧
と
教
会
活
動
の
記
録
が
、

写
真
と
共
に
収
め
ら
れ
て
お
り
当
市
に
お
い
て
も
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

■　

建
築
の
概
要

上
流
川
町
に
お
け
る
第
三
次
の
本
教
会
堂
は
、
関
係
者
の
間
で
は
周
知
の
よ
う
に
当
敷
地

は
東
及
び
北
側
の
二
面
が
道
路
に
面
す
る
角
地
に
あ
り
、
西
側
奥
行
き
の
深
い
L
字
型
の
敷

地
に
在
っ
た
。
そ
の
東
寄
り
に
教
会
堂
を
置
き
、
背
後
に
接
し
て
西
寄
り
に
日
曜
学
校
の
棟

を
連
ね
る
二
棟
か
ら
な
る
建
築
で
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
は
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
は
次
の

よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
に
て
古
代
ゴ
シ
ッ
ク
式
を
加
味
し
教
会
堂
と
し

て
最
も
相
応
し
き
古
雅
な
も
の
で
あ
る
。
講
堂
の
幅
員
は
約
五
十
余
坪
に
し
て
裕
に

五
百
人
を
容
る
ヽ
座
席
を
備
へ
、
講
壇
及
び
玄
関
横
に
各
一
室
を
設
く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
は
百
五
十
人
を
容
る
る
こ
と
を
得
。

別
棟
の
日
曜
学
校
建
物
は
階
下
は
双
子
室
四
室
、す
な
わ
ち
小
八
教
室
、幼
稚
園
室
、

教
師
室
及
び
事
務
室
を
備
え
階
上
の
講
堂
（
幅
員
約
四
十
余
坪
）
に
は
映
画
幻
燈
等

を
使
用
し
得
べ
き
設
備
を
為
し
、
其
傍
に
社
交
室
、
割
烹
室
、
休
憩
室
等
を
設
け
、

地
下
に
は
ボ
イ
ル
を
設
備
し
て
会
堂
及
び
本
館
の
ヒ
ー
ト
を
通
ず
。
こ
の
建
物
は
将

来
日
曜
学
校
事
業
が
、
教
会
の
堅
固
な
る
基
礎
た
る
べ
き
大
な
る
重
要
性
あ
る
に
鑑

み
、
敷
地
及
び
財
力
の
許
す
限
り
に
お
い
て
委
員
等
が
特
に
多
大
の
注
意
を
払
っ
た

も
の
で
あ
る
。‥

‥

こ
う
し
た
文
書
記
録
に
加
え

て
、
今
回
確
認
さ
れ
て
い
る

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
設

計
図
面
、
そ
し
て
年
史
に
収
録

さ
れ
て
い
る
古
写
真
等
の
記
録

が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
資
料
に
よ
っ
て
分
か
る
建
築

内
容
を
改
め
て
概
観
し
て
お
き

た
い
。

教
会
堂
の
建
築
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
、
外
観
は
擬
石
仕
上
げ
に

よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
、
ス
レ
ー
ト
葺

屋
根
の
建
築
で
、
東
を
正
面
と
し
て

玄
関
を
設
け
、
そ
の
脇
に
四
層
で
高

さ
二
〇
数
メ
ー
ト
ル
の
塔
を
配
置
し

て
い
た
。
間
口
約
十
三
メ
ー
ト
ル
、

東
西
の
奥
行
き
約
二
四
メ
ー
ト
ル
、

建
坪
三
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
五

坪
）
の
建
築
で
、
礼
拝
堂
は
一
、
二

階
席
を
合
わ
せ
て
一
五
〇
席
を
有
す
る

規
模
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ

て
、
玄
関
上
部
に
大
き
な
尖
り
ア
ー
チ

（
ラ
ン
セ
ッ
ト
・
ア
ー
チ
）
窓
を
置
き
、

塔
屋
に
は
二
連
の
長
大
な
ア
ー
チ
窓
、

中
世
の
城
壁
風
パ
ラ
ペ
ッ
ト
意
匠
、
尖

り
屋
根
な
ど
、
石
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を

範
と
し
た
意
匠
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

礼
拝
堂
正
面
は
半
円
形
の
プ
ロ
セ
ニ
ア

ム
ア
ー
チ
で
区
画
さ
れ
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト

教
会
の
形
式
に
従
っ
た
講
壇
を
設
け
、

南
北
壁
面
に
は
二
連
の
ア
ー
チ
窓
で
構

成
さ
れ
た
幅
六
尺
の
大
き
な
四
対
の
尖

り
ア
ー
チ
窓
が
並
び
、
背
面
の
二
階
席

ギ
ャ
ラ
リ
ー
上
部
に
は
外
観
正
面
上
部
に
置
か
れ
て
い
た
尖
頂
ア
ー
チ
の
飾
り
窓
が
開
か
れ

て
い
た
。
そ
し
て
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
小
屋
組
み
架
構
と
し
て
三
連
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー

ム
・
ト
ラ
ス
を
架
け
た
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
（
化
粧
屋
根
裏
）
の
構
成
で
、
ア
ー
チ
状
の
曲

が
り
梁
、
接
合
部
の
装
飾
的
意
匠
、
四
つ
の
屋
根
窓
な
ど
あ
り
、
鉄
部
材
で
補
強
さ
れ
た
特

色
の
あ
る
洋
式
木
造
ト
ラ
ス
の
構
造
で
あ
っ
た
。

日
曜
学
校
の
棟
は
教
会
堂
の
西
面
に
接
し
て
建
つ
木
造
二
階
建
て
、
一
部
に
地
階
を
設
け

た
建
築
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
教
会
堂
に
従
っ
て
擬
石
仕
上
げ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
と
る
が
、
側
壁
は
モ
ル
タ

ル
塗
り
壁
、
ス
レ
ー
ト
葺
屋
根
で
、
西
面
に
は
屋
根
よ
り
高
く
煙
突
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
。

南
の
源
太
堀
通
り
に
面
し
て
玄
関
を
構
え
、
間
口
約
十
一
メ
ー
ト
ル
、
東
西
の
奥
行
き
約
二

七
メ
ー
ト
ル
、
建
坪
三
〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
二
坪
）
の
規
模
で
あ
っ
た
。

諸
室
の
用
途
は
『
五
十
年
史
』
に
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
玄
関
か
ら
館
内
を
歩
く
よ

う
に
見
て
み
よ
う
。
玄
関
に
つ
づ
い
て
、
奥
行
き
の
深
い
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
正
面
が
事

務
室
、
西
側
に
は
「
幼
稚
園
・Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
と
記
さ
れ
た
十
五
坪
ほ
ど
の
広
間
が
あ
っ
た
。
こ

の
広
間
に
は
立
派
な
暖
炉
や
書
棚
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
階
の
講
堂
と
並
ぶ
多
用
途

の
中
心
的
な
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ホ
ー
ル
か
ら
南
に
廊
下
が
伸
び
、
四
つ
の
教
室
（
各

二
室
に
分
け
ら
れ
る
）
等
が
並
ん
で
い
た
。
二
階
に
は
階
段
に
続
く
ホ
ー
ル
と
、
演
壇
を
備

え
た
講
堂
、
社
交
室
等
が
あ
っ
た
。
講
堂
背
後
（
北
面
）
は
間
仕
切
り
折
れ
戸
で
、
そ
れ
を

開
く
と
一
室
空
間
と
な
り
三
〇
〇
人
（capacity 300 

と
記
さ
れ
て
い
る
）
を
想
定
し
た
広

さ
で
あ
っ
た
。
講
堂
の
天
井
は
大
き
な
ヴ
ォ
ー
ル
ト
（
カ
マ
ボ
コ
型
）
で
側
壁
よ
り
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
で
支
持
さ
れ
、
天
井
裏
に
納
め
た
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
の
小
屋
組
み
に
よ
っ
て
幅
十

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
（
三
七
・
五
尺
と
あ
り
、
礼
拝
堂
の
三
六
尺
よ
り
長
い
）
あ
る
梁
間
を
構

成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

■　

建
築
的
特
色　

―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
教
会
堂
建
築
と
し
て―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
設
計
作
品

と
し
て
、
戦
前
期
に
お
い
て
お
よ
そ
一
四
〇
棟
の
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
を
設
計
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
数
例
は
『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
作
品
集
』（
城
南
書
院
、
一
九
三
七
年
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
大
阪
基
督
教
会
（
一
九
二
一
年
竣
工
）、
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
（
一
九
二
八
年
竣

工
）、
博
愛
社
礼
拝
堂
（
一
九
三
五
年
竣
工
）
な
ど
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
代
表
作
品
に
数
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
数
多

く
の
住
宅
建
築
と
と
も
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
活
動
の
主
た
る
部
分
を
な
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
誌“The O

m
i 

M
ustard‐

Seed”

（
一
九
二
八
年
二
月
号
）
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
し
て
取
り
あ
げ
て
お
り
、

一
月
十
五
日
の
献
堂
式
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
じ
め
村
田

幸
一
郎
、
仲
間
氏
ら
が
出
席
し
た
こ
と
な
ど
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
興
味

深
い
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
拙
訳
に
て
そ
の
概
要
を
こ
こ
に
記
す
。

‥
‥

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
新
し
い
教
会
堂
で
あ
り
、
そ
れ
は

日
本
の
教
会
堂
に
お
い
て
、
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
質
と
完
成
度
を
備
え
て

い
る
。
別
棟
で
あ
る
が
つ
な
が
っ
て
い
る
日
曜
学
校
と
社
会
活
動
の
た
め
の
別
棟
が

あ
り
、
教
室
、
談
話
室
、
講
堂
、
台
所
、
そ
し
て
管
理
人
室
が
あ
り
、
全
て
に
ス
チ
ー

ム
暖
房
な
ど
近
代
的
設
備
を
備
え
て
い
る
。
講
堂
は
堂
々
と
し
教
会
的
雰
囲
気
を
も

つ
も
の
で
日
本
の
教
会
施
設
と
し
て
は
希
な
も
の
で
あ
ろ
う
。‥

‥

構
造
、
意
匠
共
に
充
実
し
た
内
容
の
教
会
堂
と
設
備
の
整
っ
た
日
曜
学
校
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
「
日
本
の
教
会
堂
に
お
け
る
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
い
う
言
葉
で
、
模
範
的
作

品
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
戦
前
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、
先
述
し
た

よ
う
に
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
仕
事
と
し
て
約
一
四

〇
棟
を
数
え
ら
れ
て
い
る
。
膨
大
な
数
と
い
え
る
が
そ
の
過
半
は
割
合
小
規
模
な
木
造
に
よ

る
建
築
で
あ
り
、
初
期
に
お
い
て
は
煉
瓦
造
建
築
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
教
会
堂
と
並
ぶ
規

模
を
有
す
る
主
な
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
建
築
と
し
て
、十
件
の
教
会
堂
建
築
の
概
要
（
教
会
名
、

設
計
年
、
主
構
造
、
外
観
様
式
、
ト
ラ
ス
小
屋
組
構
造
）
を
こ
こ
に
挙
げ
て
み
た
。

一　

洛
陽
教
会　

一
九
一
二
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

二　

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
京
都
教
会
（
京
都
御
幸
町
教
会
）　

一
九
一
三
年
／
煉
瓦
造
／
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

三　

明
治
学
院
礼
拝
堂　

一
九
一
五
年
／
煉
瓦
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス

四　

大
阪
基
督
教
会
（
大
阪
教
会
）
一
九
一
八
年
設
計
、
一
九
二
一
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
併
用
煉
瓦
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

五　

救
世
軍
本
営
（
東
京
）　

一
九
一
九
年
／
煉
瓦
造

六　

豊
岡
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会　

一
九
二
一
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・

ト
ラ
ス

七　

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
　
一
九
二
六
年
設
計
、
一
九
二
七
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

八　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会　

一
九
二
七
年
設
計
、
一
九
二
九
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

九　

京
都
復
活
教
会　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン

マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

十　

博
愛
社
礼
拝
堂　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

こ
う
し
た
作
例
に
見
る
よ
う
に
煉
瓦
造
建
築
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
へ
の
移
行
、
そ

し
て
伝
統
的
様
式
に
よ
る
教
会
堂
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
が
優
勢
で
あ
り
、
小
屋
組
み
ト
ラ
ス

を
表
す
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
の
礼
拝
堂
と
す
る
場
合
に
は
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
の
活

用
の
多
い
こ
と
が
凡
そ
の
傾
向
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
設
計

さ
れ
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
堂
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大
震
災
後
の
耐

震
化
構
造
へ
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
教
会
堂
建
築
の
初
期
に
お

け
る
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
階
段
の
造
作
、
礼
拝
堂
の
窓
建
具
な
ど
木
材
が
多
用
さ

れ
て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
と
は
い
え
、
礼
拝
堂
内
は
オ
ー
ク
の
床
板
、
オ
ー
ク
材
（
？
）

の
腰
板
張
り
、
木
製
に
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
意
匠
の
ア
ー
チ
窓
な
ど
に
よ
り
、
伝
統
的
表
現
を

よ
く
留
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
雰
囲
気
を
現
存
す
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
で
探
す

と
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
建
て
ら
れ
た
明
治
学
院
礼
拝
堂
が
類
例
と
い
え
よ
う
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
つ
づ
く
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
の
設
計
に
よ
る
神
戸
ユ
ニ
オ

ン
教
会
の
建
築
は
構
造
、
意
匠
に
お
い
て
類
似
性
が
あ
る
が
、
構
造
及
び
材
質
の
近
代
化
が

図
ら
れ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ス
テ
ィ
ー
ル
・
サ
ッ
シ
の
積
極
的
な
活
用
へ
と
向
か
っ
て
い

る
。と

こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
の
設
計
に
つ
い
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
観
が
述
べ
ら
れ

た
も
の
に
次
の
二
編
が
あ
る
。

一　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ（
吉
田
悦
蔵
訳
）「
現
代
日
本
に
於
け
る
基
督
教
教
会
建
築
に
就
い
て
」『
湖

畔
之
声
』（
大
正
十
三
年
九
月
）

二　

豊
田
清
次
(5)
「
教
会
建
築
六
十
」『
湖
畔
之
声
』（
昭
和
六
年
十
一
月
）

共
に
『
湖
畔
之
声
』
誌
の
読
者
、
即
ち
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
係
者
に
向
け
た
も
の
で
、
当

時
に
お
け
る
教
会
活
動
の
傾
向
、
教
会
建
築
の
機
能
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い

も
の
で
あ
る
。

そ
の
要
点
を
次
に
記
す
と
、
前
稿
で
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
「
欧
米
の
教
会
堂
に
劣
ら
な
い
姿
を

も
っ
て
い
る
も
の
」
と
し
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
っ
た
「
大
阪
基
督
教
会
」（
一

九
二
二
年
、大
阪
）
と
と
も
に
、「
聖
光
会
教
会
堂
」（
川
口
基
督
教
会
、W
．ウ
ィ
ル
ソ
ン
設
計
、

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
大
阪
）、「
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」（
神
戸
栄
光
教
会
、
曾

禰
中
条
建
築
事
務
所
設
計
、
一
九
二
三
年
、
神
戸)

の
三
例
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
意
匠
、

構
造
が
適
切
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

‥
‥

日
曜
学
校
や
社
会
事
業
の
為
、
又
は
現
代
教
会
と
し
て
の
、
活
動
的
方
面
の

い
ろ
い
ろ
の
部
門
に
対
し
て
非
常
に
よ
く
、
設
備
が
行
届
い
て
居
る
も
の
が
出
来
て

来
ま
し
た
。
大
阪
基
督
教
会
や
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
如
き
は
そ
の
第
一
階

が
全
部
日
曜
学
校
事
業
の
た
め
に
提
供
さ
れ
て
居
ま
す
、
そ
し
て
教
会
の
礼
拝
堂
の

後
部
に
於
て
は
各
階
に
亘
り
い
ろ
い
ろ
の
部
室
が
備
わ
っ
て
居
ま
す
。‥

‥

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
教
会
堂
に
付
設
さ
れ
た
設
備
の
充
実
度
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
の
豊
田
稿
は
、「
我
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
は
過
去
二
十
有
余
年
間
に
六
十
有
箇
所

の
教
会
堂
建
物
を
完
成
し
て
参
り
ま
し
た
。」
と
い
う
実
績
か
ら
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
前
稿
と

同
様
、
教
会
建
築
の
機
能
、
構
造
、
美
の
表
現
に
つ
い
て
建
築
設
計
の
要
点
を
述
べ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
機
能
へ
の
対
応
と
美
の
表
現
に
つ
い
て
の
次
の
指
摘
が
注
目
さ

れ
る
。

教
会
は
教
会
ら
し
く
、
宗
教
的
を
本
意
と
す
る
基
督
教
会
館
は
其
精
神
を
失
は
な

い
程
度
に
、
美
の
表
現
を
建
物
に
明
瞭
に
表
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 ‥

‥
‥

其
表

現
の
爲
に
宗
教
的
装
飾
を
、
複
雑
な
ら
ぬ
様
に
施
さ
ね
ば
な
ら
ん
の
で
あ
り
ま
す
。

‥
‥

つ
ま
り
、キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、会
堂
で
の
礼
拝
を
主
と
す
る
宗
教
的
行
事
に
止
ま
ら
ず
、

種
々
の
キ
リ
ス
ト
教
活
動
に
対
応
す
る
多
様
化
の
充
実
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
活
動
に
よ
り
琵
琶
湖
沿
岸
の
町
々
に
設
立
さ

れ
た
「
基
督
教
会
館
」
は
教
会
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
を
融
合
し
た
性
格
を
も
っ
た
施
設
で
あ
り
、 

W
．M
．ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
窺
え
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
設
計
活
動

の
盛
期
と
見
ら
れ
る
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
教
会
堂
建
築
に
お
い
て
は
充
実
し
た

講
堂
を
備
え
た
日
曜
学
校
棟
を
併
設
し
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
構
成
に
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の

教
会
建
築
に
お
け
る
特
色
が
鮮
明
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

■　

比
較
さ
れ
る
類
例

１　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
移
転
地
と
し
て
神
戸
市
中
央
区
生
田
町
の
地
を
入
手
し
た
の
は
、

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
工
事
の
進
む
年
の
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
で
、
間
も
な
く

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
そ
の
設
計
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
に
着
工
さ
れ
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
六
月
に
竣
工
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

建
物
で
、
西
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
中
央
辺
り
に
玄
関
を
開
き
そ
の
北
側
に
教
会
堂
、
南

側
に
付
属
棟
が
あ
り
、
幼
稚
園
と
牧
師

館
を
収
め
て
い
た
。
教
会
堂
は
礼
拝
堂

を
二
階
に
置
き
、
一
階
を
日
曜
学
校
施

設
と
し
、
集
会
室
及
び
教
室
等
、
そ
し

て
礼
拝
堂
に
導
く
階
段
を
配
置
し
て
い

た
。つ

ま
り
、こ
の
教
会
堂
建
築
は
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
に
よ
る
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に

続
い
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、
建
築
様
式
、

意
匠
、
そ
し
て
日
曜
学
校
施
設
等
の
計

画
性
に
お
い
て
類
似
点
が
多
く
、
か
つ

共
に
優
れ
た
質
を
備
え
た
教
会
建
築
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
意
匠
に
お
い
て
は
教

会
堂
正
面
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
ト

レ
ー
サ
リ
ー
（
装
飾
）
を
も
つ
尖
頂
ア
ー

チ
、
塔
上
部
の
二
連
の
窓
や
パ
ラ
ペ
ッ

ト
の
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
小
屋
組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
な
ど
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス

ト
教
会
と
ほ
ぼ
同
種
の
意
匠
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
活

用
で
は
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
付
属
屋
を
含
め
て
一
層
進
ん
で
お
り
、
窓
建
具
は
ス
テ
ィ
ー

ル
・
サ
ッ
シ
ュ
窓
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
建
築
に
よ
り
、
昭
和
初
期
の
教
会
堂
建
築

に
お
け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
及
び
意
匠
に
わ
た
る
導
入
状
況
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

本
教
会
堂
は
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
六
月
の
戦
火
で
焼
失
し
た
が
、
戦
後
に
復
旧
を
目

指
し
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
至
っ
て
屋
根
を
再
建
し
て
い
る
が
、
当
初
の
ト
ラ
ス

に
替
え
て
幾
分
シ
ン
プ
ル
な
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

後
年
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
教
会
が
移
転
の
後
、
兵
庫
県
南
部
震
災
を
受
け
た
が

耐
え
て
残
り
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
よ
り
ベ
ー
カ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
生
活

用
さ
れ
て
い
る
。

２　

京
都
復
活
教
会

本
教
会
は
日
本
聖
公
会
の
伝
道
に
よ
り
開
か
れ
た
も
の
で
、
京
都
市
北
区
紫
野
の
敷
地
を

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
得
て
、
間
も
な
く
木
造
の
仮
建
築
で
教
会
堂
と
幼
稚
園
を
建
て

活
動
し
た
。
そ
の
活
動
は
進
展
し
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
は
語
学
学
校
が
開
か
れ
、

復
活
学
園
と
称
さ
れ
た
。
そ
の
頃
に
新
た
な
建
築
計
画
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
り

作
成
さ
れ
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
着
工
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
十
月
に
竣
工

し
た
も
の
で
あ
る
。

北
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
北
西
角
に
玄
関
ホ
ー
ル
を
収
め
た
塔
（
ピ
ー
ス
・
タ
ワ
ー
と

称
さ
れ
て
い
る
）、
西
側
に
教
会
堂
、
ホ
ー
ル
に
接
続
し
て
北
側
に
園
舎
が
Ｌ
字
型
に
置
か
れ

て
い
る
。
塔
及
び
教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
礼
拝
堂
は
平
屋
で
あ
る
が
塔
は
三

階
建
て
と
な
っ
て
い
る
。
教
会
堂
の
規
模
は
幅
二
四
・
三
尺
と
や
や
小
規
模
で
あ
り
、
小
屋

組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
は
幾
分
簡
素
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
園
舎
は

木
造
二
階
建
て
、
東
側
に
は
大
き
な
講
堂
兼
幼
稚
園
遊
戯
室
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

本
教
会
は
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
比
べ
て
、
建
築
年
に
お
い
て
は
数
年
下
る
も
の
で

あ
る
が
、
先
の
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
と
同
様
に
、
建
築
の
計
画
性
な
ど
類
似
点
の
多
い
も
の

な
の
で
あ
る
。
ま
た
復
活
学
園
と
し
て
昭
和
初
期
に
行
わ
れ
た
語
学
学
校
、
健
康
相
談
な
ど

も
注
目
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
活
動
は
戦
時
下
に
お
い
て
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
現
在
に
お
い
て
も
地
域
に
根
ざ
す
教
会
の
特
色
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
京
都
に

在
る
復
活
教
会
と
幼
稚
園
は
戦
火
を
免
れ

た
こ
と
で
、
現
在
も
当
初
の
建
築
を
良
く

維
持
活
用
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
貴

重
な
建
築
で
あ
り
、
教
会
堂
で
は
昭
和
初

期
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
の
表
現
と
し
て
、
ま
た
園
舎

で
は
木
構
造
及
び
木
製
の
建
具
、
階
段
な

ど
柔
ら
か
い
表
情
を
見
せ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
建
築
の
特
色
を
今
に
伝
え
る
歴
史
的
建

築
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

＊

こ
う
し
た
類
例
に
よ
り
、
広
島
メ
ソ
ヂ

ス
ト
教
会
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
昭
和
初

期
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
け
る
先
取
的
作
例

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
り
、
そ

の
設
計
に
お
け
る
特
色
は
残
さ
れ
た
建
築

図
面
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
理
解
さ
れ
記

録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

■　

建
築
設
計
図
面
よ
り

現
存
す
る
主
要
図
面
五
三
枚
に
は
縮
尺

１
／
50
の
基
本
設
計
図
面
と
縮
尺
１
／
20
、
１
／
10
、
１
／
１
等
の
詳
細
設
計
図
、
数
枚
の

構
造
設
計
図
面
が
あ
り
、
主
な
る
図
面
に
は
図
面
番
号
（
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
・
ナ
ン
バ
ー
）
が

付
さ
れ
て
い
る
。（
そ
の
番
号
の
欠
番
よ
り
、
数
枚
の
欠
落
図
面
の
あ
る
こ
と
も
分
か
る
）

基
本
設
計
図
面
は
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
に
よ
る
も
の
で
、
建
築
全
体
の
概
要
が
分

か
る
。
そ
し
て
種
々
の
詳
細
設
計
図
面
に
よ
り
意
匠
及
び
仕
様
の
細
部
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
図
面
に
お
け
る
記
録
よ
り
、
本
建
築
の
意
匠
設
計
上
の
特
色
と
し
て
次
の
三
点
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。

一　

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ
て
、
細
部
意
匠
の
例
え
ば
、
木
製
飾
り
窓
ト
レ
ー
サ
リ
ー
（
刳

形
透
か
し
）、
外
観
に
お
け
る
モ
ル
タ
ル
セ
メ
ン
ト
洗
い
出
し
仕
上
げ
に
よ
る
刳
形
意

匠
、木
製
ト
ラ
ス
部
材
端
部
の
装
飾
な
ど
、入
念
で
上
質
な
設
計
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二　

構
造
躯
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木
材
に
よ
る
造
作
及
び
建
具
に
加
え
て
、
補
強

鉄
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ス
補
強
金
物
、
塔
小
屋
組
の
補
強

金
物
、
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
床
支
持
柱
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
鉄
パ
イ
プ
柱
補
強
な
ど
が

あ
る
。

三　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
設
計
に
お
け
る
建
物
活
用
上
の
工
夫
と
質
を
保
持

す
る
た
め
の
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
二
階
床
下
に
お
け
る
遮
音
床

仕
様
、
窓
下
に
収
め
ら
れ
た
腰
掛
及
び
収
納
設
備
。
階
段
下
部
に
収
め
ら
れ
た
靴
箱
。

サ
ニ
タ
リ
ー
・
コ
ー
ナ
ー
と
い
わ
れ
る
幅
木
下
段
の
湾
曲
面
、
壁
面
に
つ
け
ら
れ
る

ピ
ク
チ
ャ
ー
・
レ
ー
ル
、
チ
ェ
ア
ー
・
レ
ー
ル
の
設
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

図
面
に
は
道
路
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
た
門
塀
の
図
も
あ
る
。
低
い
煉
瓦
積
み
腰
壁
上
部
に

は
瀟
洒
な
鉄
柵
を
付
す
も
の
で
あ
り
、
教
会
正
面
と
、
日
曜
学
校
正
面
に
は
門
扉
を
建
て
て

い
た
。
夫
々
の
門
柱
上
部
に
設
置
さ
れ
た
灯
具
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
図
面
が
あ
り
色
鉛
筆
に
よ

る
彩
色
画
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
色
彩
に
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
暮
れ
に
竣
工
し
た
当

時
の
教
会
堂
の
イ
メ
ー
ジ
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
図
面
か
ら
読
み
取
れ
る

内
容
は
真
に
多
い
の
で
あ
る
。
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■　

は
じ
め
に

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
（
近
江
八
幡
）
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中

央
教
会
、
す
な
わ
ち
現
在
の
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
の
前
身
に
当
た
る
教
会
堂
建
築

に
関
す
る
鮮
明
な
複
写
図
面
五
三
枚
が
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
四
月
に
図
面
の
所
有

者
で
あ
る
一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
広
島
市
公
文
書
館
に
所
与
さ
れ
収
め
ら
れ

て
い
る
。建
築
図
面
の
タ
イ
ト
ル
は “H

IRO
SH

IM
A M

ETH
O

D
IST CH

U
RCH

”

と
あ
り
、

こ
こ
で
は
「
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」
と
記
す
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
ら
は
当
市
に
お
い
て
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
建
て
ら
れ
、
原
爆
に
よ
る
被
災
焼
失
と
い
う
危
機
を
経
て
、
戦
後

数
回
に
わ
た
っ
て
修
復
と
復
興
を
果
た
し
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
ま
で
上
流
川
町
八

番
地
に
所
在
し
た
流
川
教
会
の
建
築
を
伝
え
て
い
る
主
要
図
面
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
古
図
面
原
図
は
、
か
つ
て
近
江
兄
弟
社
（
近
江
八
幡
市
）
に
伝
わ
っ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
昭
和
五
〇（
一
九
七
五
）
年
に
調
査
及
び
史
料
と
し
て
保
管
の
た
め
大
阪
芸
術
大

学
に
移
さ
れ
、
近
年
は
大
阪
芸
術
大
学
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ（W

illiam
 M

errel Vories, 

一
八
八
〇
〜
一
九
六
四
）

は
、
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
レ
ブ
ン
ワ
ー
ス
に
生
ま
れ
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
哲
学
を
学
び
卒
業
後
、

キ
リ
ス
ト
教
の
海
外
伝
道
を
志
し
つ
つ
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
滋
賀
県
立
商
業
学
校

英
語
教
師
と
し
て
来
日
。
そ
の
後
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
建
築
設
計
監
督
事
務
所
、

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
設
立
し
、
米
国
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
連
す
る
建
築
設
計
を
中
心
と
し
た
事
業
を
始
め
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
伝
道

活
動
の
た
め
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
近
江
兄
弟
社
）
を
起
こ
し
、

建
築
と
伝
道
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
近
江
八
幡
を
拠
点
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
伝

道
で
は
琵
琶
湖
を
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
行
く
湖
畔
の
伝
道
が
注
目
さ
れ
る
が
、
建
築
設
計
活

動
は
全
国
へ
と
広
が
り
、大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
を
設
立
し
、

キ
リ
ス
ト
教
会
堂
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
洋
風
住
宅
な
ど
、
多
数
の
設
計
作
品

を
各
地
に
残
し
て
い
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
お
け
る
設
計
件
数
は
約
一
〇
〇
〇
棟
を
数
え
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
建
築
設
計
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
は
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
活
動
の
精
神
的
支

柱
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
活
動
に
関
わ
る
建
築
で
あ
り
、
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
に
は
木
造
に
よ
る
比
較
的
小
規
模
な
建
築
も
少
な
く
な
い
が
、
初

期
に
お
け
る
煉
瓦
造
の
建
築
と
一
九
二
〇
年
代
中
期
以
降
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る

建
築
に
特
色
を
発
揮
し
た
。
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
そ
う
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建

築
に
お
い
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活
用
し
た
初
期
の
作
例
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
も

の
と
い
え
る
。

■　

沿
革

本
教
会
の
年
史
に
は
『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中
央
教
会
五
十
年
略
史
』（
昭
和
十
一
（
一

九
三
六
）
年
、
以
下
『
五
十
年
史
』
と
記
す
）、
お
よ
び
『
日
本
基
督
教
団
広
島
流
川
教
会
80

年
の
歩
み
』（
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
、
以
下
『
80
年
史
』
と
記
す
）
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
教
会
堂
建
築
の
沿
革
を
辿
る
こ
と
と
す
る
。

本
教
会
の
創
立
は
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
（
南
美
似
教
会
）
派
遣
の
宣
教
師
ラ
ン
バ
ス

父
子
に
よ
り
、
主
と
し
て
子
息
の
W
．R
．ラ
ン
バ
ス
の
支
援
と
砂
本
貞
吉
の
活
動
に
よ
り
明
治

二
〇（
一
八
八
七
）
年
に
市
内
西
大
工
町
（
現
榎
町
）
の
民
家
に
お
け
る
集
会
に
由
来
す
る
。

こ
の
集
会
は
同
時
に
米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
よ
る
広
島
女
学
院
の
創
立
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
な
っ
た
。

本
教
会
は
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
至
り
、
紙
屋
町
一
二
〇
番
地
に
最
初
の
教
会
堂

建
築
を
建
て
て
移
転
し
、
さ
ら
に
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
は
二
代
目
の
教
会
堂
建
築
を

工
事
請
負
工
藤
久
太
郎
に
よ
り
、
初
代
教
会
堂
の
近
在
に
煉
瓦
造
に
よ
る
会
堂
を
新
築
し
移

転
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
更
な
る
教
会
の
建
築
移
転
が
課
題

と
さ
れ
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
新
た
な
土
地
と
し
て
上
流
川
町
八
番
地
（
源
太
堀

角 

現
鉄
砲
町
）
四
〇
七
坪
七
合
八
勺
が
取
得
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）

年
九
月
に
第
三
代
の
教
会
堂
と
な
る
建
築
設
計
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
と
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
状
況
に
つ
い
て
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

九
月
八
日
会
堂
建
築
実
行
委
員
会
を
開
き
建
築
請
負
業
藤
田
組
主
藤
田
一
郎
氏
も

出
席
し
て
、
こ
こ
に
工
事
請
負
に
関
し
協
議
折
衝
の
後
、
藤
田
組
を
し
て
請
け
負
わ

せ
る
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
得
て
契
約
を
領
す
。
翌
九
日
近
江
八
幡
ボ
ー
リ
ス
建
築

会
社
主
監
ボ
ー
リ
ス
及
び
技
師
村
田
幸
一
郎
氏
来
広
し
、
藤
田
組
技
師
と
共
に
実
地

縄
張
り
を
為
し
、
直
ち
に
基
礎
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
記
録
（
設
計
作
品
リ
ス
ト
）
に
よ
る
と
、大
正
十
四
（
一

九
二
五
）
年
九
月
の
日
付
に
て “H

iroshim
a M

eth.Ch. for M
r.Stew

art” 

と
あ
り
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
こ
の
計
画
に
際
し
て
大
正
十
四
年
九
月
よ
り
対
応
し
、
同
年
暮
れ
に
は
現
在

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
基
本
設
計
図
面
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
『
五
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
二
月
二
六
日
に
定
礎
式
、
六
月
十
九
日
に
上
棟
式
、
そ
し
て
十
二
月
三
日
に
工
事
竣
成
し

日
曜
学
校
ホ
ー
ル
に
て
感
謝
会
が
開
催
さ
れ
た
。
年
が
改
ま
り
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一

月
十
五
日
に
新
築
の
教
会
堂
に
お
い
て
献
堂
式
が
挙
行
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

以
来
、当
市
に
お
い
て
は
私
立
広
島
女
学
校
（
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
よ
り
広
島
女
学
院
）

の
発
展
と
共
に
教
会
活
動
も
進
展
し
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
は
本
教
会
及
び
広
島

女
学
院
共
に
盛
大
な
る
創
立
五
十
周
年
記
念
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
や
が
て
戦
時
下
を
歩
み
、

昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
八
月
六
日
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
よ
り
被
災
。
竣
工
よ
り
十
七
年

を
経
た
教
会
堂
は
焼
失
し
、
半
ば
崩
壊
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
体
の
み
が
残
留
す
る

甚
大
な
る
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
翌
年
春
よ
り
、
そ
の
跡
地
に
お
い
て
教
会
堂
の
礼
拝
が

再
開
さ
れ
、
間
も
な
く
屋
根
の
復
旧
が
為
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）

年
に
は
当
地
に
お
い
て
牧
師
館
の
新
築
、
並
び
に
教
会
堂
床
、
窓
が
修
復
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
は
焼
失
し
た
教
育
館
（
一
六
八
坪
）
が
新
築
さ
れ
、
つ
づ
い
て

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
は
当
初
の
建
築
工
事
を
担
当
し
た
藤
田
組
に
よ
る
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
、
教
育
館
と
並
び
建
つ
教
会
堂
が
蘇
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
春
に
は
、
創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

『
80
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
戦
後
期
に
お
け
る
復
旧
と
教
会
活
動
の
記
録
が
、

写
真
と
共
に
収
め
ら
れ
て
お
り
当
市
に
お
い
て
も
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

■　

建
築
の
概
要

上
流
川
町
に
お
け
る
第
三
次
の
本
教
会
堂
は
、
関
係
者
の
間
で
は
周
知
の
よ
う
に
当
敷
地

は
東
及
び
北
側
の
二
面
が
道
路
に
面
す
る
角
地
に
あ
り
、
西
側
奥
行
き
の
深
い
L
字
型
の
敷

地
に
在
っ
た
。
そ
の
東
寄
り
に
教
会
堂
を
置
き
、
背
後
に
接
し
て
西
寄
り
に
日
曜
学
校
の
棟

を
連
ね
る
二
棟
か
ら
な
る
建
築
で
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
は
『
五
十
年
史
』
に
お
い
て
は
次
の

よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
に
て
古
代
ゴ
シ
ッ
ク
式
を
加
味
し
教
会
堂
と
し

て
最
も
相
応
し
き
古
雅
な
も
の
で
あ
る
。
講
堂
の
幅
員
は
約
五
十
余
坪
に
し
て
裕
に

五
百
人
を
容
る
ヽ
座
席
を
備
へ
、
講
壇
及
び
玄
関
横
に
各
一
室
を
設
く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
は
百
五
十
人
を
容
る
る
こ
と
を
得
。

別
棟
の
日
曜
学
校
建
物
は
階
下
は
双
子
室
四
室
、す
な
わ
ち
小
八
教
室
、幼
稚
園
室
、

教
師
室
及
び
事
務
室
を
備
え
階
上
の
講
堂
（
幅
員
約
四
十
余
坪
）
に
は
映
画
幻
燈
等

を
使
用
し
得
べ
き
設
備
を
為
し
、
其
傍
に
社
交
室
、
割
烹
室
、
休
憩
室
等
を
設
け
、

地
下
に
は
ボ
イ
ル
を
設
備
し
て
会
堂
及
び
本
館
の
ヒ
ー
ト
を
通
ず
。
こ
の
建
物
は
将

来
日
曜
学
校
事
業
が
、
教
会
の
堅
固
な
る
基
礎
た
る
べ
き
大
な
る
重
要
性
あ
る
に
鑑

み
、
敷
地
及
び
財
力
の
許
す
限
り
に
お
い
て
委
員
等
が
特
に
多
大
の
注
意
を
払
っ
た

も
の
で
あ
る
。‥

‥

こ
う
し
た
文
書
記
録
に
加
え

て
、
今
回
確
認
さ
れ
て
い
る

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
設

計
図
面
、
そ
し
て
年
史
に
収
録

さ
れ
て
い
る
古
写
真
等
の
記
録

が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
資
料
に
よ
っ
て
分
か
る
建
築

内
容
を
改
め
て
概
観
し
て
お
き

た
い
。

教
会
堂
の
建
築
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
、
外
観
は
擬
石
仕
上
げ
に

よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
、
ス
レ
ー
ト
葺

屋
根
の
建
築
で
、
東
を
正
面
と
し
て

玄
関
を
設
け
、
そ
の
脇
に
四
層
で
高

さ
二
〇
数
メ
ー
ト
ル
の
塔
を
配
置
し

て
い
た
。
間
口
約
十
三
メ
ー
ト
ル
、

東
西
の
奥
行
き
約
二
四
メ
ー
ト
ル
、

建
坪
三
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
五

坪
）
の
建
築
で
、
礼
拝
堂
は
一
、
二

階
席
を
合
わ
せ
て
一
五
〇
席
を
有
す
る

規
模
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ

て
、
玄
関
上
部
に
大
き
な
尖
り
ア
ー
チ

（
ラ
ン
セ
ッ
ト
・
ア
ー
チ
）
窓
を
置
き
、

塔
屋
に
は
二
連
の
長
大
な
ア
ー
チ
窓
、

中
世
の
城
壁
風
パ
ラ
ペ
ッ
ト
意
匠
、
尖

り
屋
根
な
ど
、
石
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を

範
と
し
た
意
匠
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

礼
拝
堂
正
面
は
半
円
形
の
プ
ロ
セ
ニ
ア

ム
ア
ー
チ
で
区
画
さ
れ
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト

教
会
の
形
式
に
従
っ
た
講
壇
を
設
け
、

南
北
壁
面
に
は
二
連
の
ア
ー
チ
窓
で
構

成
さ
れ
た
幅
六
尺
の
大
き
な
四
対
の
尖

り
ア
ー
チ
窓
が
並
び
、
背
面
の
二
階
席

ギ
ャ
ラ
リ
ー
上
部
に
は
外
観
正
面
上
部
に
置
か
れ
て
い
た
尖
頂
ア
ー
チ
の
飾
り
窓
が
開
か
れ

て
い
た
。
そ
し
て
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
小
屋
組
み
架
構
と
し
て
三
連
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー

ム
・
ト
ラ
ス
を
架
け
た
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
（
化
粧
屋
根
裏
）
の
構
成
で
、
ア
ー
チ
状
の
曲

が
り
梁
、
接
合
部
の
装
飾
的
意
匠
、
四
つ
の
屋
根
窓
な
ど
あ
り
、
鉄
部
材
で
補
強
さ
れ
た
特

色
の
あ
る
洋
式
木
造
ト
ラ
ス
の
構
造
で
あ
っ
た
。

日
曜
学
校
の
棟
は
教
会
堂
の
西
面
に
接
し
て
建
つ
木
造
二
階
建
て
、
一
部
に
地
階
を
設
け

た
建
築
で
あ
っ
た
。

正
面
外
観
は
教
会
堂
に
従
っ
て
擬
石
仕
上
げ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
と
る
が
、
側
壁
は
モ
ル
タ

ル
塗
り
壁
、
ス
レ
ー
ト
葺
屋
根
で
、
西
面
に
は
屋
根
よ
り
高
く
煙
突
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
。

南
の
源
太
堀
通
り
に
面
し
て
玄
関
を
構
え
、
間
口
約
十
一
メ
ー
ト
ル
、
東
西
の
奥
行
き
約
二

七
メ
ー
ト
ル
、
建
坪
三
〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
二
坪
）
の
規
模
で
あ
っ
た
。

諸
室
の
用
途
は
『
五
十
年
史
』
に
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
玄
関
か
ら
館
内
を
歩
く
よ

う
に
見
て
み
よ
う
。
玄
関
に
つ
づ
い
て
、
奥
行
き
の
深
い
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
正
面
が
事

務
室
、
西
側
に
は
「
幼
稚
園
・Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
と
記
さ
れ
た
十
五
坪
ほ
ど
の
広
間
が
あ
っ
た
。
こ

の
広
間
に
は
立
派
な
暖
炉
や
書
棚
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
階
の
講
堂
と
並
ぶ
多
用
途

の
中
心
的
な
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ホ
ー
ル
か
ら
南
に
廊
下
が
伸
び
、
四
つ
の
教
室
（
各

二
室
に
分
け
ら
れ
る
）
等
が
並
ん
で
い
た
。
二
階
に
は
階
段
に
続
く
ホ
ー
ル
と
、
演
壇
を
備

え
た
講
堂
、
社
交
室
等
が
あ
っ
た
。
講
堂
背
後
（
北
面
）
は
間
仕
切
り
折
れ
戸
で
、
そ
れ
を

開
く
と
一
室
空
間
と
な
り
三
〇
〇
人
（capacity 300 

と
記
さ
れ
て
い
る
）
を
想
定
し
た
広

さ
で
あ
っ
た
。
講
堂
の
天
井
は
大
き
な
ヴ
ォ
ー
ル
ト
（
カ
マ
ボ
コ
型
）
で
側
壁
よ
り
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
で
支
持
さ
れ
、
天
井
裏
に
納
め
た
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
の
小
屋
組
み
に
よ
っ
て
幅
十

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
（
三
七
・
五
尺
と
あ
り
、
礼
拝
堂
の
三
六
尺
よ
り
長
い
）
あ
る
梁
間
を
構

成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

■　

建
築
的
特
色　

―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
教
会
堂
建
築
と
し
て―

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
設
計
作
品

と
し
て
、
戦
前
期
に
お
い
て
お
よ
そ
一
四
〇
棟
の
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
を
設
計
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
数
例
は
『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
作
品
集
』（
城
南
書
院
、
一
九
三
七
年
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
大
阪
基
督
教
会
（
一
九
二
一
年
竣
工
）、
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
（
一
九
二
八
年
竣

工
）、
博
愛
社
礼
拝
堂
（
一
九
三
五
年
竣
工
）
な
ど
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
代
表
作
品
に
数
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
建
築
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
建
築
、
数
多

く
の
住
宅
建
築
と
と
も
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
活
動
の
主
た
る
部
分
を
な
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
誌“The O

m
i 

M
ustard‐

Seed”

（
一
九
二
八
年
二
月
号
）
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
し
て
取
り
あ
げ
て
お
り
、

一
月
十
五
日
の
献
堂
式
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
よ
り
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
じ
め
村
田

幸
一
郎
、
仲
間
氏
ら
が
出
席
し
た
こ
と
な
ど
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
興
味

深
い
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
拙
訳
に
て
そ
の
概
要
を
こ
こ
に
記
す
。

‥
‥

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
新
し
い
教
会
堂
で
あ
り
、
そ
れ
は

日
本
の
教
会
堂
に
お
い
て
、
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
質
と
完
成
度
を
備
え
て

い
る
。
別
棟
で
あ
る
が
つ
な
が
っ
て
い
る
日
曜
学
校
と
社
会
活
動
の
た
め
の
別
棟
が

あ
り
、
教
室
、
談
話
室
、
講
堂
、
台
所
、
そ
し
て
管
理
人
室
が
あ
り
、
全
て
に
ス
チ
ー

ム
暖
房
な
ど
近
代
的
設
備
を
備
え
て
い
る
。
講
堂
は
堂
々
と
し
教
会
的
雰
囲
気
を
も

つ
も
の
で
日
本
の
教
会
施
設
と
し
て
は
希
な
も
の
で
あ
ろ
う
。‥

‥

構
造
、
意
匠
共
に
充
実
し
た
内
容
の
教
会
堂
と
設
備
の
整
っ
た
日
曜
学
校
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
「
日
本
の
教
会
堂
に
お
け
る
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
い
う
言
葉
で
、
模
範
的
作

品
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
戦
前
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、
先
述
し
た

よ
う
に
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
福
島
日
本
基
督
教
会
を
最
初
の
仕
事
と
し
て
約
一
四

〇
棟
を
数
え
ら
れ
て
い
る
。
膨
大
な
数
と
い
え
る
が
そ
の
過
半
は
割
合
小
規
模
な
木
造
に
よ

る
建
築
で
あ
り
、
初
期
に
お
い
て
は
煉
瓦
造
建
築
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
教
会
堂
と
並
ぶ
規

模
を
有
す
る
主
な
る
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
建
築
と
し
て
、十
件
の
教
会
堂
建
築
の
概
要
（
教
会
名
、

設
計
年
、
主
構
造
、
外
観
様
式
、
ト
ラ
ス
小
屋
組
構
造
）
を
こ
こ
に
挙
げ
て
み
た
。

一　

洛
陽
教
会　

一
九
一
二
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

二　

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
京
都
教
会
（
京
都
御
幸
町
教
会
）　

一
九
一
三
年
／
煉
瓦
造
／
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

三　

明
治
学
院
礼
拝
堂　

一
九
一
五
年
／
煉
瓦
造
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス

四　

大
阪
基
督
教
会
（
大
阪
教
会
）
一
九
一
八
年
設
計
、
一
九
二
一
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
併
用
煉
瓦
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス

五　

救
世
軍
本
営
（
東
京
）　

一
九
一
九
年
／
煉
瓦
造

六　

豊
岡
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会　

一
九
二
一
年
／
木
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・

ト
ラ
ス

七　

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
　
一
九
二
六
年
設
計
、
一
九
二
七
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

八　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会　

一
九
二
七
年
設
計
、
一
九
二
九
年
竣
工
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

九　

京
都
復
活
教
会　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
／
ハ
ン

マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス

十　

博
愛
社
礼
拝
堂　

一
九
三
五
年
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
／
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

こ
う
し
た
作
例
に
見
る
よ
う
に
煉
瓦
造
建
築
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
へ
の
移
行
、
そ

し
て
伝
統
的
様
式
に
よ
る
教
会
堂
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
が
優
勢
で
あ
り
、
小
屋
組
み
ト
ラ
ス

を
表
す
オ
ー
プ
ン
・
ル
ー
フ
の
礼
拝
堂
と
す
る
場
合
に
は
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
の
活

用
の
多
い
こ
と
が
凡
そ
の
傾
向
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
設
計

さ
れ
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
堂
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大
震
災
後
の
耐

震
化
構
造
へ
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
教
会
堂
建
築
の
初
期
に
お

け
る
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
階
段
の
造
作
、
礼
拝
堂
の
窓
建
具
な
ど
木
材
が
多
用
さ

れ
て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
と
は
い
え
、
礼
拝
堂
内
は
オ
ー
ク
の
床
板
、
オ
ー
ク
材
（
？
）

の
腰
板
張
り
、
木
製
に
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
意
匠
の
ア
ー
チ
窓
な
ど
に
よ
り
、
伝
統
的
表
現
を

よ
く
留
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
雰
囲
気
を
現
存
す
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
で
探
す

と
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
建
て
ら
れ
た
明
治
学
院
礼
拝
堂
が
類
例
と
い
え
よ
う
。

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
つ
づ
く
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
の
設
計
に
よ
る
神
戸
ユ
ニ
オ

ン
教
会
の
建
築
は
構
造
、
意
匠
に
お
い
て
類
似
性
が
あ
る
が
、
構
造
及
び
材
質
の
近
代
化
が

図
ら
れ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ス
テ
ィ
ー
ル
・
サ
ッ
シ
の
積
極
的
な
活
用
へ
と
向
か
っ
て
い

る
。と

こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
の
設
計
に
つ
い
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
観
が
述
べ
ら
れ

た
も
の
に
次
の
二
編
が
あ
る
。

一　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ（
吉
田
悦
蔵
訳
）「
現
代
日
本
に
於
け
る
基
督
教
教
会
建
築
に
就
い
て
」『
湖

畔
之
声
』（
大
正
十
三
年
九
月
）

二　

豊
田
清
次
(5)
「
教
会
建
築
六
十
」『
湖
畔
之
声
』（
昭
和
六
年
十
一
月
）

共
に
『
湖
畔
之
声
』
誌
の
読
者
、
即
ち
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
係
者
に
向
け
た
も
の
で
、
当

時
に
お
け
る
教
会
活
動
の
傾
向
、
教
会
建
築
の
機
能
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い

も
の
で
あ
る
。

そ
の
要
点
を
次
に
記
す
と
、
前
稿
で
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
「
欧
米
の
教
会
堂
に
劣
ら
な
い
姿
を

も
っ
て
い
る
も
の
」
と
し
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
っ
た
「
大
阪
基
督
教
会
」（
一

九
二
二
年
、大
阪
）
と
と
も
に
、「
聖
光
会
教
会
堂
」（
川
口
基
督
教
会
、W
．ウ
ィ
ル
ソ
ン
設
計
、

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
大
阪
）、「
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」（
神
戸
栄
光
教
会
、
曾

禰
中
条
建
築
事
務
所
設
計
、
一
九
二
三
年
、
神
戸)

の
三
例
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
意
匠
、

構
造
が
適
切
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

‥
‥

日
曜
学
校
や
社
会
事
業
の
為
、
又
は
現
代
教
会
と
し
て
の
、
活
動
的
方
面
の

い
ろ
い
ろ
の
部
門
に
対
し
て
非
常
に
よ
く
、
設
備
が
行
届
い
て
居
る
も
の
が
出
来
て

来
ま
し
た
。
大
阪
基
督
教
会
や
神
戸
中
央
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
如
き
は
そ
の
第
一
階

が
全
部
日
曜
学
校
事
業
の
た
め
に
提
供
さ
れ
て
居
ま
す
、
そ
し
て
教
会
の
礼
拝
堂
の

後
部
に
於
て
は
各
階
に
亘
り
い
ろ
い
ろ
の
部
室
が
備
わ
っ
て
居
ま
す
。‥

‥

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
教
会
堂
に
付
設
さ
れ
た
設
備
の
充
実
度
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
の
豊
田
稿
は
、「
我
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
は
過
去
二
十
有
余
年
間
に
六
十
有
箇
所

の
教
会
堂
建
物
を
完
成
し
て
参
り
ま
し
た
。」
と
い
う
実
績
か
ら
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
前
稿
と

同
様
、
教
会
建
築
の
機
能
、
構
造
、
美
の
表
現
に
つ
い
て
建
築
設
計
の
要
点
を
述
べ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
機
能
へ
の
対
応
と
美
の
表
現
に
つ
い
て
の
次
の
指
摘
が
注
目
さ

れ
る
。

教
会
は
教
会
ら
し
く
、
宗
教
的
を
本
意
と
す
る
基
督
教
会
館
は
其
精
神
を
失
は
な

い
程
度
に
、
美
の
表
現
を
建
物
に
明
瞭
に
表
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 ‥

‥
‥

其
表

現
の
爲
に
宗
教
的
装
飾
を
、
複
雑
な
ら
ぬ
様
に
施
さ
ね
ば
な
ら
ん
の
で
あ
り
ま
す
。

‥
‥

つ
ま
り
、キ
リ
ス
ト
教
会
建
築
は
、会
堂
で
の
礼
拝
を
主
と
す
る
宗
教
的
行
事
に
止
ま
ら
ず
、

種
々
の
キ
リ
ス
ト
教
活
動
に
対
応
す
る
多
様
化
の
充
実
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
活
動
に
よ
り
琵
琶
湖
沿
岸
の
町
々
に
設
立
さ

れ
た
「
基
督
教
会
館
」
は
教
会
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
を
融
合
し
た
性
格
を
も
っ
た
施
設
で
あ
り
、 

W
．M
．ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
窺
え
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
設
計
活
動

の
盛
期
と
見
ら
れ
る
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
教
会
堂
建
築
に
お
い
て
は
充
実
し
た

講
堂
を
備
え
た
日
曜
学
校
棟
を
併
設
し
た
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
構
成
に
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の

教
会
建
築
に
お
け
る
特
色
が
鮮
明
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

■　

比
較
さ
れ
る
類
例

１　

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
移
転
地
と
し
て
神
戸
市
中
央
区
生
田
町
の
地
を
入
手
し
た
の
は
、

広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
建
築
工
事
の
進
む
年
の
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
で
、
間
も
な
く

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
そ
の
設
計
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
に
着
工
さ
れ
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
六
月
に
竣
工
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

建
物
で
、
西
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
中
央
辺
り
に
玄
関
を
開
き
そ
の
北
側
に
教
会
堂
、
南

側
に
付
属
棟
が
あ
り
、
幼
稚
園
と
牧
師

館
を
収
め
て
い
た
。
教
会
堂
は
礼
拝
堂

を
二
階
に
置
き
、
一
階
を
日
曜
学
校
施

設
と
し
、
集
会
室
及
び
教
室
等
、
そ
し

て
礼
拝
堂
に
導
く
階
段
を
配
置
し
て
い

た
。つ

ま
り
、こ
の
教
会
堂
建
築
は
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
に
よ
る
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に

続
い
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、
建
築
様
式
、

意
匠
、
そ
し
て
日
曜
学
校
施
設
等
の
計

画
性
に
お
い
て
類
似
点
が
多
く
、
か
つ

共
に
優
れ
た
質
を
備
え
た
教
会
建
築
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
意
匠
に
お
い
て
は
教

会
堂
正
面
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
式
ト

レ
ー
サ
リ
ー
（
装
飾
）
を
も
つ
尖
頂
ア
ー

チ
、
塔
上
部
の
二
連
の
窓
や
パ
ラ
ペ
ッ

ト
の
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
小
屋
組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
な
ど
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス

ト
教
会
と
ほ
ぼ
同
種
の
意
匠
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
活

用
で
は
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
が
付
属
屋
を
含
め
て
一
層
進
ん
で
お
り
、
窓
建
具
は
ス
テ
ィ
ー

ル
・
サ
ッ
シ
ュ
窓
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
建
築
に
よ
り
、
昭
和
初
期
の
教
会
堂
建
築

に
お
け
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
及
び
意
匠
に
わ
た
る
導
入
状
況
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

本
教
会
堂
は
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
六
月
の
戦
火
で
焼
失
し
た
が
、
戦
後
に
復
旧
を
目

指
し
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
至
っ
て
屋
根
を
再
建
し
て
い
る
が
、
当
初
の
ト
ラ
ス

に
替
え
て
幾
分
シ
ン
プ
ル
な
シ
ザ
ー
ズ
・
ト
ラ
ス
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

後
年
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
教
会
が
移
転
の
後
、
兵
庫
県
南
部
震
災
を
受
け
た
が

耐
え
て
残
り
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
よ
り
ベ
ー
カ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
生
活

用
さ
れ
て
い
る
。

２　

京
都
復
活
教
会

本
教
会
は
日
本
聖
公
会
の
伝
道
に
よ
り
開
か
れ
た
も
の
で
、
京
都
市
北
区
紫
野
の
敷
地
を

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
得
て
、
間
も
な
く
木
造
の
仮
建
築
で
教
会
堂
と
幼
稚
園
を
建
て

活
動
し
た
。
そ
の
活
動
は
進
展
し
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
は
語
学
学
校
が
開
か
れ
、

復
活
学
園
と
称
さ
れ
た
。
そ
の
頃
に
新
た
な
建
築
計
画
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
り

作
成
さ
れ
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
着
工
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
十
月
に
竣
工

し
た
も
の
で
あ
る
。

北
側
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
北
西
角
に
玄
関
ホ
ー
ル
を
収
め
た
塔
（
ピ
ー
ス
・
タ
ワ
ー
と

称
さ
れ
て
い
る
）、
西
側
に
教
会
堂
、
ホ
ー
ル
に
接
続
し
て
北
側
に
園
舎
が
Ｌ
字
型
に
置
か
れ

て
い
る
。
塔
及
び
教
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
礼
拝
堂
は
平
屋
で
あ
る
が
塔
は
三

階
建
て
と
な
っ
て
い
る
。
教
会
堂
の
規
模
は
幅
二
四
・
三
尺
と
や
や
小
規
模
で
あ
り
、
小
屋

組
み
の
ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
・
ト
ラ
ス
は
幾
分
簡
素
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
園
舎
は

木
造
二
階
建
て
、
東
側
に
は
大
き
な
講
堂
兼
幼
稚
園
遊
戯
室
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

本
教
会
は
、
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
に
比
べ
て
、
建
築
年
に
お
い
て
は
数
年
下
る
も
の
で

あ
る
が
、
先
の
神
戸
ユ
ニ
オ
ン
教
会
と
同
様
に
、
建
築
の
計
画
性
な
ど
類
似
点
の
多
い
も
の

な
の
で
あ
る
。
ま
た
復
活
学
園
と
し
て
昭
和
初
期
に
行
わ
れ
た
語
学
学
校
、
健
康
相
談
な
ど

も
注
目
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
活
動
は
戦
時
下
に
お
い
て
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
現
在
に
お
い
て
も
地
域
に
根
ざ
す
教
会
の
特
色
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
京
都
に

在
る
復
活
教
会
と
幼
稚
園
は
戦
火
を
免
れ

た
こ
と
で
、
現
在
も
当
初
の
建
築
を
良
く

維
持
活
用
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
貴

重
な
建
築
で
あ
り
、
教
会
堂
で
は
昭
和
初

期
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
の
表
現
と
し
て
、
ま
た
園
舎

で
は
木
構
造
及
び
木
製
の
建
具
、
階
段
な

ど
柔
ら
か
い
表
情
を
見
せ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
建
築
の
特
色
を
今
に
伝
え
る
歴
史
的
建

築
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

＊

こ
う
し
た
類
例
に
よ
り
、
広
島
メ
ソ
ヂ

ス
ト
教
会
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
昭
和
初

期
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
け
る
先
取
的
作
例

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
り
、
そ

の
設
計
に
お
け
る
特
色
は
残
さ
れ
た
建
築

図
面
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
理
解
さ
れ
記

録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

■　

建
築
設
計
図
面
よ
り

現
存
す
る
主
要
図
面
五
三
枚
に
は
縮
尺

１
／
50
の
基
本
設
計
図
面
と
縮
尺
１
／
20
、
１
／
10
、
１
／
１
等
の
詳
細
設
計
図
、
数
枚
の

構
造
設
計
図
面
が
あ
り
、
主
な
る
図
面
に
は
図
面
番
号
（
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
・
ナ
ン
バ
ー
）
が

付
さ
れ
て
い
る
。（
そ
の
番
号
の
欠
番
よ
り
、
数
枚
の
欠
落
図
面
の
あ
る
こ
と
も
分
か
る
）

基
本
設
計
図
面
は
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
に
よ
る
も
の
で
、
建
築
全
体
の
概
要
が
分

か
る
。
そ
し
て
種
々
の
詳
細
設
計
図
面
に
よ
り
意
匠
及
び
仕
様
の
細
部
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
図
面
に
お
け
る
記
録
よ
り
、
本
建
築
の
意
匠
設
計
上
の
特
色
と
し
て
次
の
三
点
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。

一　

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
従
っ
て
、
細
部
意
匠
の
例
え
ば
、
木
製
飾
り
窓
ト
レ
ー
サ
リ
ー
（
刳

形
透
か
し
）、
外
観
に
お
け
る
モ
ル
タ
ル
セ
メ
ン
ト
洗
い
出
し
仕
上
げ
に
よ
る
刳
形
意

匠
、木
製
ト
ラ
ス
部
材
端
部
の
装
飾
な
ど
、入
念
で
上
質
な
設
計
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二　

構
造
躯
体
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木
材
に
よ
る
造
作
及
び
建
具
に
加
え
て
、
補
強

鉄
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ス
補
強
金
物
、
塔
小
屋
組
の
補
強

金
物
、
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
床
支
持
柱
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
鉄
パ
イ
プ
柱
補
強
な
ど
が

あ
る
。

三　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
設
計
に
お
け
る
建
物
活
用
上
の
工
夫
と
質
を
保
持

す
る
た
め
の
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
二
階
床
下
に
お
け
る
遮
音
床

仕
様
、
窓
下
に
収
め
ら
れ
た
腰
掛
及
び
収
納
設
備
。
階
段
下
部
に
収
め
ら
れ
た
靴
箱
。

サ
ニ
タ
リ
ー
・
コ
ー
ナ
ー
と
い
わ
れ
る
幅
木
下
段
の
湾
曲
面
、
壁
面
に
つ
け
ら
れ
る

ピ
ク
チ
ャ
ー
・
レ
ー
ル
、
チ
ェ
ア
ー
・
レ
ー
ル
の
設
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

図
面
に
は
道
路
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
た
門
塀
の
図
も
あ
る
。
低
い
煉
瓦
積
み
腰
壁
上
部
に

は
瀟
洒
な
鉄
柵
を
付
す
も
の
で
あ
り
、
教
会
正
面
と
、
日
曜
学
校
正
面
に
は
門
扉
を
建
て
て

い
た
。
夫
々
の
門
柱
上
部
に
設
置
さ
れ
た
灯
具
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
図
面
が
あ
り
色
鉛
筆
に
よ

る
彩
色
画
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
色
彩
に
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
暮
れ
に
竣
工
し
た
当

時
の
教
会
堂
の
イ
メ
ー
ジ
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
図
面
か
ら
読
み
取
れ
る

内
容
は
真
に
多
い
の
で
あ
る
。
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「
広
島
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
　
建
築
設
計
図
面
／
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
、
一
九
二
五
〜
一
九
二
七
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
原
図
面
は
一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
所
有
・
大
阪
芸
術
大
学
博
物
館
所
蔵
）

註　図面内容（タイトル）については、原則として原文のままとしたが、図面中に（　）を用いて記載され
　　ているものは〔　〕で表示、また、補記したものについては（　）で表示した。
　　なお、上記主要図面以外に門扉詳細図 2枚がある。

図面番号 図面 図面内容（タイトル） 日付

01 101 平面図 SKETCH OF FIRST FLOOR PLAN （計画図 １階平面図） JULY.6.25
02 102 平面図 SKETCH OF SECOND FLOOR PLAN （計画図 ２階平面図） JULY.6.25
03 100 平面図 BASEMENT PLAN （地下階平面図）

04 101 平面図 FIRST FLOOR PLAN （１階平面図）

05 102 平面図 SECOND FLOOR PLAN （２階平面図）

06 * 立面図、断面図 EAST ELEVATION, CLOSS SECTION （東立面図  断面図） *
07 立面図 NORTH ELEVATION （北立面図） *
08 断面図 LONG ITUDINAL SECTION （断面図）

09 401 建具図 DOOR DETAILS （建具表） JULY.31.26
10 402 詳細図 WALL COSTRUCTION DETAIL （矩計図 展開） AUG.9.26
11 403 詳細図 WINDOW DETAIL FOR CHURCH AUG.11.26
12 （403-B） 詳細図 （WINDOW DETAIL FOR CHURCH） *
13 404 詳細図 PLATFORM DETAIL （講壇 詳細図） AUG.17.26
14 詳細図 WINDOW DETAIL FOR SCHOOL BUILDING （窓詳細図） SEP.30.26
15 406 詳細図 BLACKBOARD & WAINSCOT DETAILS OCT.4.26
16 407 詳細図 ASSEMBLY HALL, PLATFORM DETAILS OCT.8.26
17 407-B 詳細図 （ASSEMBLY HALL, PLATFORM DETAILS） JAN.29.27
18 408 詳細図 ENTRANCE & STAIR DETAILS FOR SCHOOL NOV.11.26
19 409 詳細図 TOWER & STAIR DETAILS FOR CHURCH （塔 詳細図） NOV.24.26
20 410 詳細図 ENTRANCE DETAIL FOR CHURCH （玄関 詳細図） NOV.30.26
21 411 詳細図 会堂桟敷受ケ柱現寸図 FEB.24.27
22 * 詳細図 （会堂桟敷受ケ柱 詳細図） *
23 * 詳細図 （教会堂桟敷 断面詳細図） *
24 411 詳細図 （教会堂桟敷 断面詳細図） 一部変更図 MAY.16.27
25 412 詳細図 FIREPLACE & CHIMNEY DETAILS JAN.6.27
26 413 詳細図 TIEROD DETAIL FOR HIROSHIMA CHURCH DEC.10.26
27 414 詳細図 タイロッド附属飾木彫詳細図 DEC.21.26
28 415 原寸図 会堂内小屋受ケ飾ブラケット現寸図 DEC.20.26
29 416 原寸図 会堂内部の講壇アーチ繰形及ビアーチ受ケ現寸図 DEC.23.26
30 417 原寸図 会堂玄関木製大扉蝶番代用飾金物現寸図 DEC.28.26
31 418 詳細図 会堂二階正面大窓詳細図 JAN.13.27
32 419 詳細図 二階集会場講壇上フートライト詳細図 MAR.9.27
33 420 詳細図 日曜学校正面二階出窓及ビ腰掛詳細図 MAR. 9.27
34 430-A 詳細図 BOOKCASE & OMBUTSU CASE SEP.9.27
35 430-B 詳細図 DETAIL OF BOOKCASE & OMBUTSU CASE SEP.12.27
36 * 詳細図、原寸図 広島教会日曜学校部事務室受付窓詳細図、現寸 MAY.3.27
37 * 詳細図 DETAIL FOR CROSS OF TOWER AUG.16.27
38 * 詳細図 広島教会門及ビ掲示板詳細図 SEP.16.27
39 * 詳細図 （鉄扉及鉄柵詳細図） *
40 * 詳細図 鉄扉及鉄柵詳細図　 *
41 * 原寸図 扉各部現寸図、棚一部現寸図 *
42 * 原寸図 日曜学校本門ノ分、会堂ノ分 *
43 * 原寸図 各柱頭現寸図 *
44 * 原寸図 定礎石文字現寸 *
45 * スケッチ 教会表門々灯〔２個〕 *
46 * スケッチ 日曜学校門灯〔２個〕 *
47 * スケッチ 六個〔会堂〕　 *
48 * スケッチ 一個〔チェン付〕　三個〔会堂桟敷下〕　 *
49 * スケッチ 教会一階階段室ブラケット、日曜学校表階段踊場ブラケット〔２個〕 *
50 * スケッチ 教会ギャラリー・ブラケット〔４個〕 *
51 * スケッチ 六個〔ファイヤプレース上　二、日曜学校講堂　四〕 *
52 * 構造図 （基礎、梁　詳細図、リスト） FEB.1.27
53 * 断面図、配筋図 日曜学校便所床配筋図、断面図 APR.21.27


